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巻頭言CONTENTS
シェイクスピアをことのほか愛した経済学者が二人います。カール・マ

ルクスとジョン・メイナード・ケインズです。

シェイクスピアの喜劇『から騒ぎ』には、ドグベリーというマヌケな警吏

が登場します。 知ったかぶりして難しい言葉を無理して使い、言い間違

えを繰り返す滑稽な役柄です。マルクスはこのドグベリーがいたくお気に

入りだったようです。マルクス一家は家族や友人でシェイクスピア作品の

朗読会を楽しみ、それを「ドグベリー・クラブ」と呼んでいました。

そのドグベリーをケインズはイートン校の生徒だったときに演じています。

生涯にわたり、ケインズにとってシェイクスピアは、観劇や読書を通じて常

に身近にある存在でした。 訛りの強い英語を話すロシア人の妻に、強引

にシェイクスピア劇のヒロインを演じさせ、最終的には私財を投じてケンブリッジの街中に劇場まで建設しています。

マルクスもケインズもそれぞれの著書の中で、シェイクスピアを原文から離れて、自由に引用しています。『アテネ

のタイモン』は、取り巻きたちを気前よくもてなしていた超富豪タイモンが、一文無しになり、孤独の中で人間と金と

を呪う悲劇です。そのタイモンの呪詛の台詞を引用しながら、マルクスは貨幣論を展開しています。『マクベス』は

魔女の予言に操られ、野心の果てに破滅する悲劇です。ケインズは『平和の経済的帰結』において、ヴェルサイ

ユ条約をめぐる各国の欺瞞や偽善を、魔女たちの二枚舌に喩えています。

シェイクスピアの時代にはもちろん経済学という学問は存在していません。社会構造も経済的な規模も大きく異なっ

ています。それにもかかわらず17世紀初頭の大衆演劇の台詞を、19世紀や20世紀の経済学者が引用するのは、シェ

イクスピア作品が人間の「欲望」を率直に伝えているからでしょう。自分をかっこよく見せたいドグベリー、金の力で

ちやほやされるのが日常になっていたタイモン、権力への欲望で曖昧な言葉の罠に気づけなくなっていたマクベス。

そこには時代の違いを超える人間の欲望の本質を見てとることができます。

経済学はその人間の「欲望」を分析する学問だと私は思っています。 膨れ上がり、ときに暴走する欲望を、近

代的な理性の力で制御しようとしたとき、経済学という学問が生まれたのではないでしょうか。そして今日、理性と

欲望がこれまでにないほど激しくせめぎ合う時代にあって、経済学という学問への期待はまた新たなものになってい

るように思えます。

巻頭言

経済学への期待

獨協大学学長　前沢浩子

Network経済 3



各界・各世代で活躍する経済学部卒業生からのメッセージ
≪25周年記念特集1≫

安川　ひろし　様
1972年獨協大学経済学部経済学科卒
天野貞祐先生御令孫

西岡　真一郎　様
1993年獨協大学経済学部経営学科卒
アースキッズ株式会社 代表取締役/前小金井市長

梅原　真次　様
1983年獨協大学経済学部経営学科卒
株式会社ホテルオークラ東京 代表取締役社長

『Network経済』発行25周年、おめでとうございます。
大学生活は、自分が何を将来したいか模索し、夢をもって、その目標に向かって、活動を継続し、良いネット

ワークを作る事が大切です。その時に役に立つのが、ゼミとか、クラブ活動です。また、学生の時に海外に出
るのも良いと思います。とにかく学生時代の幅広い経験が、将来の人間形成に繋がります。私の場合も、学生
時代に経験した事が、社会人になってから、大変役に立っています。祖父、天野貞祐から、学生の時はやりた
い事がやれるので、その時間を有意義に使いなさいと言われ、当初は良く理解していませんでしたが、社会人になってから、その通り
だと実感しました。特に、学生時代に作られたネットワークは、とても大切だと思っています。

現在、大学には年一度、有𠮷先生のゼミでお話をさせていただいていますが、毎年、皆さんの顔を見て、これからの日本は、皆さん
が第一線で作っていく使命があると思います。現在、日本の人口は減少していますが、併せて、日本の世界的なインパクトが薄くなって
います。一方、海外からの観光客は驚異的に増加して、一部ではオーバーツウリズムの問題が発生しています。これらの状況をフェア
に理解して、皆さんが、世界の平和や、環境問題等、各方面で幅広く力を発揮して、ぜひ、世界で存在感のある国に引っ張り上げて欲
しいと思います。

これからも、『Network経済』が獨協大学の幅広い魅力ある情報を拡散してくださることを願っています。

創立60周年を超え、各界・各世代に活躍する卒業生を輩出している獨協大学。四半世紀を迎えた『Network 経済』を
祝して、彼ら彼女らが経済学部での思い出、現代の若者に対する期待を寄せてくれた。

獨協大学経済学部『Network経済』創刊25周年を心よりお祝い申し上げます。四半世紀にわたり、経済学
部の教育・研究の成果や学生・卒業生の活動を発信し続けてこられた関係者の皆様のご尽力に深く敬意を表し
ます。

私は1993年に経済学部経営学科を卒業し、小林哲也ゼミで学びました。卒業後は地方議会や自治体経営、
子育て支援や児童福祉、そして企業経営と多様な分野で歩みを重ねてまいりましたが、その基盤には、獨協
大学で培った精神と人とのつながりがあります。近年は総合講座で登壇し、学生の皆さんと直接向き合える機会をいただいており、母
校とのご縁を改めて有難く感じております。特に有𠮷秀樹先生には大変お世話になっており、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

創設者・天野貞祐先生が掲げられた「大学は学問を通じての人間形成の場である」という理念は、今なお普遍的な価値を持っていま
す。私は講義の場で「自分自身の生きる道を確立してほしい」と学生に伝えています。それは単に職業選択にとどまらず、社会の中でど
う生き、どのように貢献していくかを主体的に考えることを意味します。この精神こそが、大学での学びの核心、人間形成につながる道
であると思います。
『Network経済』は、まさにその理念を体現する存在です。研究成果の発表にとどまらず、ゼミや学生団体の活動記録、卒業生の声

などを通じて、経済学部の歩みと可能性を伝え続けています。その内容は、在学生にとっては学びの刺激となり、卒業生にとっては母
校との絆を確かめる貴重なつながりとなり、大学と社会をつなぐ架け橋としての価値が高まっていることを実感いたします。本誌がこれ
まで以上に知と人を結び、時代の変化を見据えた新たな学びを創出していくことを期待しています。そして、獨協大学経済学部の自由
闊達で国際性豊かな校風のもと、次代を担う学生の皆さんが大きく羽ばたいていくことを心から願っております。

このたび、『Network経済』が創刊25周年を迎えられましたこと、心よりお祝い申し上げます。
在学中に触れた学びや多くの議論、また、多数の仲間との交流は、現在、ホテル経営に携わる上での基盤

となり、意思決定や組織運営の場面での支えとなっており、私自身、経済学部経営学科で学んだ一人として、
この節目を迎えられたことに特別の思いを抱いております。

獨協大学の「大学は学問を通じての人間形成の場である」という理念は、単に知識を修得するにとどまら
ず、人間としての在り方を深く問い直し、社会の中で責任を果たす姿勢を育むものです。四半世紀にわたり刊行されてきた『Network
経済』は、この理念を体現するかのように、学生・教員・卒業生の知見を結び付け、互いに学び合う場を築いてこられたものと存じます。

社会や産業の変化が加速する今日において、この冊子が持つ意義は一層大きなものとなっており、次代を担う若い世代が誌面を通じ
て学びを深め、卒業生が母校との絆を再確認することは、まさに理念に基づいた人間形成の営みそのものです。

今後も『Network経済』が経済学部の知を発信し続け、獨協大学の精神を未来へとつなぐ存在となることを心より期待しております。
最後に、本誌の刊行に携わられてこられたすべての皆さまに感謝を申し上げるとともに、さらなる発展を祈念いたします。
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関根　優子　様
2018年獨協大学経済学部経営学科卒
デロイトトーマツ税理士法人

並木　秀尊　様
2021年獨協大学経済学部経済学科卒
東京ヤクルトスワローズ/プロ野球選手

この度は『Network経済』発刊25周年を迎えられ、誠におめでとうございます。『Network経済』との出会
いは、私が大学四年生のときに遡ります。ゼミの指導教授である有𠮷先生が、『Network経済』の編集委員を
お務めになられた折に、株式会社ニュー・オータニ代表取締役常務 清水肇様へのインタビューの機会を賜るこ
ととなりました。学生の身でありながら一流の経営者の言葉に直接触れることは大変貴重な経験でした。

私の現在の仕事は、主に外資系企業に対する申告書の作成業務です。日々の業務では税理士試験で培っ
た知識を活かせる場面が多く、とてもやりがいを感じています。また、社内には尊敬できるプロフェッショナルが多く在籍し、刺激を受け
ながら働いています。これからは、様々なお客様と向き合う中で専門性を獲得していけたらと考えています。

社会は今、インターネットの急速な普及により、スマートフォン一つで遠く離れた景色を見ることができたり、人と直接会わずとも仕事が
できる時代となりました。一方で、実際の景色を目にしたときの「大切な人を連れて行きたい」と思うほどの感動や、対面で人柄に触れる
ことで得られる悦びは、失われつつあるようにも感じます。生き方は人それぞれですが、私はそうした心の機微や人との深い関係性を
大切にしながら人生を歩んでいきたいと思っています。

多様な業種や世代の方 と々出会い、その価値観に触れることで、自分自身の軸がより強く、しなやかに磨かれていくのだと思います。
現役学生が起業家にインタビューをするなど問題意識を持って研究することは何事にも代え難い経験です。『Network経済』が、愛さ
れ続ける学部誌となったのは、熱意ある現役生とそれに真摯に応えられる先生方のご尽力の賜物と拝察いたします。
『Network経済』のさらなるご発展を心よりお祈り申し上げます。

『Network経済』25周年、おめでとうございます。
私は大学では必ずしも野球中心ではなく、教員免許の取得や学業にも時間を割いていました。これは両親か

ら勉強と野球を両立するように勧められたことが大きいです。野球一本だけでは人との関わりや学びが少ない
ですが、両立させることで、スポーツをしていない友人たちとも触れ合うことができ、コミュニケーション能力を養
えました。卒業までに約180単位取得し、充実した学生生活だったと思います。野球部では、コーチに強制され
ることはなく学生同士で練習を進めたり、自分で考えて行動したりすることが多く、そのような自主性を重んじる環境は「考える力」を身に
つけさせてくれました。プロへの思いが募ったのは侍ジャパンの全日本合宿に選考され、そこで良い結果を出して注目されるようになった
頃からです。社会人野球の道もありましたが、「プロに行けるチャンスがあるならそこに全力を注ぎたい」と考えました。就職活動と野球
を両立するのではなく、プロの道一本に決めたのは、プロを選考してダメになった方が自分の中で決心がつくと思ったからです。

プロ入りして感じたことは身体面、意識面のレベルの違いです。試合に出る中でメンタルは強くなっていったものの、結果を残せなけ
れば来年どうなるかわからない厳しさがあるため、常に自分の中で見つめ直していかなければならないと感じています。長年野球をさ
れている人たちの背中を追い、指導を受けながら、技術的な面だけでなく、精神的な面も勉強しました。特に、野球への取り組み方、考
え方、そして貪欲さを学びました。

これからを担う後輩たちに向けて、「勉強することで選択肢が広がる」という意識をしてほしいと思います。今夢がある人は、その夢に
向かって一生懸命取り組むこと。将来が見通せていない人でも勉強することで見えていなかった世界が見えていきます。そして、何よりも
今置かれた環境の中で最大限頑張ることが一番大事です。私は周囲から「プロには行けないよ」と言われることもあったため、自分を信じ
て突き進むことは大事だと実感しました。また私が「物事は全て必然である」という言葉を大切にしています。自分のエラーで負けた試合
であっても、どんな物事も自分にとって必要なことであり、乗り越えるために起こった試練だと、それを受け止めて糧としていっています。
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有𠮷:本日はご多忙の中、本学までお越しいただきありがとうございま
した。
中村:久しぶりに大学に来ました。先程、前沢学長と懇談しましたが、
現状維持で甘んじることなく前に進もうという意志を感じました。（会
場となった獨協大学コミュニティスクエアを指して）このようなきれいな
施設もできており、いいですね。
有𠮷 :ありがとうございます。先生が学部長の際に創刊された

『Network経済』が今年25周年を迎えました。それを記念しまして、
「『Network経済』25年の軌跡と展望」ということで振り返ってみた
いと思います。先生には事前に近年の冊子をお送りさせていただき
ました。

中村:もう四半世紀になるのですね。その間、大学を取り巻く環境が
変わってきたことも事実です。それにもかかわらず『Network経済』
が続いてきたことは編集部の努力の賜物であると同時に、その継続
のために何らかの新しいコンセプトが横たわっているのではないかと
思いますね。
有𠮷:編集に関わっている立場としては、そう言っていただけると嬉
しいです。それでは、まず、創刊の経緯からうかがいたいです。この
ような冊子は現在でも他学部には存在しません。冊子を刊行しようと
いう着想はどのようなところから得たのでしょうか?
中村:きっかけは長期・短期の留学の時です。私は1986年、米国の
カンザス大学に長期留学、1994年にはテキサス州のライス大学に短

プロフィール

『Network経済』が刊行されて四半世紀が経過した。他学部にはない経済学部独自の発信媒体として機能している本誌がいかにし
て生まれたのか、その誕生からの歴史を紐解くことで、次の四半世紀に向けた指針を探るべく、創刊を提唱された当時の経済学部長で
ある中村泰將名誉教授をお迎えした。聞き手は2度にわたり編集委員長を務め、本誌の辿った紆余曲折をよく知る有𠮷秀樹経営学科
教授。

≪25周年記念特集2≫

「『Network 経済』25年の軌跡と展望」

企 画 趣 旨

有𠮷　秀樹	
1973年8月2日生まれ
1997年4月
早稲田大学法学部卒業
富士銀行（現 :みずほフィナンシャルグ
ループ）に入行し、2年余りの勤務の後、
早稲田大学大学院アジア太平洋研究
科修士課程に入学
2004年9月
同大学院博士後期課程修了　博士（学術）
2006年4月　
経済学部　専任講師
2010年4月　
同学部    准教授
2016年4月　
同学部　教授
現在に至る

中村　泰將	
1943年4月1日生まれ
1972年3月
早稲田大学大学院商学研究科　博士
課程単位取得退学
1972年4月　
経済学部　専任講師
1977年4月　
同学部    助教授
1984年4月　
同学部　教授
1986年8月〜1987年7月米国カンザス大学ビジネススクール

（長期留学）
1994年8月〜1995年3月
米国テキサス州ライス大学（短期留学）
英国レディング大学（短期留学）
2000年4月〜2期4年間
経済学部長
2014年3月　
獨協大学定年退職
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期留学しました。留学の際は研究のための資料収集も大切ですが、
海外の大学の仕組みや教育制度などにも目を向け、参考になるとこ
ろはないか、逐一メモしてよく観察するようにしていました。
有𠮷:教育、研究、学内行政をバランスよく取り組まれた中村先生ら
しい視点だと思います。あまりそのような観点で留学期間を捉える先
生方は少ないかもしれません。
中村:そうですね。図書館に行って文献だけ読んでいるだけが留学
ではないですよ。留学というのは、研究もしなければならないけれど
も、留学先の人たちとコンタクトを取らなければいけないと思います。
英語が堪能であろうとそうでなかろうとやらなければいけないことな
のです。そういう勇気をもって、すべてなんでも参加することが大切
です。そんな勇気がなければ制度を超えて挑戦することはできませ
ん。
有𠮷:中村先生は現在につながる多くの改革をされたとうかがってい
ます。その種が留学期間にあったということですか。
中村:正確に言えば留学前から問題意識を持っていたのだと思いま
す。当時から獨協大学では「語学の獨協」と称して、外国語学部が
看板学部として名高かったですが、学生数の多い経済学部の存在
感は今一つでした。私は経済学部を何とかして外国語学部に引け
を取らない学部にしたいという思いがありました。セメスター制度（通
年ではなく半期ごとに区切って教育する制度）やネイティブの先生に
よる語学教育、コンピュータ科目の充実など、後に学部長になったとき

（2000〜2003年度）に実行した学部カリキュラム改革につながる様々
な構想のネタを留学時に得ることができたと思います。
有𠮷:なるほど。セメスター制度の導入は日本人学生の留学の後押
しになりますし、コンピュータ科目の充実は今の情報系科目の強化の
流れにもつながっていますね。では、『Network経済』につながる発
想はどこから来たのでしょうか。
中村:これを見てくだ
さい。カンザス大学
で発行されている冊
子です。現在の大
学の教育動向や活
動内容、教員の考
え方などが掲載され
ています。これを見
た時に、経済学部を
発信する媒体を利
用してエポックメイキ
ングを図れるのでは
ないかと考えたので
す。
有𠮷 :この冊子はど
のような方々に配布
されているものなのですか。
中村:正確にはわかりませんが、教員、在校生、卒業生などが対象で
しょう。

有𠮷:私が1度目に編集長になった2016年度には『Network経済』
を同窓会に配付するようにしました。また、私は「大学の価値は卒業
生が作るもの」と考えているので、卒業生の活躍ぶりを載せたり、現
役学生に卒業生を取材させたりしました。アルムナイ（alumni）の重
要性はかなりあると思います。
中村:その価値は十分にあると思いますよ。外国ではアルムナイの活
動をしっかり報告して学内に周知するのが普通です。獨協の同窓会
でも国内外で活躍している人の話を色 と々聞きますから。経済学部
に絞ってもかなりいますよね。
有𠮷:そうすれば卒業生も大学へ対する想いが生まれてくるでしょう。
いい循環になり、外部からの応援も入って、学部の価値が上がると
思っています。その手段の1つとして、『Network経済』を使ってい
きたいですね。また、せっかくならば経済学部の卒業生の活躍を学
内だけでなく、高校生にも知ってもらってはどうかと思い、配布対象を
広げました。現在は指定校にも冊子が送られているはずです。今で
は「高校生の頃から『Network経済』を知っていました」という声も
よく聞かれるようになりました。
中村:指定校にはぜひ渡してほしいですね。第1号の「創刊の辞」
に書いた私の文章を見てください。「獨協大学経済学部の現役学
生、卒業生、並びに御父母の皆さん、全国とりわけ獨協大学を目
指す受験生を持つ高等学校に対して、この冊子を配布すること
によって、21世紀の新たなネットワーク社会を構築するコミュ
ニケーションの場としたい」とあります。この姿勢は当時も今も
変わっていないのではないでしょうか。
有𠮷:そうですね。冊子の趣旨に鑑みて配布対象を工夫したこと
は良かったと思います。ところで、「創刊の辞」を拝見すると、「社
会が益々質の高い人材を求める中で、経済学部はどのような人
材を育成するのかということを、経済学部の求められる課題と
して認識することが肝要である」と書いてありますね。これは企
業を意識するということでしょうか。
中村:まさに有吉先生がやっていらっしゃる「キャリア・デベロッ
プメント」ですよ。企業の人達は何を求めているのか、どういう
人材を求めているのか。大学は人材を作るのが商売なんですよ。
企業の求めている人材が何なのか、それを意識しなければなり
ません。
有𠮷:『Network経済』は現在、キャリアセンターを通じて企業の
人事担当者にも配布されています。「企業・官公庁セミナー」など
のイベントでは数多くの企業・団体の人事が訪れていますから、
100部以上は捌いているのではないでしょうか。入口、出口双方
に対して、大学の今を発信できればと思っています。
有𠮷 :それから、「創刊の辞」にはこのようにも書いていらっしゃ
いますね。「経済学部が今後取り組まなければならない課題の解
決を図る場にしたい」・・・これはどういう意味合いですか。
中村:『Network経済』を刊行するにあたって私は、経済学部の抱
える問題群を認識し、それを解決するアイデアを各方面から持
ち寄り、学部執行部の考え方を提示していく媒体として役立っ
てほしいと考えていました。大学は開放的で自由な空間であり、

▲中村先生が『Network 経済』の刊行を着想した
原点となったカンザス大学の冊子
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柔軟の中に未来を育む主体性を貫くべきと考えています。そこ
で当時の編集部に求めたのは次の3つでした。1つ目は、学部教学
の改善を主題にした記事を特に重視し、学部としての研究・教育
を充実させ、「ファカルティ・デベロップメント」「キャリア・デベ
ロップメント」を図ること。2つ目は、冊子を通じて学部の教員と
スタッフを紹介し、学部のありのままの姿を気負わず飾らず表
現することによって、各内外に経済学部の存在をアピールする
こと。　3つ目は、冊子を大学ニュースや同窓会報を補完する形
で、学部生と全学生及び同窓生との情報交換のためのフォーラ
ムとすること。この3つです。
有𠮷:なるほど。1つ目の中の「キャリア・デベロップメント」や3
つ目の同窓会などはすでにお話がありましたが、1つ目の「ファ
カルティ・デベロップメント」や2つ目についてはもう少しお話
をうかがいたいですね。
中村:カンザス大学では料理だけでなく昼間から飲めるようなク
ラブがキャンパス内にあり、皆が自由に討論できる場がたくさ
ん用意されていました。海外ではテニュア制度もあるため、教員
も教育に対して真剣です。「Thanks God It’s Friday（TGIF）」と
いう言葉があります。「金曜日は、土日が休みだから、神様に感謝
して、今日はみんなで飲みに行きましょう」という意味です。そ
してみんなで飲みに行き、大学の未来や教育について話し合い
ました。日本でも「花の木曜日」とか「花の金曜日」という言葉が
ありますよね。
有𠮷:昔は獨協も銀座に「獨協クラブ」という施設を持っていま
したが、なくなってしまいました。そんな皆が語り合う場がキャ
ンパス内外にあるといいと思います。先生は現役時代に教授会
で必ずと言っていいほど発言されていましたね。教授会後には
よく飲みに行って、学部の方向性や学生に対する教育の在り方
などをよくお話しされていたことを思い出します。
中村:今は大学周辺の店もずいぶん減りましたね。講義が終わっ
たらすぐに帰ってしまう教員も多いでしょう。
有𠮷:そうですね。リモートの会議も増えましたから。この施設

（コミュニティスクエア）ももっと活用されればいいのにと思っ
ています。そうすると、先生は、大学を、学部をより良くするた
めにはどうすればいいのか、そんな議論の場として『Network経
済』を活用しようとしたわけですね。
中村:そういうことです。
有𠮷:確かに、初期の頃の『Network経済』をめくってみると、教
員のエッセイや職員の方を紹介するページが多いですね。先生
の指針が浸透している様子がうかがえます。ただ、私が着任して
数年後、初めて編集委員になったとき（2008年度）には、先生の指
針は薄まっていたように思います。
中村:まあ、そうでしょうね。問題は予算ですか。それともネタ
がないことですか。
有𠮷:特に後者だったと思います。「ページをどのようにして埋
めるか?」という議論がなされていましたから。「誰か書ける人は
いないかな?」といった感じで、無理矢理探してきて書かせてい

る感じでした。目次を見るとわかりますが、バラバラしていて、
何をやりたいのか見えにくいです。一時期は特集すらありませ
んでしたし、しまいには、業務を負担に感じる委員の中から、「廃
刊にしてしまってはどうか?」という意見まで出てくる始末で。
中村:迷走の様子は表紙の写真を見てもわかります。途中から獨
協とは全く関係のない写真を使い始めていますね。これなんて、
マチュピチュですよ。
有𠮷:しかし、表紙写真までも先生が決められていたとは驚きで
す。『Network経済』にそこまでしっかりと噛み込む学部長は私
の知る限り存在しませんでした。それだけ、冊子に対する先生の
思いが強かったことと、先生の強いリーダーシップがあったと
いうことですね。
中村:結局トップが戦略や理念を持って経済学部の教育をどうす
ればいいか、トップが発案しないとダメなんですよ。経済学部の
舵取りをするのは学部長ですよね。学部長が何もしなければ、学
部は2年間、もしも2期ならば4年間停滞するんです。4年間という
のはとても大きいですよ。獨協大学では学部長は選挙で選ばれ
ますが、何もしない人では駄目です。極端に言えば、“戦える人”
でなくてはいけません。そうしないと改革なんてできないんで
すよ。
有𠮷:戦略や理念を持つことも、戦えるだけの体制作りをするこ
とも、いずれも学部長になってから考えたのでは遅いですね。早
い段階から長期的な視点で考える必要があります。
中村:そうです。だから先ほど述べたように、留学期間から考え
ていたんです。学部長時代に私は会議の席上でこう言いました。

「今は健全だからいいけれども、今後18歳人口の減少など色々な
ことが起因して定員割れを起こすような状況になったら大変で
ある。だから今のうちから手を打っておくべきである」と。する
とある教員が「今健康だったらいいんじゃないですか!」ってい
うんですよ。しかし、どこまで健康でいられるのかっていうのが
分からないですよね。保険だって病気になってからではなく健
康な時に入るものでしょう。国が破綻しそうなときに「改革をす
る」と言ったところで、できるものではありません。
有𠮷:新しい改革を行う際には一定程度の抵抗のようなものはあ
りますよね。「戦った」という点では、『Network経済』のための
予算獲得からして、かなりの高いハードルだったんじゃないで
しょうか。
中村:資金をどこから持ってくるのか、全額負担してくれるのか
という点で、学部内では反対や論争もありました。結局、全額負
担はできず、予算は取れませんでした。
有𠮷:私の記憶では、当初、『Network経済』は経済学会の予算か
ら出ていましたね。もう今学部にいらっしゃる先生方の多くは、
経済学会の存在についてご存じないかもしれません。経済学部
に所属する教員、学生双方が応分の負担をして資金拠出してで
きていた組織だったと理解しています。経済学会と『Network経
済』との関連性について教えてください。経済学会という組織が
元々あって、そこに『Network経済』の予算をはめ込んだのか、そ
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れとも、冊子刊行のための技として経済学会なる組織をつくっ
たのか、どちらなのでしょうか?
中村:何十年前の話なので、記憶が不確かなのですよ。一度記録
を調べてもらえますか?（注:『Network経済』の発行以前から経
済学会は存在していた。1991年2月の教授会資料の中に、「獨協大
学経済学会ご入会のご案内」があり、1991年から経済学会が発足
したと書かれている。獨協大学経済学会会則によれば、会の事務
局が平成2年12月1日に学部内に置かれ、『獨協経済』や『獨協経済
研究年報』、研究会や講演会の開催などの事業を会で実施したの
は平成8年4月からである。また、2000年11月29日の2000年度第12
回（通算97回）学部教授会にて『Network経済』の発刊が承認され
ており、2001年1月17日の2000年度第13回（通算98回）学部教授会
議事要録の中にも、「経済学会の新規事業として学部のニュース
レター『Network経済』を発行することが前回の教授会で認めら
れている」との記述があった。さらに、2002年5月の経済学会に上
程された「平成13年度 経済学会決算報告書」の支出の項目に

『Network経済』関連のものが初めて登場する）。
有𠮷:しかし、いずれにせよ、そんなウルトラCを先生はよく思
いつきましたね。
中村:これを考えたのは私ですが、強力なサポートとしてサイパ

クさん（斎藤博先生、故人）がいたんですよ。彼は全学的に力を
持っていましたから、それが創刊に大きく寄与したんじゃない
かと思います。ところで、経済学会は現在も動いているんです
か。
有𠮷:いいえ、監査法人から組織の不透明性を指摘されて解散し
ました（2011年11月16日の2011年度第2回経済学会総会で解散が
承認されている。また、2012年3月9日の2011年度第3回経済学会
総会で2015年3月31日を閉会期日とすることが決定した）。ただ、
かなり残余財産がありましたから、その消化の意味合いもあっ
て始まったのがプレゼンテーションコンテストです。そのとき
からプレゼンコンテストが『Network経済』のコンテンツの1つ
に入りました。
中村:資金の捻出元であった経済学会が解散したら、冊子の存続
は難しかったでしょう。
有𠮷:確かに、思い返せば、経済学会の解散は2つ目の廃刊の危機
でもありました。それまで経済学会から拠出していた項目につ
いて、存廃も含め議論がなされたと記憶しています。当時は必ず
しも『Network経済』を残そうという気運は強くありませんでし
た。しかし、先生が勝ち取ったものをやすやすと廃止したくない
という思いが私の中にあり、会議でも存続を訴えたのを覚えて
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います。結局、学部活性化予算から出る形に落ち着き一件落着で
す。実は、2016年度に私が編集長になった際にも委員の一部から
は廃止の声は上がりました。しかし、もう1度、刊行の意義に立ち
返って考え直し、先ほど申し上げたような現役生が卒業生へイ
ンタビューを行うコンテンツを考えました。最初こそ苦労しま
したが、刊行の意義から確認したことで当時の委員の先生方と
協力して、より良い冊子に仕上げられたと思います。記事を読ん
だ学生は自身の将来像や、「学生のうちのこういう経験が社会で
生きるんだな」という結びつきが築けますよね。そういう意味で
は、学部外だけでなく、先生の狙いでもあった学部内のコミュニ
ケーションのツールの1つになっている印象があります。この頃
から「ゼミ活動報告」や「学生活動報告」といった学生の活動を伝
えるコンテンツが加わり、2018年度から編集長になられた塩田
先生の時に「卒業研究概要」が加わり、今の形になったと認識し
ています。
中村:特集テーマはどうですか?
有𠮷:特集テーマも情報教育、コロナ禍で教育の工夫など学部の
教学に対する考え方を示すものだったり、コロナ禍での学生の
キャリアデザインや金融業に進んだ卒業生たちの座談会などア
ルムナイを意識したものだったりを入れ込んで工夫を凝らして
います。先生の頃と比べて、発行回数も年1回になりましたが、そ
の分、ページ数も大幅に増え、無理やりコンテンツを集めるよう
なこともなくなりました。最近では紙代が高いので、ページ数が
嵩み過ぎないように注意しなければならないほどです。
中村:ただ、いただいた冊子を拝見していて感じたのですが、構
成パターンが大体決まってきてしまっていますね。
有𠮷:そうですね。この10年近くはだいたい一緒になってます。
残念ながら、教職員の目線からのコンテンツが減ったことは否
めません。でも、最近の在学生や高校生は教員のエッセイのよう
なものにあまり興味を示さず、もっとわかりやすいものが好ま
れるようになってきていると感じます。やはり読者対象の変化
には敏感に反応していかなければなりませんから。
中村:難しいことを書いているからダメなんですよ。教員がエッ
セイを書くとなるとどうしても息巻いてしまいますからね。難
しいことを羅列してしまうので困ってしまいますよ。もっと易
しく、「このゼミではこういうことを学べるんだ」とかそういう
ことをわかりやすく伝えるべきだと思います。
有𠮷:そろそろ対談も終盤に差し掛かりました。四半世紀を経て、
創刊時の思いやご苦労をうかがっていると、先生には同じ経済
学部の教員だけでなく、他学部や学園本部、事務局など色々なと
ころに味方が付いていたように思います。やはり、何か物事を通
そうと思った時には、常日頃からの人脈作り、味方作りというの
も非常に大事ですよね。対話を大切にし、お互いを理解すること
の重要性を思い知らされます。
中村:同じ時期に英国のレディング大学に短期留学した際、図書
館を訪れて感じました。アメリカがビジネススクールに力を入
れていたのに対して、元々イギリスは経済学を重視してたんで

すよ。それをサッチャー政権になって、民間企業を活性化するた
めにビジネス視点の学問を重視するようになりました。だから、
図書館の本はほとんどアメリカから取り寄せたビジネス書ばか
りでしたよ。その結果、文学とか地理学とか一般教養的な科目を
排除したんですよ。この改革はすごかったですね。
有𠮷:つまり、サッチャー政権は実学に振ったということですね。
中村:そうなんです。実学に振ったんですよ。一般教養などは社
会に役に立たない学問だと。ビジネススクールが役に立つんだ
と。でも、そんな教養の不足が「聞く力」や「他者を理解する力」
を弱め、社会の分断を生んでいったと思います。有名なサンデル
教授もそう言っていますよ。獨協大学は1つのキャンパスに全部
の学部が入っており、異なる領域の人たちの意見を聞く機会に
あふれています。学生諸君は、閉じこもらないで、勇気をもって、
いろんな人と、別の領域の人も話し合って、自分で開発していか
ないといけません。私は今82歳ですけども、いろんなことに興味
があってね。
有𠮷:先生の好奇心には頭が下がります。それにしても、先生が

「創刊の辞」で述べておられた「コミュニケーションの場」という
視点に戻ってくる気がします。皆がスマートフォンを脇に置い
て、他者と議論することで、新たな共創が生まれるのでしょうね。
これからも肝に銘じて編集に勤しんでいきたいです。本日はお
忙しい中、ありがとうございます。

《対談を終えて》
中村先生が退職されるときに、中村ゼミの卒業生が中心になって発
行した冊子『燦々』に寄稿させていただいたが、その時に私が付け
た原稿タイトルが「物申す存在」だった。その姿は、「教授会で誰も
発言しないとはどういうことか!」と時の執行部に積極的に意見し、大
学や学部の将来を常に案じ続ける「闘将」そのものである。久しぶり
に先生の謦咳に触れ、改めて襟を正さねばならないと感じた次第で
ある。

▲記念すべき創刊号や最新号を前に
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概 要

第13回 経済学部
プレゼンテーション・コンテスト

開催報告
～総勢17グループが日頃の研究成果を発表～

第13回経済学部プレゼンテーション・コンテストが、11月8日（土）、東棟2階4教室（予選）と天野貞祐記念
館大講堂（本選）において開催されました。

今年度は昨年度から開催形式を変更し、土曜日を丸一日使って、午前に17グループによる予選を開催し、午
後に予選を通過した8グループによる本選を開催しました。また、本選では各グループの発表後に審査員から
の質問に学生が答える質疑応答も行われ、実りあるコンテストとなりました。

最優秀賞には、宮川ゼミの学生により構成されたチーム BAMPAKU「未来をつなぐ、技術と想像力
―Expo2025 獨大生の挑戦―」の学生によるプレゼンテーションが選ばれましたが、予選に出場したどのグ
ループも、技法・内容ともにレベルが高く、接戦となりました。厳正な審査の結果、以下のグループにそれぞれ
賞状と顕彰金が授与されました。

受賞グループ一覧

各賞 受賞グループ（指導教員）

最 優 秀 賞 チームBAMPAKU（宮川先生）

経済学部長奨励賞 Visual Team（李先生）

アイデア賞 New stars（李先生）

優 秀 賞
日野班（山森先生）
らくリシュ! 開発コアチーム（堀江先生）

敢闘賞

吉田ゼミAグループ（吉田先生）
吉田ゼミBグループ（吉田先生）
鈴木ゼミAチーム（鈴木先生）

▲本選終了後の集合写真
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出場グループと報告タイトル（予選会場順・発表順）

▼第 1 予選会場

グループ名 報告タイトル

らくリシュ ! 開発コアチーム 履修登録提案アプリ
鈴木ゼミ C チーム 満員電車のためのゲームによるオフピークシフトの提案
吉田ゼミ B グループ 口コミの有無が市場構造と社会的余剰に与える影響の理論分析
Altogether 生成 AIとの向き合い方〜私たちにできること〜

▼第 2 予選会場

鈴木ゼミ B チーム セブンイレブンは何故セルフレジを導入せず、レジ待ちを棚の間に並ばせるのか
吉田ゼミ A グループ 種子開発に対する適切な予算配分についての考察
脇ゼミからの刺客 Z 世代が求めるホワイト企業の全社戦略 〜「稼ぐ」と「満たす」の両立〜
Visual Team デジタルサイネージを使った大学の活性化

▼第 3 予選会場

チーム BAMPAKU 未来をつなぐ、技術と想像力 - Expo2025 獨大生の挑戦 -
プレコン 1 LGBTQ 問題について
平井ゼミ こども食堂とフードロス
鈴木ゼミ A チーム V2H 導入促進に向けた適地選定支援方法の提案

▼第 4 予選会場

グランメゾン獨協 サステナブル商品の購買における評価可能性仮説の検証
New stars 大学キャンパスにおけるWi-Fi 環境の可視化と分析
チーム iNAZUMA 大学のブランド・イメージとSDGs への取り組み
LOOK BEYOND 現代社会問題「ルッキズム」
日野班 政策提示形式が減税支持に与える影響 : 評価可能性仮説に基づく実証分析

※塗りつぶし（グレー）が本選出場グループ

▲予選結果の発表時

▲予選会場での発表

Network経済12



【発表の内容】
私たちチームBAMPAKUは、大学生の「朝起きられない」という

身近な課題に向き合い、寝返りを予測して自動的に硬さが変わる枕
「くりまくら」を提案しました。このアイデアは、静的な寝姿勢の維持
と、動的な寝返りによる回復を両立させるという枕の本質的な“矛盾”
を解決しようとするものです。液体状から半固体へと変化する磁気
粘性流体（MRF）を用いた最先端技術に着目し、使用者の状態に合
わせてリアルタイムで硬さを制御する新しい睡眠体験を描きました。
発表ではアニメーションやグラフ、実物イメージなどを多用し、楽しさ
と分かりやすさを両立した構成を目指しました。

（文責：経済学科2年　酒井拓）
【本選までの経緯】

アイデアの 原点
は、大阪・関西万博
で体験した技術ブー
スです。そこで触れ
たMRF技術の可能
性に強い衝撃を受け、

「これを枕に応用でき
ないか」という発想が生まれました。一方で苦労したのは、技術の面
白さと社会的課題をどう結びつけるかという点でした。議論を重ね、
自分たち自身が日常的に抱えている睡眠の悩みと社会全体の不眠問
題（日本人の4人に1人が不眠傾向）を統合することで、企画に説得力
が生まれました。市場調査では枕の不満率が6割に達することを知り、
潜在的な市場の大きさも確認できました。

個性の強いメンバーが集まったチームでしたが、衝突を乗り越えな
がら意見を磨き合い、最終的に一つの方向へまとまることができまし
た。本番3日前にようやく全員での練習が実現し、そこから一気に完
成度を高めていき、本番に臨みました。

（文責：国際環境経済学科2年　武田龍星）
【発表を終えて】

発表を終えた後、私たちが最も強く感じたのは「5人それぞれの個
性が生きたプレゼンができた」という手応えでした。プレゼンテーショ
ンを単なる説明の場としてではなく、審査員や観客と一緒に“空間を
つくるライブ”として捉えたことで、ユーモアを交えた表現や実演など、
自由度の高い発表が実現しました。

質疑応答では、睡眠改善と枕の関連性について鋭い指摘も受けま
したが、三つの特許技術を融合させた独創性や、「睡眠の常識を変
えたい」という私たちの想いを真っ直ぐに伝えたことで、納得感を持っ
て受け止めていただけたと感じています。優勝という結果は、その過
程すべてが評価された証だと実感しました。

（文責：経営学科2年　西部瑞生）
【後輩へのアドバイス】

これからプレゼンテーション・コンテストに挑戦する皆さんに伝えた

いのは、「真面目さ」と「自分たちらしさ」を両方大切にしてほしいとい
うことです。正確に伝えることはもちろん重要ですが、自分たちが本
当に面白いと思う点を、自分たちの言葉で届けることで聞き手の心は
動きます。

また、チームで取り組む際は互いに率直に意見を述べ合い、自分の
役割をしっかりやり切ることで発表に厚みが生まれます。意見がぶつ
かることもあるかもしれませんが、対話を重ねることで企画は強くなりま
す。そして何より、発表の場を楽しむ気持ちを忘れないでください。楽
しむ姿勢は必ず聞き手に伝わり、唯一無二のプレゼンにつながります。

（文責：経済学科2年　田沼拓人）

プレゼンテーション・コンテスト詳報（本選出場グループ）

未来をつなぐ、技術と想像力 -Expo2025 獨大生の挑戦-

宮川ゼミ　チーム BAMPAKU　西部瑞生　田沼拓人　酒井拓　武田龍星　大川健一

指導教員（宮川先生）からのコメント

最優秀賞の受賞おめでとうございます。皆さんはそれぞれの
持ち味を生かし、万博で得た最新技術の体験をもとに、「知的財
産」という独自の視点からユニークな商品企画を構築していまし
た。アイデアの着眼点、情報の整理、プレゼン全体の構成ともに
高い完成度で、聴衆を惹きつける力がありました。発表後に「不
完全燃焼だった」と話していた点も非常に印象的でした。その
感覚は、さらなる成長への重要なサインです。どの部分が思い
描いていたレベルに届かなかったのか、原因を整理し、改善の
方向性を自分の言葉でまとめてみてください。次のステップでは、
今回の経験を振り返ったうえで、改善案を資料化し、ぜひゼミ内
で共有・発表してほしいと思います。自ら課題を発見し、解決まで
の道筋を描くことができれば、プレゼン力も企画力も大きく伸びて
いくことでしょう。皆さんと一緒に行った大阪万博は、てんやわん
やの珍道中で、興味が赴くままに行動する皆さんにハラハラしつ
つも、とても楽しい思い出になりました。これからもその主体性と
好奇心を大切にし、未知の世界に挑戦し続けてください。皆さん
のさらなる成長を期待しています!
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【研究内容】
近年、消費税減税を求める声が高まっており、世論調査でも約7割

が減税に賛成しています。しかし、消費税収は社会保障財源の約
20%を占め、社会保障給付費が増加し続ける中で減税を行えば、現
役世代の追加負担や財政の持続性に影響が生じます。このように、
消費税減税は短期的な家計負担の軽減につながる一方で、長期的
な課題も抱えています。こうした背景から、私たちは「政策の提示方
法によって人々の判断が変化するのではないか」という問題意識を
持ちました。単独で「消費税減税に賛成ですか」あるいは「社会保
険料の引き上げに賛成ですか」と尋ねられると、評価しやすい利点
が目立ち、多くの人が賛成または反対に傾きやすいと考えられます。
一方で、減税と同時に必要となる代替財源を示した場合には、将来
的な影響も意識され、より慎重な判断が促される可能性があります。
私たちが学んでいる行動経済学では、評価しやすい情報に判断が
影響される「評価可能性仮説」が指摘されており、提示形式によって
選好が変化することが知られています。そこで本研究では、消費税
減税と代替財源に関する政策を、単独で評価した場合と組み合わせ
て評価した場合とで、人々の賛否がどのように変化するのかを調査
しました。分析の結果、単独評価と同時評価では財政政策に関する
賛否が逆転することが明らかになりました。これらの結果から、政策
を単独で提示する従来の世論調査では、国民の政策選好を正確に
把握できない可能性が示されました。したがって、政策を提示する
際には財源や将来的影響とともに示すことが重要と考えられます。こ
れにより、国民は政策間の関係性を踏まえて判断でき、より正確な国
民の意思が政治に反映されることが期待されます。

【感想】
経済学部プレゼンテーション・コンテストを通して、私たちはこの日

のために準備を重ねるなかで、行き詰まりを感じる場面も多くありま
したが、メンバーと協力しながら乗り越えることができました。その
結果、優秀賞をいただくことができ、とてもうれしく思います。大きな
達成感を得られたことは、これからの励みにもなります。2年生はこ
の経験を来年の研究に生かし、最優秀賞に向けて頑張ってくださ
い。

本研究を進めるにあたり、多くの方々に支えていただきました。丁
寧に指導してくださった山森先生、研究内容や発表練習でアドバイ
スをくれたゼミの仲間たち、そして質問紙調査に協力してくれた皆
様のおかげで、研究を最後まで形にすることができました。改めて、
ご協力いただいたすべての皆様に心より感謝申し上げます。今後は
この経験を通して得た学びを糧に、新社会人として一層成長してい
きたいと思います。この度はこのような貴重な機会をいただき、誠に
ありがとうございました。

（文責：経済学科4年　日高優）

プレゼンテーション・コンテスト詳報（本選出場グループ）

政策提示形式が減税支持に与える影響
:評価可能性仮説に基づく実証分析

山森ゼミ　日野班　日高優　河野紗恵子　秋山里菜　石塚日菜多　武田沙和　森原未衣

指導教員（山森先生）からのコメント

日野班の皆さん、優秀賞受賞おめでとうございます。本研究
は、消費税減税とその代替財源について「個別に評価する状況」
と「同時施策として評価する状況」とで人々の判断がどのように
変化するのかを比較したものです。消費税減税と社会保険料引
き上げといった政策の賛否を別々に問うと短期的な利得が強調
され判断が偏りやすくなる一方、両施策を政策パッケージとして
提示すると将来的負担を踏まえた総合的な判断が促され、政策
選好が逆転することを明らかにしました。この結果は、政府が単
独施策への世論を参照しながら段階的に政策決定を行うプロセ
スでは、国民の真の選好が政策に反映されない可能性があるこ
とを示しており、重要な政策インプリケーションです。学術的貢
献度も高く、今後の発展も期待できる素晴らしい成果だと思いま
す。こうした完成度の高さは、学内にとどまらず、全国の経済系
学部の学生が参加する日本最大級のプレゼンテーション大会（イ
ンター大会）における決勝進出および優秀賞受賞という形でも評
価されました。学外の専門的な審査の場で高く評価されたこと
で、本研究の説得力と独創性が客観的に裏づけられたと言える
でしょう。

日野班は4年生2名と2年生4名からなる混成チームでした。4
年生の2名は自らの卒業研究と並行しながら2年生を丁寧に指導
してくれました。かつて彼女たちも2年生として先輩に学び、優
秀賞を受賞した経験をもちますが、その知識と姿勢を後輩へと
受け継ぎ、チーム全体を大きく成長させてくれました。この学び
の継承はゼミの大きな財産であり、指導教員としてたいへん誇ら
しく思います。皆さんが今回得た経験と自信を胸に、さらに高い
目標に向かって挑戦し続けてくれることを心から期待しています。
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【題材の選定に関する経緯】
はじめに、本題材について研究することとなった経緯について述

べていきます。この題材の元となった案として、「種子法は廃止して
良かったのか」という研究があり、ここから徐々に研究の幅を広げ
ていきました。そして、今回のプレゼンテーションコンテストにおいて
発表することとなる、本題材に決まったのは、今年の春頃でした。当
時、米の価格の高騰が話題になり始めた時期であり、この問題と関
連づけて種子開発に対する予算配分に関する研究が始まりました。
この研究を進行している最中には、政府による備蓄米放出などの
ニュースもあり、日本の米事情、種子開発事情に関しての造詣をより
一層深めることができたのではないかと感じています。

【研究の進め方について】
本研究において行ったことを述べていきます。はじめに「種子法

の廃止」という、法律の話題から始まった研究のため、種子法を理
解することから始まり、それに関連する先行研究の調査を行いまし
た。それと並行して、種子法廃止の影響と、種子開発におけるスピ
ルオーバーを導出し、種子開発市場に民間企業が参入した場合に
関する3つの研究を行いました。そして、政策への提言として、公的
機関への予算削減をせずに民間企業の参入を広く受け入れるべき
という結論を出しました。

【本選までの経緯】
次に、本選までの経緯について述べていきます。予選において

は、普段ゼミを行っている教室に比べ、大幅に広い教室で行うとい
うことで、今までの勝手と異なり困惑したこともありましたが、練習通
りのペースでプレゼンを進めることができたのではないかと感じまし
た。予選から他グループのプレゼンのレベルは高く、少し不安な部
分もありましたが、無事本選に進めることが分かると、安心できたの
と同時に、自分たちの研究が認められたのだと、嬉しい気分になっ

たのをメンバー全員感じていました。
【コンテストを終えての感想】

今回のコンテストにおいては、敢闘賞という結果に終わりました。
正直な思いを述べると納得いかない部分もあり、とても悔しい思い
もしました。しかし、予選を勝ち抜いてくるグループはやはり、プレゼ
ン力が群を抜いて高いのと同時に、研究に新鮮さがあり、内容のレ
ベルも非常に高いと感じました。とはいえ、私たちのプレゼンも負け
ず劣らずのレベルはあったのではないかと考えているとともに、より
一層の成長を目指せる余地も存在していると感じています。そのた
め、今回感じたこと、学んだことは来年当コンテストに出場する後輩
に引き継ぎ、私たちが望んだ結果を勝ち取ってもらえるよう、研究を
より一層深めてもらいたいと考えました。まとめとして、様々なことを
学ぶことができたと同時に、自分の知識をより深めることができ、とて
も良い経験ができた1日であったと感じています。

（文責：国際環境経済学科3年　鎌田一希）

プレゼンテーション・コンテスト詳報（本選出場グループ）

種子開発に対する適切な予算配分についての提案

吉田ゼミ　A グループ　鎌田一希　富岡大樹　山内昌英

指導教員（吉田先生）からのコメント

敢闘賞の受賞おめでとうございます。1年間近く取り組んでい
たグループ研究が一つの形になり、本選の場で報告できたことを
嬉しく思います。

吉田ゼミAグループは米分野における法改正と品種改良への
投資との関係について着目しました。そこで本来、法改正によっ
て市場を開放し、民間企業の参入、競争によってより多くの品種
改良投資が発生するはずだが、実際は他の規制緩和の例と比較
すると期待された効果が出ていないのはなぜかというリサーチク
エスチョンを立てました。

この現象を説明するために企業が品質向上の投資を行い、そ
の後競争を行うというモデルを用いて分析を行いました。その
際、重要な設定として加えた点が競争企業間における投資のス
ピルオーバーです。これはライバルの投資成果の一部が何らか
の形で利用でき、自分の財にも影響すると言うものです。この性
質が強い時、政府の支援がなくなり、既存の公営企業の投資が
減少する時、競争相手の参入企業の投資も促進されなくなり、そ
の結果参入しても費用を回収できないので参入をしないと言う状
況が発生することが明らかになりました。このことは民間の企業
の力で市場を活性化させるために公営企業の活動を抑えてしま
うことの危険性を提示し、種苗市場においてもそのようなことが
起きている可能性を示唆しています。  

研究の過程でテーマそのものへの理解、それを理論モデルに
どう落とし込むかという専門性、それを聴衆にわかりやすく説明
するプレゼン能力を向上することができたことは大きな収穫だっ
たと思います。
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【本線までの経緯】

私たちのグループでは、「口コミサイトの影響」というテーマで研

究を行いました。現代では、グルメやサービスを利用する際に、まず

インターネットで口コミを確認するという人が多くなっています。口コ

ミは消費者の購買行動に大きな影響を与え、企業にとっても、口コミ

の評価を高めることは売上や信頼向上につながる重要な要素となっ

ています。一方で、口コミサイトには悪い点もあり、個人の好みやそ

の時の感情によって評価が偏る場合があること、数字だけで判断さ

れることなどから、私たちは「口コミサイトによって、本来質の高い

サービスが適切に評価されず、逆に質の低いサービスが高評価を受

けてしまうのではないか」という疑問を持ちました。

先行研究としては、売り手と買い手の情報の非対称性によって市

場に粗悪品ばかりが出回ってしまう現象を指摘した「レモン市場」問

題に着目しました。ここから、情報がない買い手に適切な情報を与

えれば市場は本来の機能を取り戻すのではないか、という発想が生

まれ、口コミサイトは買い手に情報を与えるという点でこの条件を満

たすと考えました。そこで本研究のリサーチクエスチョンを「口コミ

サイトによって情報が提供されれば、市場は適切に機能するのか」

と設定し、理論的な観点から分析を行いました。

本研究では、仮定を明確にしたうえでモデル設定を行い、そこか

ら期待値計算を用いて市場の動きを整理しました。モデルの前提を

整える段階や、どの状況を想定するかをメンバーで議論する場面も

多く、特に条件を変えながら結果の違いを確認する作業は時間と集

中力を要しました。しかし、まとまった作業時間を確保し、互いに進

捗を共有しながら協力することで、徐々に研究の形が見えてきまし

た。研究結果が出たあとは、グループメンバーや先生からのアドバ

イスを参考に、ポイントが伝わりやすいよう資料作りに工夫を重ね、

締切りギリギリではありましたが台本やスライドを完成させることが

できました。

また、研究をまとめる過程では、単にモデルを作るだけではなく、

相手に伝わるように説明する難しさを改めて実感しました。自分たち

が理解している内容でも、視覚的な図解や例示がなければ相手に

は伝わりにくいことが多く、どうすれば誤解が少なく、かつ興味を持っ

てもらえるのかを考える良い機会になりました。本研究を通して、ア

イデアの立案からモデル設計、そして資料作りに至るまでの一連の

プロセスの大切さを学ぶことができ、今後の学習や研究にも活かせ

る経験になったと感じています。

【本番を終えて】

結果として敢闘賞という悔しい結果ではありましたが、今回のプ

レゼンテーションに参加できたこと自体が大きな学びになりました。数

か月間、グループメンバーと意見を出し合いながら研究をブラッシュ

アップし、発表準備を進められた経験は非常に貴重です。また、他

のゼミの発表を見ることで、異なる分野の人たちにどのように研究内

容を伝えるか、スライドの構成や話し方など、多くの工夫を学ぶこと

ができました。特に、自分たちの発表を客観的に振り返る視点が得

られたことで、改善すべき点が明確になったことは大きな収穫でし

た。さらに、普段触れる機会の少ない分野の研究に触れることで、

新しい発見や考え方に出会えたことも良い刺激となりました。

最後に、プレゼンテーション・コンテストの企画・運営に携わってくだ

さった先生方やスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。この経験

で得た知識や気づきを、今後の学習・研究活動にしっかりと活かして

いきたいと思います。

（文責：経済学科3年　佐藤杏祐）

プレゼンテーション・コンテスト詳報（本選出場グループ）

口コミサイトが与える影響

吉田ゼミ　B グループ　山口航輝　榎本陽斗　佐藤杏祐

指導教員（吉田先生）からのコメント

敢闘賞の受賞おめでとうございます。長らく取り組んでいたグ

ループ研究が一つの形になり、本選の場で報告できたことを嬉し

く思います。

吉田ゼミBグループの現代では非常に身近になり、かつ様々な

点で社会問題にもなっている民間の口コミサイトの市場競争への

影響に着目しました。なかでも、評価を偏りが消費者に与える影

響に着目しました。

一般に消費者は評価そのものを見ると同時にその評価の数も

考慮し、数が少ないものには以前不確実性を感じるのではない

かという仮説のもとモデルを構築しました。特に、実際に良かっ

た店と悪かった店に口コミが書き込まれ、普通だった店にはあま

り書き込みがなされない場合、実際の質は良いにも関わらず口コ

ミがないので新規の客は質に不確実性を感じてしまうため十分

な需要を獲得できず、淘汰される可能性があるという結果を得ま

した。これは口コミには情報の非対称性を解消する役割があるも

のの、それが偏ってしまうのであれば市場の結果を改善しないこ

とを示唆する重要な結論です。

テーマ設定の段階から現代重要かつ多くの人に身近な社会問

題を選択できたことはこの研究を進める上で良かった点で、それ

をどのように分析するかに注力できました。中身は複雑なモデル

の本質的なメッセージをいかに伝えるかに苦労しましたが、うまく

まとまったプレゼンテーションが出来たと思います。
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結果として優秀賞を取らせていただきました。ありがとうございま
す

元々はカラオケマップのようなものを作ろうとしていたが、趣味の領
域すぎたので変更することになった。そこで、今不便に感じている事
やこれがあれば便利になりそう、といった話し合いの末に履修登録
支援アプリを開発する流れになった。準備を始めた当初は、自分が
何について語りたいのかをはっきり言語化するのに時間を使った。こ
れまでゼミでどんなことを経験してきたか、どの場面で何を感じたの
か、そこから自分は何を伝えたいのか、そうしたことをひとつひとつ
振り返りながら、テーマをじっくり練り上げた。最初は案がいくつも浮
かんでは消えていったが、考え続ける中で軸がようやく見えてき、テー
マが固まってからは、先行研究を探して内容に深みを持たせたり、必
要なデータを集めるために学生向けのアンケートを作成したりと、地
道な作業を積み重ねていった。アンケートは、ただ質問を並べるので
はなく、回答しやすく、かつ分析しやすい形を意識して作り、質問文
の言い回しによって回答が偏る可能性があるため、極力ニュートラル
になるよう表現を調整し、選択肢の順番にも注意を払った。集まった
結果を読んでいく中で、自分が想像していた以上に共通する課題意
識があることがわかり、データとしてだけでなく、発表内容を組み立
てる上で大きなヒントにもなった。得られた結果をどのように構成に落
とし込むかも試行錯誤を重ね、無理なくストーリーとして流れるよう、
何度も構成を練り直していった。スライド作成では、「見やすさ」と「伝
わりやすさ」を第一に考え、文字を詰め込まず、要点をシンプルに整
理することを意識した。図やグラフを使いながら視覚的な理解を助け
る工夫を施し、聞き手の集中が途切れないよう、1枚1枚の役割を明
確にし、ゼミでの練習では仲間から率直なフィードバックをもらい、ど
こが伝わりにくいのか、どこを強調すべきなのかを具体的に把握しな
がら改善を重ねた。こうしたやり取りを通して、自分一人では見えな
かった弱点や気づきが生まれ、発表全体の完成度が少しずつ高まっ
ていった。練習を重ねるほど、話し方や声の出し方、視線の送り方と
いった非言語的な部分にも意識が向くようになり、「伝える」という行
為が単なる情報の読み上げではないことを改めて実感した。予選を
通過し、本選出場が決まったときは驚きと嬉しさが入り混じり、自分の
取り組みが認められたことに大きな励ましを感じた。同時に、「もっと
良い発表に仕上げたい」という新たな責任感も芽生え、本選に向け
て内容の言い回しやテンポなど細かい部分まで調整し、より洗練され
た形にしていった。本選は他の参加者のレベルの高さに圧倒される
場面もあったが、それがかえって刺激となり、自分の発表にもより一
層集中して臨むことができた。すべての発表を終えた後、達成感と
同時に、ここまで積み重ねてきた時間や努力が確かに自分を成長さ
せてくれたことを強く実感した。今回の経験を通して、準備の質が自
信につながるという当たり前のようで難しいことを身をもって学び、今

後さまざまな場面で役立つ大きな財産になったと思う。これからもこ
の経験を糧に、自分の考えを言葉として届ける力をさらに磨いていき
たい。また、チームで進めていく上で共通理解を持つことが一番難
しいと感じた。定期的にzoomで話し合うことや、連絡を取ることで
徐々に理解を深めていき、最終的にはそれぞれやることを持ち、分担
することができた。

（文責：経済学科3年　丸山大貴）

プレゼンテーション・コンテスト詳報（本選出場グループ）

履修登録支援アプリ

堀江ゼミ　らくリシュ! 開発コアチーム

指導教員（堀江先生）からのコメント

優秀賞の受賞、おめでとうございます!
最初は参加することだけが決まり、仲間も少なく、不安もあった

ことと思います。仲間を増やすためのプレゼンから始まり、活動
を続ける中で新しいメンバーが加わり、徐々にチームとしての一
体感が生まれていく様子はとても頼もしく感じました。日を追うご
とに団結力が高まり、最後には互いを尊重しながら意見を出し合
い、自然とリーダーシップや協力体制が形づくられていく姿を見
守ることができ、嬉しく思いました。

今回の取り組みは、みんなに取って準備段階から本番に至る
まで、多くの学びを得ることのできた貴重な経験だったのではな
いでしょうか。何かに挑戦しようと一歩踏み出す勇気の大切さ、
仲間と力を合わせて困難を乗り越えることの尊さ、そして努力が
形になっていく喜び。その一つひとつが、きっとこれからの人生
の大きな糧になるはずです。

これからも恐れずにさまざまなことに挑戦し、自分の可能性を
広げ、豊かな人生を思いきり楽しんでください。
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プレゼンテーション・コンテスト詳報（本選出場グループ）

大学キャンパスにおけるWi-Fi環境の可視化と分析

李ゼミ　New stars　小林祐己　松永夏美　佐藤陽菜　鈴木朝日　黒澤快斗　村上なつ美

【研究概要】
現在、多くの大学で授業資料の配布や

課題提出、授業自体もオンラインで行われて
おり、学内Wi-Fiの整備は学習環境と業務
効率に直結する重要なインフラであります。
しかしキャンパス内では場所によって通信
状況に差があり、その実態は体系的に記録
されていません。そこで本研究ではWi-Fi
接続状況をエリアごとに調査し、良好な場
所と不安定な場所を比較して要因と改善策
を探っていこうと考えました。

【各メンバーの感想】
小林祐己:今回私たちのグループはアイデ
ア賞を受賞することができ、自分たちの
Wi-Fi調査の独自性や実用性が評価され
たことに大きな達成感を得ました。仲間と協
力しながら試行錯誤を重ねて完成させた結
果が形となり、自信にもつながりました。こ
の経験を今後の学習や活動にも活かしてい
きたいです。
佐藤陽菜:このようなコンテストに参加するのは初めてのことだった
ので非常に貴重な経験ができました。テーマの設定から、調査の進
め方、データのまとめなどに発表の打ち合わせなど多くの過程をリー
ダーが中心となって進めてくれたので助かりました。自分も調査の条
件などを考え提案したりできました。本番では緊張しましたが、無事
に本選に進みアイデア賞を頂けてよかったです。
村上なつ美:今回のプレゼンテーション・コンテストは自分たちで主体
的に調査・分析を進める初めての機会であり、大変貴重な経験となり
ました。本番は自分のグループの発表も他グループの発表も存分に
楽しむことができ、他のグループの分析手法や開発クオリティの高さ
に感銘を受けました。その一方で自分たちのプレゼンの改善点や反
省点が浮き彫りになったため、今後に活かしていきたいです。
松永夏美:プレコンでは多くの学びがありました。自分たちの発表の
ついての反省に加え、他グループの発表を見ることで得られた新た
な気づきも生まれました。本番前では自覚していなかった問題も発表
を通して気づくことができ、今回の経験がどれだけ大きなものだった
かを実感しました。また、ステージに立つ皆さんの真剣な姿が刺激と
なり、緊張の中でも前向きな気持ちで臨むことができたと思います。
黒澤快斗:今回プレコンに参加してみて私たちはアイデア賞を受賞
することができましたが、正直言って発表までの過程は満足のいくも
のではなかったと思いました。もし次回このような機会があれば、初
歩的な内容だが報連相を重視し、自分を含めた個々人が活発に行動

するようなチームプレイを行いたいです。
鈴木朝日:グループでのプレゼンを通してメンバーそれぞれの視点や
得意分野が内容に深みを与えることを実感しました。役割分担や意
見調整は大変でしたが協力して1つの発表を作り上げる過程はとて
も刺激的で学びが多かったです。

（文責：国際環境経済学科2年　小林祐己）

指導教員（李先生）からのコメント

今回のコンテストは初めて全17グループが予選に出場し、上位
8グループだけが本選に進出する仕組みになっています。午前中
に他のグループの発表を聞いていると、どのグループもスライド作
成、研究内容、プレゼンテーションのレベルが高く、非常に激しい
競争になっていることがわかります。このような中で本選に出場
し、さらにアイディア賞を受賞できたのは、審査員の先生方の評
価はもちろんのこと、皆さんの日ごろからの努力の成果です。本
チームは学内のWiFi環境の調査をテーマに、フィールド調査か
らデータ分析、解決策の提案まで、仲間と協力しながら着実に研
究を進めました。研究に真摯に取り込む姿勢は高く評価できます。
この発表を通じて、自らの弱点や研究の不十分な点についても
改めて認識することができたと思います。今後、社会人として活
躍していくために、ここでの経験を糧に、さらなる自己研鑽を積む
ことを期待しています。

Network経済18



プレゼンテーション・コンテスト詳報（本選出場グループ）

デジタルサイネージを使った大学の活性化

李ゼミ　Visual Team　関根悠登　武藤日南　石川蒔人　高橋涼音　中澤真理乃　遠藤暁里

【研究概要】
このテーマを選んだきっかけは、本学における紙の掲示物が大半

を占めている問題と生徒の掲示物への関心が低いという問題点に
あった。そこで、本発表はDXの推進、イベントの参加率上昇、情報
の統一性向上、視認性向上、SGDs促進、手軽な情報発信といった
複数の目的に、電子看板の取り入れ、デジタルサイネージの促進、コ
ンテンツのビジュアルデザインを行った。チームは、現状の調査、シ
ステム構築、各型式のメリット・デメリットと推奨する配信方法など役
割を分けて2人1組の計6人でデジタルサイネージを使った大学活性
化というテーマについて取り組んだ。

まず、温暖化の影響で紙の消費量を減らす取り組みがされている
中、獨協大学ではいまだに紙の掲示物が多い現状が調査の中で分
かった。また、大学のオープンチャットを用いて、スライドに書いたど
のくらいの頻度で掲示物を見るか、掲示物をデジタルサイネージに
変更した後に掲示物に対しての意識の変化はあるかの2つの質問を
した。質問の結果、獨協生の掲示物への意識の低さとデジタルサイ
ネージ変更後の意識変化を望めると分かった。さらに、獨協大学は
デジタルサイネージを取り入れているところもあるが、学生課内部だ
けの情報が発信されていたり、クレアス内部だけの情報が発信され
ている現状に、情報の統一ができていないことが分かった。その対
策としてサーバーを一括管理できるデジタルサイネージの導入提案
を考えた。

次に、私たちはデジタルサ
イネージの基本構築、形式
の調査、各型式のメリット・デ
メリットの調査、導入を推奨
する形式決めをした。これら
の調査をまとめた結果、自社
サーバー型が獨協大学に適
していると考えた。しかし、自
社サーバー型は初期費用が
多額になってしまう問題点が
あった。だが、三重大学が
デジタルサイネージを広告用
媒体として扱うことで収益を
上げている事例を発見し、獨
協大学でも学内の情報発信
とともに広告用媒体として扱
うことを考えた。

【感想】
今回のプレゼンコンテスト

を通じて多くの経験ができ

た。多くの下調べや現状の調査、大量のパワポ作成、発表の練習な
ど個人ではどうにもならない課題が多いと感じた。全員が開いてい
る時間を探し、学校やオンライン上でスライドを動かしながら練習も
した。個人では予選はスライドを動かすことが上手くいかなかった
が、本線では今緊張もあったが今までで一番のプレゼンができたと
思う。結果として経済学部長奨励賞を受賞でき、とてもうれしかっ
た。今回の経験を活かし、これからも努力し続けたい。  

（文責：経営学科2年　関根悠登）

指導教員（李先生）からのコメント

本ゼミではマルチメディアを中心としたデジタルコンテンツの作
成、システム構築、データ解析を学んできました。学生たちは、ゼ
ミで習得した知識を活かし、グループワークを通じて課題の問題
発見から解決方法の提案、システム構築、コンテンツデザインに
至るまで、理論と実践を結びつけた高水準の研究報告を実現した
ことは高く評価できます。今回の受賞は、学生たちの努力はもち
ろんのこと、審査員の先生方のご鞭撻があってこそ成し遂げられ
たものと考えます。同時に、この発表を機に、自らの弱点や研究
の不十分な点についても改めて認識し、今後社会人として活躍し
ていくために、さらなる研鑽を積むことを期待しています。
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プレゼンテーション・コンテスト詳報（本選出場グループ）

V2H導入促進に向けた適地選定支援方法の提案

鈴木ゼミ　Aチーム

【発表概要】
本プレゼンテーションでは、地球温暖化対策およびエネルギー政

策の一環として、国内のCO₂排出量削減を目的に、V2H（Vehicle to 
Home）の導入促進に向けた意思決定支援方法を提案した。再生可
能エネルギーの活用は有効な手段であり、特に住宅用太陽光発電
や蓄電システムとEVを組み合わせたV2Hは、家庭レベルでのエネ
ルギー自立性の向上や災害時のレジリエンス強化に寄与する技術で
ある。また、将来的なスマートグリッド構想においても重要な役割を
担う可能性を有している。

一方で、国や自治体による助成制度が存在するにもかかわらず、
V2Hの普及は限定的である。この要因として、費用面やEV普及率
の問題だけでなく、「どの地域に、どのような支援を行うべきか」とい
う戦略的な導入促進の視点が十分に整理されていない点に着目し
た。そこで本提案では、地域特性に基づいた行政支援の意思決定
を支援する方法として、加重合計モデルを用いた地域選定手法を提
示した。

具体的には、所得水準、EV 保有率、自動車保有率および稼働
率、戸建住宅数、太陽光発電設備の設置状況、EV充電スタンド数、

災害発生リスクといった複数の要因を統合的に評価し、V2H導入に
対する地域ごとの親和性を分析することを目的とした。本提案によ
り、従来の画一的な支援策ではなく、地域ごとの特性を踏まえた効
率的かつ効果的な行政支援の可能性を示した。

【感想】
本選までの過程で特に大変だった点は、V2H導入に影響を与える要
因をどこまで整理し、仮説として明確に定義するかという点であった。
V2Hはエネルギー、交通、防災といった複数の分野にまたがる技術
であるため、単一の視点では評価が難しく、経済的要因、生活様式、
自動車利用状況、災害リスクなど、多様な観点を同時に扱う必要が
あった。その中で、八つの仮説として整理し、それぞれが導入親和
性にどのように関係するのかを論理的に説明することに苦労した。

また、本発表を通じて、発表練習の重要性と発表そのものの難し
さを再認識するに至った。限られた時間の中で内容を分かりやすく
伝えるため、構成や表現を何度も見直す必要があった。また、本番
では緊張もあり、準備していた内容を十分に伝えきれなかった点に
課題を感じている。一方で、この経験を通して、事前準備や練習の
重要性、そして自分の考えを的確に伝える力の必要性を強く実感し
た。今回得られた反省と学びを、今後の発表や研究活動に活かして
いきたいと考えている。

（文責：経営学科3年　久保田璃貴）

指導教員（鈴木先生）からのコメント

このチームのテーマは学生から挙げてきたものです。V2Hと
いうシステムを導入するために、それを受け入れそうな地域を見
つけてそこから導入を進めていけばよいのではないかという仮
説から出発しています。ただし、まだ導入実績が多くないので、
類似の技術の普及状況を都道府県別に調べ、それをもとに市町
村単位の適地を見極めようという、挑戦的な内容でした。この内
容、ゼミでなかなか報告してくれずに、発表日の直前にやっとまと
まったものが発表練習を兼ねて報告されました。もう少し早く見
せてくれれば、直しようがあったのかも……とも思います。そし
て、予選や本選での発表の後、複数の先生方から「先生のゼミ
のあのテーマ、データをああしてこうして分析すると、もっとうま
くいくのでは?」とか「重回帰分析をしているけど、変数間の従属
性を検討してからやった方が良いのでは?」など、いくつか直に
コメントをいただきました。これはテーマの設定と統計データを
使って何かを明らかにしようとする姿勢が、先生方に刺さったの
でしょう。そういう意味で、専門の先生方の関心をひく、良いテー
マと分析アプローチだったのだと思います。いただいたコメント
をもとに、卒業論文へ発展させてくれれば良いのですが、さて、
どうなることでしょうか。
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高 安 ゼ ミ

経済学科教授　高安 健一

高安健一ゼミ2025年活動概要

学内外の多くの方々に支えられて、2025年のゼミ活動を無
事に終えることができました。詳細はゼミのフェイスブックと
ウェブサイトをご覧ください。

1. メディア（NHK、ウェブ、新聞）
 ・ NHK『首都圏ネットワーク』「シュトボー#次世代BOSAI」

コーナーに、まつばら避難所リサーチ隊（14期生）が大学名
の入ったビブスを着用して出演（2/12）

 
 ・ ウェブ版『国民生活』（2025年2月号）の「消費者教育実践

事例集」コーナーに報告書掲載。まつばら避難所リサーチ
隊

 ・ 『首都圏ネットワーク』（2/17）、『あさイチ』（3/14）、『おはよ
う日本』（3/18）にUNISOLE2024チーム（15期生）出演

 ・ NHK「 あ お き い ろ た い け ん ぱ ーくin そうか 」で
UNISOLE2025チーム（16期生）がレザークラフトワーク
ショップをそうか革職人会と開催（11/24）

 ・ 毎日新聞電子版「高校生・大学生がプロデュース『SDGzoo
開催』」で2年生（17期生）と3年生（16期生）の活動紹介

（11/16及び12/5）
 ・ 『埼玉新聞』「皮革産業通じ課題探る-草加 子どもが体験

講座」UNISOLE2025（8/28）
 ・ 『埼玉新聞』「学校に通う機会を増やして　使わなくなった

ランドセルを回収…アフガンの子どもたちに」（11/1）ランド
セラーチーム（16期生）Yahoo!ニュースに転載

2. 社会貢献活動

 ・ 草加市障害福祉サービス事業所つばさの森の洋菓子を構
内で販売（16期生）（1/17、6/16、11/1-2、28）総計約3千
個

 ・ 草加市内子ども食堂でのイベント・お菓子提供（1/20）。グ
リコチーム（15期生）2024

 ・ 埼玉県立草加かがやき特別支援学校高等部が獨協大学コ
ミュニティスクエアで実施したイベントを支援（16期生有志）

（2/22）

 ・ 「世界女性デー」ホワイトリボンラン（チャリティ）を大学近隣
の松原記念公園で実施（3/8）

 ・ 高安健一『獨協大生と草加市障害福祉サービス事業所つ
ばさの森―マドレーヌが紡ぐ地域貢献の記録―』風詠社が
出版（4/3）

 ・ 埼玉県立杉戸高等学校探究学習協力（9/16、10/28） ラン
ドセラー、Pok∞t（16期生）

3. イベント
 ・ 大学近隣で開催されるマルシェ・PICNIGOODに出店・出

展。UNISOLEとランドセラーなど（9/27、12/6）
 ・ 大宮高島屋前にて江崎グリコ株式会社埼玉営業所と子ど

も食堂への寄附募金イベント開催（11/10-11）。Pok∞t
 ・ セブンイレブン獨協大学店、ポッキー&プリッツの日の売上

が5年連続全国店舗で1位（11/11）
 ・ 「とうぶどうぶつこうえんでまなぶSDGzoo」を、毎日新聞

社、東武動物公園、杉戸高校と共催。約1,700家族がスタ
ンプラリーを完走。草加レザーワークショップ開催（400人
来場）（11/15-16）。Pok∞tとゼミ生多数

 ・ 募金で購入したお菓子を市内の子ども食堂に届けるととも
にイベント開催（計2回）Pok∞t

 ・ ランドセラー:草加国際村一番地（6/8）、イザ!キッズアドベ
ンチャー!（UNISOLEと参加）、草加よさこいサンバフェス
ティバル（9/28）、笑顔のマルシェ（10/26）に参加。ミラトン
でランドセル回収実施（221個）（11/8-9）。「埼玉県 SDGs
官民連携プラットフォーム令和7年度第2回市町村分科会」
にて報告（12/22）

※寄附活動にご協力いただいた皆さまに心より感謝申し上げ
ます。

4. 草加市とのSDGs連携
 ・ 「 そうか SDGs パ ートナ ー」に 高安 ゼミとして 登録
（24/12/24）。SDGsパートナーミーティングにて報告（ラン
ドセラー3/19、UNISOLE11/7）

 ・ 草加市「自治体SDGsモデル事業」「まちのヒーローアカデ
ミー」（高安監修）に総勢20名が参加（8-10月）

5. 合宿・雄飛祭・クラウドファンディング等
 ・ 2年生春合宿（山梨県河口湖）（3/24-26）
 ・ OB・OG会を獨協大学コミュニティスクエアで開催（6/29）
 ・ サマーセミナーを大学で開催（全学年）（9/17-19）
 ・ 雄飛祭にて「国際開発シンポジウムwithジョイセフ」と3年

生プロジェクト報告会開催。草加市長や学長などおよそ25
人が出席（11/2）

 ・ ガバメントクラウドファンディング（草加市プロジェクト応援型
ふるさと納税）を活用した資金調達（目標200万円、11/5-
26/2/2）

6. 冊子作成
 ・ Pock∞t『親子で学ぶ みんなでつなぐ埼玉の未来』

FB ウェブサイト
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山 下 ゼ ミ

経済学科教授　山下 裕歩

フードドライブ「希望の芽プロジェクト」 

「希望の芽プロジェクト」を通して学んだこと
芝沼剛（経営学科3年）

2025年10月18日、獨協大学コミュニティスクエアにて、ゼミ
OBの西宮秀和さんが立ち上げたNPO法人と山下ゼミとの共
催による地域支援イベント「希望の芽プロジェクト」を開催し
た。本イベントは今回で第2回目となり、当日は多くの地域の
方々にご来場いただいた。

本イベントは、子どもや親子が楽しく過ごせる場をつくるこ
とを入口としながらも、その本当の目的は「フードドライブ」と
いう社会的な取り組みを知ってもらうことにあった。日本では、
子どもの7人に1人が貧困状態にあると言われているが、その
現実は広く知られていない。そこで、子どもでも理解できるや
さしい内容のセミナーを通じて、子どもの貧困やフードドライ
ブについて伝える機会を設けた。

当日は、来場者に家庭で余っている食料を持ち寄っていた
だくフードドライブと募金活動を実施した。募金は草加市役
所へ寄付し、集まった袋麺や調味料、飲み物などの食料は、
支援団体である「believe」様および「ひろっぱ」様に届けた。
多くの寄付が集まり、参加者からは「こうした取り組みをして
いるとは知らなかった」「フードドライブもこのイベントも、もっ
と多くの人に広まってほしい」といった声が寄せられた。

また、親子向けにはモルックやマジックナインといった遊び
のコーナーを設けたほか、風船を配布する企画も行った。特
に、セミナーを聞いた方に風船を配る仕組みをつくることで、

「楽しさ」と「学び」を自然につなげる工夫ができたと感じてい
る。

私は本イベントでまとめ役を担当し、各グループへの仕事の
割り振りや進捗管理、全体の調整を行った。中でも、近隣施
設へのポスティング依頼は最初に本腰を入れて取り組んだ仕
事であり、開催の約2か月前から電話での依頼を開始した。
不測の事態に備え、早め早めの準備を心がけた一方で、各
グループの仕事内容や必要な物品を把握し、全体像を見なが
ら本番を逆算して動くことの難しさも実感した。

今回の活動を通して、子どもの貧困という社会課題は「知
る」だけでなく、自分にもできる行動があることを伝える重要
性を強く感じた。また、どれほど意義のある取り組みであって
も、それを広める人がいなければ参加や支援にはつながらな
いという学びも得た。参加者の意識が変わる瞬間に立ち会え
たことは、大きなやりがいであった。

第3回に向けては、業務内容をよりマニュアル化し、後輩が
引き継いで継続できる体制を整えたい。また、子ども向け企
画からセミナーへの導線をさらに強化し、大学・地域・OBとの
関わりを深めながら、フードドライブの輪を広げていきたいと
考えている。

フードパントリー活動へのボランティア参加
大河内咲妃（経営学科4年）・中村有希（経営学科4年）

今回のゼミ活動「希望の芽プロジェクト」を通して、集まっ
た物品の寄付先である｢草加子育て応援フードパントリーひ
ろっぱ｣の存在を知り、実際にボランティアとして参加させて
いただきました。

当日はフードドライブで寄付された物だけでなく、タオルや
キッチンペーパーなどの日用品も並び、予想していたよりも多
くの支援品で会場がいっぱいになり、多くの人の支援によっ
て運営されているのだと実感しました。準備は重労働も多く、
人数が足りなければ大変な作業だったと思います。

実際に見て自分が体験するまで知らなかったこと、想像で
きなかったことがたくさんありとても貴重な経験になりました。

「希望の芽プロジェクト」について
2025 年 10月18

日にゼミOB の西
宮秀和君 が 代表
理 事 を 務 め る
NPO 法人「 産学
プロジェクト」と山
下ゼミとの共催と
いう形で、第2回
フードドライブ「希
望の芽プロジェク
ト」を行った。5月から準備を開始し、第1回の反省点を踏まえ
ながら、何度も打ち合わせを重ねて当日を迎えた。学生代表
を務めてくれた芝沼剛君をはじめとして多くのゼミ生が主体
的に運営に参加してくれたことに感謝したい。また、準備段
階からご参加いただき、学生たちに有益な助言・提案をしてく
れた本学フランス語学科非常勤講師の松山恵美子先生およ
び草加市議会議員の佐藤憲和様には心より感謝申し上げる。

（山下裕歩）
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湯 川 ゼ ミ

経済学部経済学科教授　湯川 益英

湯川ゼミ活動報告

AIと民法

今年度のゼミでは、AIの発展を概観しつつ、ディープフェ

イクの実態を明らかにし、現行法制の課題と今後の展望を

テーマのひとつとしてとりあげました。

現代社会は、IT技術の進化によって急速に便利になって

います。たとえば、キャッシュレス決済の普及やIoTデバイス

によるモノのデジタル化、自動運転車の開発などがその一例

です。中でも近年、特に進化が著しいのが人工知能（以下、

AIとする）です。

特に生成AIはディープラーニング（深層学習）により自ら学

習を重ね、得られたデータの特徴や関係性を基に、テキスト、

画像、音声、動画などの新たなコンテンツを生成することがで

きます。

しかし、生成AIの恩恵を享受する一方で、その高い表現

力は悪用される例も増加し、新たな脅威も生まれています。

このような現状を踏まえて、国内の法体制は果たして十分

といえるのかという課題について検討しました。

（坂井千代）

環境経済と環境法の法実務・法実践

ゼミ活動の一環として、弁護士や公務員、企業の法務担当

として活躍している本学のOG・OBを招き、司法・行政や企業

経営における法実務の実際についてのお話をうかがう講演

会や交流会を行いました。

今年度は、経済発展と環境汚染の対立、その解消のため

の環境法の法実践=法実務をめぐって、活発な質疑応答が

なされました。

（富岡拓真・狩野隼斗）

よく遊びよく学べ!?

わがゼミでは、春学期のはじめの顔合わせの会、秋学期の

おわりの打ち上げ。ゼミ生のお誕生日会、別に理由はないけ

ど、気が向いたときに懇親会（笑）などなど、お茶しながら、

ちょっとお酒をのみながら、人間関係を深めています。

授業や演習では隠されているゼミ生の本音や個性が表れ

て、楽しく有意義な会合になってます。

（藤咲明梨）
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様式は変われど、日本人の食文化に常に寄り添っているお
茶はどのようにして日本に広まったのか。私たちはお茶の歴
史を辿るとともに、日本のお茶文化に画期的な変化をもたらし
た伊藤園を研究テーマとして取り上げ戦略立案を行った。有
𠮷秀樹教授のお力添えにより研究の過程において、同社副社
長 本庄周介氏のご紹介のもと、同社執行役員 マーケティング
本部長の志田光正氏へインタビューの機会も頂いた。

我が国におけるお茶の歴史は、鎌倉時代初期に臨済宗の
開祖である栄西により宋から日本に持ち帰られたことに始まる。
お茶は僧侶をはじめ武士や貴族などの上流階級の間で広ま
り、本格的に庶民に広まったのは、輸出量が減少し上質な煎
茶が国内に溢れ始めた大正時代であったと思われる。

家庭で楽しまれるようになったお茶は、1980年代にその在り
方が変容する。高度成長期の日本において欧米風の食文化
が流行する中、徐々に健康志向が高まっていた。そこで株式
会社伊藤園の創業者である本庄正則氏と弟の八郎氏は無糖
茶飲料の時代が来ると予想し、どこでも楽しめる缶入り緑茶
の開発に乗り出した。しかし緑茶は、紅茶やウーロン茶とは異
なり不発酵の茶葉であるため、酸化による品質の悪化が著し
い。また古くからお茶栽培が盛んな静岡では、「お茶は急須
で飲むもの」という意識が強く、茶葉の仕入れを拒まれるとい
ういくつもの困難があった。そのような苦境を乗り越え缶入り
煎茶を開発し、当時お茶栽培の歴史が浅かった鹿児島で茶
農家育成に成功し安定的に茶葉を仕入られるようになったの
である。

今年の夏、子会社の1つであるチチヤス株式会社の広島に
ある本社を訪問し、代表取締役社長の久保貴義様にお話を伺
うことができた。また、日頃は非公開となっている資料館も見
学させて頂き、明治天皇が使用された牛乳瓶や、配達の際に
使用されたブリキ缶など貴重な品々を見させて頂いた。創業
者である野村保氏は熱心な仏教徒で、仏教の教えをつなぐ学
校を運営するために乳業を始めたとされる。現在のチチヤス
の主力商品はヨーグルトであり、消費者の手元に届くころに
ヨーグルトらしい酸味を味わえるよう計算して作られていると
のことで、伊藤園の掲げる消費時点主義と通ずるものを感じ
た。

緑茶飲料業界において不動の1位の座を築いている伊藤園
が今後も発展していくための戦略として、「緑茶を使用した酒
の開発」を立案した。それは単なる思い付きではなく、半年の
研究を通して、創業者が築いた「絶対的な君主制の風土」や

「敵があるからこそ燃える反骨精神」など伊藤園ならではの特
徴を浮かび上がらせた結果でもある。

プロジェクトの成果を発表させて頂く機会があり、有𠮷教授
の繋がりで、社会でご活躍されている学外の方々やOBOGに
学生間だけでは得難いフィードバックを頂き、より多くの視点

から物事を考えることの大切さを学んだ。今回の研究は、学
生生活に留まらず社会人になってからも大いに役立つ大変貴
重な機会であった。インタビューをはじめ日頃から多くの学び
の機会を与えて下さる有𠮷教授、インタビューにご協力頂いた
方々、OBOGに心より御礼申し上げる。

（文責：水島幸子）

有 𠮷 ゼ ミ

経営学科教授　有𠮷 秀樹

伊藤園プロジェクト

チチヤス株式会社 代表取締役社長　久保貴義様のコメント
皆さんと直接お会いし、交流できたことは、私たち企業に

とっても非常に有意義で、刺激に満ちた時間となりました。
説明に真剣に耳を傾け、積極的に質問を投げかける姿勢か
らは、皆さんの学びへの高い意欲、そして将来に対する真
摯な思いが伝わってまいりました。若い世代ならではの柔
軟な発想や新鮮な視点に触れることで、私たちも改めて多く
の気づきを得ることができました。皆さんの進路を考えるう
えで何らかのヒントとなり、将来を描く一助となれば、これ以
上の喜びはありません。今後も次世代を担う皆さんに、企業
の現場や社会のリアルを体感していただけるよう努めてまい
ります。皆さんの今後のご活躍を、心より期待しております。

株式会社伊藤園の志田光正執行役員（下段左から2人目）とのディスカッ
ションは4時間以上に及んだ

伊藤園子会社のチチヤスでは、久保貴義社長（左から5人目）が直接貴重
な資料について説明してくださった
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高 松 ゼ ミ

経営学科教授　高松 和幸

高松ゼミ活動

1. <越谷市の防災マップ作成と動画作成>

越谷市荻島地区23自治会（世帯数3,377）を対

象に、2019年9月、防災マップを作製した（写真参

照）。マップ作成では、各地域の自治体の皆様と

一緒にまち歩きを行い、危険個所の確認や災害

時の予防策に関するディスカッションを数回にあ

たり実施した。

その後、2024年9月、荻島地区コミュニティセン

ターを拠点に、コミュニティ推進協議会の会長会

議を経て、地域で最も危険な箇所の対策に関わ

る活動を行うことになり、「さしきだ地区」にて、水

害が及ぼす地域住民の問題を解決するために数

度にわたる調査、まち歩き、地元住民とのディス

カッションを経て、J-COMとの協働して動画を作

製した（下記、URL参照）。

https://youtu.be/b04eXftcdDM

2. <ダイキン工業の60周年記念事業の動画作成>

2025年8月に株式会社ダイキン様から、「ダイキ

ン工業草加事業所60年の歩み」としてドローンに

よる動画作成並びに編集の依頼があり数回にわ

たって実施した。その記録はダイキン工業が保

管することになっている。

3. <越谷レイクタウンでの防災イベント開催>

5月にゼミ主催の行事として開催している「イ

ザ! カエルキャラバンin越谷レイクタウン」の15回

目の防災イベントである。今年も多くの来場者（約

1000名）が参加してくれました。中には毎年リピー

ト参加する子供たちもいた。少しではありますが、

定着しつつあるかと思われる経緯も感じられる催

しとなった（写真参照）。
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ゼミ活動報告

2025年度は、2年生16名・3年生25名・4年生20名のゼミ生が
参加し、今年度も「楽しいを形に!」をテーマにさまざまな活動
に取り組みました。

3月8日（土）には、草加市教育委員会主催「草加イングリッ
シュキャンプ2025」に参加しました。今年は、4年生が制作し
た英単語ピンポンゲームを小学生向けに改良し、2年生が参加
し市内の小学3・4年生に体験してもらいました。市内100名の
小学生に、コンピュータを通じて英語を楽しんでもらうことを目
指し、学生同士でアイデアを出し合いました。

9月18日（水）には、レイクタウンでBBQ大会を開催しました。
学年を越えて協力し合い、親睦を深める貴重な機会となりまし
た。

11月1日（土）・2日（日）には雄飛祭に出展しました。今年は卒
業生も10名以上が訪れ、在学生との交流だけでなく、卒業生
同士の再会の場にもなりました。

11月8日（土）のプレゼンテーションコンテストでは優秀賞を受
賞しました。10名のメンバーが協力し、自分たちが「本当に欲
しい」と思うアプリの開発を目指してアンケート調査や意見交

換を行い、「Webアプリケーション『らくリシュ!』の提案」とし
て発表しました。「らくリシュ!」は履修科目や取得単位を自動
計算した上で、次に履修するとよい授業を推薦してくれるアプ
リです。大人数での意思疎通には苦労もありましたが、学生
にとって大変貴重な経験となりました。

2025年度の2年生をもって、獨協大学・堀江ゼミは一区切り
となります。この18年間、多くの素晴らしい学生たちと出会い、
共に充実した日々 を過ごすことができました。皆さんがこれか
らも、それぞれの道で楽しく実りある人生を歩んでいかれるこ
とを、心より願っています。

堀 江 ゼ ミ

経営学科　堀江 郁美

「楽しいを形に!」
堀江ゼミ活動報告

雄飛祭では、3年生制作の「マージゲーム」と、2年生
制作の「横スクロール型アクションゲーム」の2作品を展
示しました。「マージゲーム」は流行したスイカゲームに
着想を得たパズルゲームで、アクションゲームの方はオ
リジナル要素を盛り込みつつ昔ながらのゲームの魅力を
表現した作品です。展示当日は幅広い世代の方々に楽
しんでいただき、想定以上の反響とご意見を頂戴しまし
た。作品の完成度や発想力を評価する声も多く、学生
にとって大きな励みとなりました。ゼミとしての成果を広
く発信できただけでなく、今後の制作活動への意欲向
上にもつながる有意義な展示となりました。

（文責：3年　野村駿介）
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宮 川 ゼ ミ

経営学科専任講師　宮川 幸子

「よく学び、よく働き、よく遊ぶ!」
宮川ゼミ活動報告

2025年度は宮川ゼミの初年度にあたり、2年生17名が第1期
生として活動を行いました。

●産学連携ビジネスコンペティション2025への参加

2チームに分かれて「第6回 産学連携ビジネスコンペティショ
ン2025」に参加しました。本コンペティションは、AKKODiSコ
ンサルティング株式会社および株式会社志結舎が主催し、社
会課題の解決を目的としたビジネスモデルの企画・立案に取り
組む産学連携型プログラムです。本年度は「持続可能な社会
を創ろう! SDGs産学官プロジェクト〜いま、わたしたちがすべ
きこと〜」をテーマに、全国9大学から31チームが参加しまし
た。社会人メンバーがチームに加わり、約半年間の伴走支援
を受けながら活動を進める点が特徴です。
①「Second Swing―折れたバットに2度目のスイングを―」を
提案したチームかわしょー（関口陽也、川上翔大、伊勢大翔、
大橋正真、伊藤聡汰、西部瑞生、小林優哉、大川健一、梶
原憲太）は、大学野球における折れた木製バットの大量廃棄
に着目しました。木材加工会社への訪問を通じ、加工上の制
約と素材の魅力を理解した上で、手鏡や子ども向けコースター
体験などのアップサイクル商品を企画しました。地域調査でも
高い関心が確認され、現場に足を運びながら課題の本質に
迫った姿勢が評価され、奨励賞を受賞しました。

②「ごみを思い出とともに-ITA-Buddy-（イタ・バディ）」を提案
したCITY BOYS（片岡柊生、田沼拓人、酒井拓、佐藤カズ

ヤ、鳥山歩夢、宇佐見春樹、武田龍星、長谷川隼）は、インバ
ウンド観光の増加に伴う観光地のゴミ問題をテーマとしました。
川越でのフィールドワークを重ねる中で、観光体験を損なわな
い解決策の必要性に着目し、思い出として残せるごみ持ち帰
り用バッグを提案しました。観光客へのアンケートでも高い受
容性が示され、地域との共創による展開可能性が期待されま
した。

両チームに共通していたのは、現場に足を運び、自らの目
で課題を確かめる姿勢です。企業や地域との対話から得た
一次情報は、企画の精度を高めると同時に、学生の主体性と
実行力を育みました。

●獨協大学経済学部 プレゼンテーションコンテストで最優秀
賞を受賞

（西部瑞生　田沼拓人　酒井拓　武田龍星　大川健一）
大阪・関西万博を訪れ、日本弁理士会主催ブースで体験し

た新技術をもとに新たなプロダクトを考案しました。知的財産
をテーマとした発表が高く評価され、最優秀賞を受賞しまし
た。

来年度は第2期生を迎え、さらに多様なプロジェクトに取り
組む予定です。互いの強みを活かしながら、素晴らしいチー
ムにしていきましょう!
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ゼミ活動報告

藤 山 ゼ ミ

国際環境経済学科　藤井 凌（藤山ゼミ3年）　藤山 英樹（教員）

藤山ゼミ活動報告

⚫️全体で行ったこと

本ゼミは、毎週火曜3限および4限の連続した時間を用いた
2年生3年生合同ゼミでです。

藤山ゼミでは、主なゼミ活動として、教授が執筆された「ゲー
ム理論からの社会ネットワーク分析」という本を2年生が輪読
し、それぞれに割り当てられた範囲を個人報告という形で教
授・ゼミ生の前で発表しています。3年生は、ゼミ生が必須で
履修することになっている「計量経済学」、「ゲーム理論」の内
容を用いて自身が興味ある内容で卒業論文の執筆をすすめ
ています。その内容と途中経過についてを2年生同様に個人
報告として発表しました。

以上に加えて、ゼミの中では複数の班を編成し、よりアクティ
ブな活動も行いました。以下に各班の活動報告を記載します。

⚫️草加高校との交流イベント

7月15日には、本ゼミ生と草加高校の学生との高大連携イベント
が開催されました。高校と大学の学びの違いについて、大学で
学ぶ「専門性」や、自ら発見する必要のある「問い」を軸に草加
高校の皆さんと議論しました。

⚫️OB/OGと現役生の交流会

春学期は7月12日に、秋学期は11月15日に、それぞれ、2011年
度と2018年度に獨協大学を卒業された藤山ゼミのOBに方との交
流を行いました。その中で、ご自身の体験を交えた就活のお話や
卒論についてのアドバイスをいただきました。

⚫️法政大学とのディベート交流

11月29日には、毎年恒例となっている法政大学宮崎ゼミとのディ
ベート大会が行われました。「原発を推進すべきか」、「ベーシッ

クインカムを日本で導入すべきか」、「外国人労働者の受け入れ枠
を拡大すべきか」の3つのテーマに対して各大学3チームに分か
れてディベートを行いました。3年生を中心にチーム一丸となって
取り組み、3試合全て接戦の上、今年は2勝1敗で藤山ゼミの勝ち
越しで終わりました。ディベート終了後には、交流も兼ねたグルー
プディスカッションや懇親会が行われました。

⚫️文化班の活動

目的は、個人が触れた書籍や映画を共有し、ゼミ全体で文化作
品に対する理解と教養を深めるとともに、「おもろい」を共有する
ことです。具体的には、作家「中島らも」、番組「キングオブコン
ト」、漫画「少女週末旅行」などが取り上げられ、紹介と解説がな
されました。

⚫️リクルーティング活動

ゼミフェスタに参加し、学生目線の声を伝えました。また、ゼミガ
イダンスにゼミ生も参加し、藤山ゼミの雰囲気を感じてもらいまし
た。さらに、履修の手引きの作成にも協力しました。

⚫️広報活動

具体的に行ったことは、Instagramによる発信と、この記事の
執筆協力です。

⚫️レクリエーション班の活動

懇親会を開催し、ゼミ内での意見交換や親睦を深めました。さ
らに、年度末のポスターセッションでは、来年度の新ゼミ生も迎え
るので、そこでの懇親の企画も考えています。
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松 枝 ゼ ミ

国際環境経済学科教授　松枝 秀和

2025年度　松枝ゼミ活動報告

1） 合同学外研修活動-国立極地研究所
6月4日、学外研修として立川市の国立極地研究所を訪問し

ました。館内には「南極・北極科学館」の見学施設があり、入
り口には南極から持ち帰られた氷が展示されていました。実
際に素手で触れる体験ができ、近くで聞こえたパチパチという
音が印象的でした。展示で見た昭和基地は日本の約37倍の
広さを持つ南極大陸にあり、東京から1万4千キロ離れている
ことを知りました。また、隊員の部屋にも入り、広さがわずか
4.3畳しかないことに驚かされました。遠く日本から離れて過
酷な環境の限られた空間で生活し、観測活動を続ける隊員の
精神的強さと規律正しさに深く敬意を抱きました。

見学の後、国立極地研究所の後藤大輔博士からお話を伺
い、現在の観測記録は将来の研究の基盤となっていることを
知りました。南極は地球の気温とCO2変動の関係を理解する
鍵となる地域であり、現在のCO2濃度が過去80万年で最も高
い水準に達しているという事実は、人類の活動が自然に与え
る影響の大きさを如実に示しています。地球の大気は約99%
が窒素と酸素で、残りの1%に満たないCO2などの成分が地
球温暖化を左右します。この微量な気体を継続的に観測する
ことは未来の地球を知るために不可欠です。正確な観測がな
ければ人類にとって貴重な「過去の記録」が残らず、気候変
動予測も困難になります。極地の厳しい環境で行われる地道
な研究の重要性を多くの人に伝え、自らの暮らし方を見直す
必要性があると強く感じた研修でした。

（文責：経済学科3年　鈴木七海）

2 ）ゼミ合宿-箱根
夏休み期間の8月27日と28日に、2025年度のゼミ合宿を箱根

で実施しました。今回は事前に企画提案のコンペを行い、ゼ
ミ生全員の投票で候補地を選びました。

一日目は、箱根町の森林を活用したフィールド・アスレチック
を体験しながら、自然環境を壊さず観光資源として活用する
仕組みについて学びました。木々の中で汗を流すことを通し
て、環境を保全しながら人々が楽しめる場をつくることの大切
さと工夫を実感しました。また、班ごとに分かれて協力や声か
けをして競技を体験することで、チームワークも深まりました。
普段のゼミとは違い、体を使って互いの信頼を築けたことが
印象に残りました。夜はBBQを囲んだ夕食で親睦をさらに深
めることができました。

二日目は、箱根の関所跡や旧街道などの文化財を見学しま
した。かつて交通の要衝として栄えた歴史や当時の建築技
術、さらに文化的背景について学ぶことで地域資源の保存と
活用の重要性を考える機会となりました。現地では観光客向
けの展示や解説が工夫されており、歴史をわかりやすく伝え
る努力にも気づかされました。文化財を通して、人と地域、そ
して時間のつながりを感じることができた貴重な経験でした。

今回のゼミ合宿は自然と文化の両面から環境問題を考える
きっかけとなり、箱根という地域を通して、持続可能な社会づ
くりのあり方を改めて考える有意義な旅となりました。

（文責：国際環境経済学科3年　中山耀東）

3） ワークショップ—気候変動適応ミステリー
11月14日、ゼミ卒業生の武蔵野大学院生の渡部翔さんによ

る特別講義を受講しました。今回の講義は、座学ではなく実
践的なワークショップ「気候変動適応ミステリー（東京版）」の
実習授業で、様々な環境の課題を視覚的かつ系統的に把握
することを目的として実施されました。今回の環境教育教材で
あるミステリーは渡部さんが独自に改良されたものでした。

授業では、最初に世界で発生している様 な々気候変動に関
連するトピックスが記述された25枚のカードが配布されました。
これらのカードには、「世界的な気温上昇」「豪雨の発生」と
いった環境問題から、「熊の出没被害」「高齢者の熱中症」と
いった社会問題まで取り上げられています。次に、各カードの
因果関係や相互連携をグループごとに話し合い、矢印でカー
ドつなげて並べ、気候変動問題の構造をマップ化していきまし
た。最後に、発表を通して各グループの考え方を共有しまし
た。

これまでニュースやネット上の情報などで知っていた様々な
環境問題が、何によって起こり、どのような影響が現れている
のかを、一連のメカニズムとして全体像を整理して理解するこ
とができました。このワークショップを通して、複雑な社会や環
境の問題が実は密接に繋がっていることを学ぶことができ、今
後の卒論研究のテーマ選びや分析に活かせる貴重な経験と
なりました。

（文責：経営学科2年　岩井中颯大）

（後藤博士による講義）

（ワークショップの風景）

（箱根の関所跡にて）
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米 山 ゼ ミ

国際環境経済学科教授　米山 昌幸

“持続可能な社会を創る”ための
コンテスト参加とプロジェクトの活動報告

本ゼミは、「SDGs実践と持続可能な社会の創造」をテーマ

に揚げて、国際社会や地域社会の抱える持続可能性の問題

に、おもに経済学的視点からアプローチし、課題解決に向け

て実践的に行動するPBL（Project Based Learning）に取り

組んでいる。学生は専門知識を深めるとともに、社会にどう貢

献できるか、社会をどのように変えていくことができるかを主

体的に考えて能動的にプロジェクトに取り組み、コンテストや

コンペにも積極的に挑戦している。2025年度にゼミで取り組

んだコンペやプロジェクトの活動について、以下に報告させて

いただく。

第52回2025学生懸賞論文入選

第52回2025年獨協大学学生懸賞論文では2編の論文が

入賞を果たした。松森智久（経営学科4年）による論文「群馬

県大泉町における多文化共生の現状と課題〜地域社会の

実践と持続可能な共生社会の構築に向けて〜」が優秀賞を

受賞した。

本稿では、まず日本全体における多文化共生政策の制度

的枠組みと外国人の定住化の現状を整理した。次に、大泉

町の地理的特徴と外国人集住の歴史的経緯を明らかにし、

地域課題を分析した。さらに、行政による多文化共生施策、

地域団体による支援活動、学校現場での教育実践などを通

じた包括的な多文化共生を検討した。その結果、大泉町で

は多文化共生の理念が一定程度浸透し、行政と地域社会

が協働する体制が整備されている一方で、社会的分断が依

然として課題であることが明らかとなった。今後は、外国人

住民を地域社会の一員として位置づけ、世代間・文化間の対

話を促進する仕組みづくりが求められる。こうした実践は、

SDGsが掲げる「不平等の是正」や「持続可能なまちづくり」

にも資するものであり、多文化共生社会のモデルケースとし

て重要な意義を持つといえる。

また、毛塚海翔（国際環境経済学科3年）による論文「獨協

大学における古着販売を通じたサステナブルファッションの

普及啓発」が審査員奨励賞を受賞した。近年、衣服廃棄量

は年間47万トンに達し、その約95%が焼却または埋め立て

処分され、CO₂排出や土壌汚染を招いている。一方、リサイ

クルやリユース率は33%にとどまり、衣服の循環利用が進ん

でいないのが現状である。サステナブルファッションはこうし

た状況の改善を目指す取り組みであり、衣服の製造から廃

棄までの過程で環境・社会への配慮を行うことを理念とする。

しかし、環境省の調査によれば実際に行動している人は全

体の8.1%にすぎず、若年層の啓発が課題である。そこで本

稿は、古着販売を通じた体験的な啓発活動の可能性を検討

した。拡大する古着市場とZ世代の支持を踏まえ、既存の大

学事例（拓殖大学・京都産業大学）を参照し、獨協大学で学

生主体の古着販売イベントを提案した。学生が自ら出品・販

売を行うことで参加意識を高め、リユースの意義を実感でき

る点に特徴がある。イベントを通じて衣服循環の意識を高め

るとともに、環境負荷低減と学内コミュニティ活性化を両立さ

せることが期待される。今後、本学を拠点とした持続可能な

ファッション教育の定着を目指していきたい。

プロジェクト活動報告

今年度も米山ゼミとして「草加環境推進協議会」の団体会

員として活動した。4/18総会・第1回例会、5/17グリーンカーテ

ン事業に伴うゴーヤ苗の配布、6/11〜7/7そうかの環境展（草

加市立中央図書館 ）、8/20第2回例会、10/7第3回例会、

10/18古綾瀬自然ひろば維持管理（草刈り等）、1/9第4回例会

に参加した。また、11/22（土）「そうか環境とくらしフェア2025」

（アコスホール）では、子ども向けにアクリルたわし製作ワーク

ショップを実施した。

また、12/14開催「第7回SDGsエコフォーラムin埼玉」（大

宮ソニックシティ4階）には、「復興知」事業で田村市役所に出

張した学生以外のゼミ生は全員参加した。

経済学部学生活動支援制度の支援を受けて、塩田賢太郎

（国際環境経済学科2年）と菅野泰輝（経営学科2年）が、福島

県浜通り地域（双葉・浪江・富岡・大熊の4町）へ9/1・2と11/26・

5/17草加市役所でゴーヤ苗の配布に協力
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27に現地視察を実施した。福島第一原発と廃炉資料館を訪

問して廃炉の現状を視察したほか、各町のまちづくり公社を

訪問し、移住に関る現状と課題についてヒアリングを行った。

今後も浜通り地域における移住促進や持続可能な地域づくり

に関する研究を今後も継続していきたいと考えている。

「地球温暖化防止プロジェクト」は、“Earth Week Dokkyo 

2025〜Summer〜”のプレイベントとして、緑のカーテンの普

及啓発に向けて草加市役所よりご提供いただいたゴーヤの苗

を学内で配布した。またコミュニティスクエア西側と西門の運

転手控室西側にゴーヤの苗を植えた。

「食と農を考えようプロジェクト」は、12月の“Earth Week 

Dokkyo”で「草加の野菜を食べよう!〜ピザ窯で作るピッツァ

〜」を開催した。このイベントでは草加産の野菜に関心を持っ

てもらい地産地消を推進することを目的として、レンガを積ん

で作った窯でピザを焼き、学生に配布した。この企画では、ピ

ザを参加者に配布する際にリーフレットを配るなど新鮮な草加

の野菜の美味しさをPRすることができた。今後も地産地消に

つながる活動をしていきたいと考えている。

「伝右川再生に向けた支援プロジェクト」は、小学生や地域

の人に伝右川を身近に感じてもらい、さまざまな気づきを与え

るような機会を提供した。6/24開催の「第11回 伝右川再生会

議」では、埼玉県水環境課水環境担当技師の中村優作氏と

浄化槽・豊かな川づくり担当主任の神蔵雄生氏をお招きし、

「埼玉県の川の保全と共生〜水辺空間の保全から埼玉県を活

性化〜」というテーマで基調講演をいただき、埼玉県の河川

行政について詳しいお話を聞くことができた。パネルディスカッ

ションには草加市環境課から後藤弘造課長にも登壇いただき、

米山ゼミからは渡邉大翔（国際環境経済学科2年）、保坂佳秀

（同2年）が登壇し、これまでの伝右川再生に向けた支援プロ

ジェクトの活動報告を行った。また、草加市立花栗南小学校

の「ふるさと草加学習」に、10/2伝右川の散策の付き添い、

10/16伝右川の水質調査、10/23伝右川の歴史についての授

業、10/30アクリルたわし作りワークショップの計4回、授業協

力を行った。また、2026/2/14には埼玉県主催の「川の再生

交流会」に参加し、ポスターセッションで発表した。

「途上国の貧困撲滅に向けた支援プロジェクト」は、本学

生、地域住民へのフェアトレード普及活動を行った。6/8開催

の国際交流フェスティバル「草加国際一番村」にてフェアトレー

ドカフェの出店、10/25あおぷれ主催「そうか公園秋あそびマ

ルシェ」への出店、11/1,2開催の雄飛祭での出店と、さまざま

なイベントでコーヒーをはじめとするフェアトレード認定商品販

売を通してフェアトレードを知ってもらう機会を提供した。

さらに、毛塚海翔（前出）と松田加音（経営学科2年）は「獨

協大学〈草加松原〉駅西側まちづくりミーティング」に参加し、

草加市の方 と々チームを組み、12/20には草加団地記念公園

にてフェアトレードカフェを出店。2026/2/8にはコミュニティス

クエアで開催された「シンポジウム」にて、チームの活動成果

について発表しました。

12/20フェアトレードカフェを出店するチーム「むすびむす晴れ」

10/16伝右川の水質調査の様子

9/1福島第一原発を視察する様子
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今年も有吉ゼミでは意欲的な卒業研究のテーマが見られた。特

筆すべき1本を紹介したい。インタビューに応じてくださった、元海

上自衛隊女性幹部 青海温子様、株式会社JTB 執行役員 風

口悦子様、安治川部屋 女将 杉野森絵莉様、観世流シテ方能

楽師 寺井千景様、元CNNヘッドラインキャスター 浜家有文子様、

獨協大学学長 前沢浩子様、株式会社morich 代表取締役 森

本千賀子様に深く感謝する。

近年「女性初○○」といった言葉を目にする機会が増えた。し

かし、振り返れば、政治・経済・文化の多くは男性が中心となって形

成してきた歴史がある。女性は職場では雑務やお茶出しが中心

で、総合職が一般化したのちでも「ガラスの天井」の存在がささや

かれた。また、家庭でも家事や育児の中心は女性で、裏方として

夫を支えるべきだという考え方が色濃く残っている。だからこそ、男

性の育児休暇や、女性管理職増加と、女性の生きやすさを高める

動きは大切だと感じる。しかし私は疑問を抱く。女性にスポットを当

てる論点が「もっと男性が配慮すべき」「社会は女性に優しくある

べき」といった方向に偏りすぎてはいないか。そこには期待や配慮

の要求ばかりが強調され、見るべき視点が違うのではないかと感

じる。

ある女性社長にスポットを当てたケーススタディを行った際、男

性を巧みに活用している状況を学んだ。具体的には、男性が多数

を占める会議の場において、あえて注目を集め、通常では求めら

れない発言の機会を得たり、外部の交渉において軽視されやすい

状況を逆手に取り、あえて男性社員を同席させたりするなどの工

夫を行っていた。その姿を目の当たりにした私は強く感動した。彼

女は社長という肩書きを盾にせず、男性社会の中でどう生き抜くか

考えていたのだ。そこから私が感じたのは、権利や立場を要求す

るのではなく、互いの価値観や役割を問い直し合う「共生」の視

点が必要だということだ。しかし、まだこの共生の域に達していると

は言い難い。

そこで、この疑問を深めるべく、経営者だけでなく、伝統芸能・国

際関係・教育といった場面でご活躍されている方々のお話を伺っ

た。その結果、社会における課題は単なる男女の枠組みに限られ

るものではなく、年齢・家柄・学歴と要素が複雑に絡み合っているこ

とに気づいた。これまで「互いを尊重し合い個性を生かす」のよう

な表面的な言葉にとどまっていたが、人々が本心で何を考えてい

るのか、無意識の偏見がどのように働いているのかを探りたい。ま

た価値観の刷り込みは年齢を重ねてからでは容易に変えられるも

のではないため、幼少期の教育がどのような影響が及ぶのかにつ

いても考察を深め、真の共生を実現するための方策を明らかにし

ていくこととする。

島田 瑠里香
「男性中心社会における女性リーダーの心の内側」

獨協大学学長　前沢浩子様のコメント
質問のひとつひとつに答えることで、私自身が日頃、ぼん

やりと考えていた事柄を言語化し、明確にする機会となりま
した。特にリーダーシップやジェンダーについては、改めて
考え直すことができました。私にとっても有益な経験でし
た。

質問の中に、家族や受けた教育など若い頃の生活につ
いてのものが多かったのは、若い皆さんにとってご自分の
経験と比較してみたいという気持ちがあるからだと思いま
す。ただ一方で、育った家庭や受けた教育の影響は誰に
とっても大きいのですが、ある一定年齢に達すると、どう生
きるか、どう考えるかは、自分の力で探っていかなければな
りません。子供時代や思春期の頃の自分を客観的に見つ
めながら、新しい自分を作っていく（人間形成）、それを若
いみなさんに期待しています。

安青錦優勝に沸く安治川部屋で、土俵をバックに、女将の杉野森絵莉様
（右から2人目）と共に

学長室にて前沢浩子学長へもインタビュー
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それぞれが興味深い卒業論文を書いています。卒業論文の

ポスターセッションという相互コミュニケーションまでやり切り、四年

間の集大成としてください。

事実に基づいた論理性と自らの感性は、無思考な権威・権力・

押し付け（生成 AIを含む）に対抗できる唯一の手段なので!

本研究は、Jリーグおよびイングランド1部リーグを対象に、営業

収入に影響を与える要因をパネルデータ分析により検証することを

目的とする。近年、クラブの財務状況や市場規模の拡大が進む中

で、どの要因が収益に関連するのかを明確化することは、クラブ

経営における重要な課題となっている。分析の手法とすると、クラ

ブ環境や選手特性を表す指標を含め、交差項など複数の要因を

体系的に分類し、段階的に説明変数を拡張しながら複数のモデ

ルを構築する。そこから、両リーグの質的な違いを明らかにする。

本研究は、ネットワーク構造のある公共財供給ゲームにおける

フリーライド問題を解消するため、コミュニケーションコストの導入

によって均衡に与える影響を分析することを目的とする。公共財

供給ゲームではフリーライドの発生が指摘される。本研究では、

貢献量に加えてリンクの切断・維持を戦略として扱い、さらにリン

クの本数を参照したコミュニケーションコストを利得関数に組み込

む拡張を行う。これにより、グループが2人まで切断され、その2人

の貢献量がちょうど1の時に均衡になることがわかった。

本研究では、SNS 上のファッション行動をゲーム理論の視点か

ら分析する。ファッションの選択は単に自分が何を着たいかだけ

でなく、他者が何を着ているか、自分の選択がどう評価されるか

に依存する戦略的行動であると考える。そこで、本研究ではプレ

イヤーが流行に乗るか個性を保つかを選ぶ二者選択のゲームと

してSNS 上のファッション行動をモデル化し、考察をする。

現在日本では働く女性の数は増えているものの、議員として働

く者の割合は他国と比べて非常に低い。また、男女平等を目指

すためには、女性の政治家を増やすべきである、という意見が多

いことが先行研究で分かっている。本稿では、OECD35か国を

対象として、女性の議員比率が社会にどのような影響を与えるの

かを重回帰分析を用いて分析を行った。具体的な被説明変数と

して、幸福度とジェンダーギャップ指数を用いた。結果として、女

性議員比率は2つの被説明変数に有意であり、女性議員比率

は、幸福度とジェンダーギャップ指数に対して、正の相関を持って

いた。

近年、日本では大学卒業者の約 3割が入社後3年以内に離

職しており、いわゆる「3年で3割」の早期離職が常態化してい

る。本研究では、このミスマッチという構造を、ゲーム理論の枠組

みでモデル化し、なぜ多くの新規大卒者が早期離職を選択する

のかを考察する。特に、大企業と中小企業を分けて詳細な考察

をする。

近 年 で はメルカリをはじ めとす るC2C（Consumer to 

Consumer）という個人間取引が可能なプラットフォームが勢力を

伸ばしている。その取引の中で出品者は価格を少しでも高く売る

ことで自身の利得の最大化を目指し、それと同様に購入者は少し

でも安く購入することで利得の最大化を図る。以上の戦略的な

状況をゲーム理論を用いて考察する。一つの結果としては、戦

略をあえて制限することによって、より取引が促進されることがわ

かった。

吉村 優伽
「女性議員比率が社会に与える影響」

野田 玄海
「J1 リーグ及びイングランド一部リーグにおける営業収
入に影響する要因の分析 : パネルデータ分析を用いて」

佐藤 佑篤
「コミュニケーションコスト導入における公共財ゲームの
社会ネットワーク分析」

山川 元弥
「新卒就活市場におけるミスマッチの要因 : ゲーム理論に
よる分析」

金子 真那斗
「メルカリ市場における出品者と購入者の最適戦略 : ゲー
ム理論を用いて」

國松 凌羽
「ファッションとゲーム理論〜インフルエンサーが与え
る影響〜」
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本研究は、自動運転車分野において日本が直面する技術的・

制度的課題を整理し、ゲーム理論を用いて日本と米国の戦略関

係を分析した。戦略型ゲームでモデル化をすると、日本の「課題

克服」が支配戦略である一方、米国は技術覇権を維持しやすく、

協調均衡が不安定であることを示した。しかし、日本が技術基盤

を強化し課題克服を進めると、米国も国際連携を選ぶインセンティ

ブがでて、協調均衡が成立し社会的利得が最大化される。日本

が主体的な改革とデータ基盤整備を進めることが望ましいことが

示された。

近年の情報化の発展によって暮らしが便利になった一方で、

フェイクニュースを含め、正確な情報の取得が求められている。

本研究では、XとYouTubeで株式市場における情報発信して

いる人たちの情報の信頼性を分析する。結果としては、資格を

持っている人より、持っていない人の方が、有意に利益率が高

かった。YouTubeとXを比較しても、媒体による有意な違いは

なかった。

本研究では、近年、問題となっている少子化問題について、何

が原因なのかを経済的要因、人口動態要因に注目して分析して

いく。分析手法としては、1980年から2023年の43年分のデータ

を用いて、重回帰分析を行う。経済的な要因を入れていないとき

は、結婚年齢と出生率との有意な相関を確認でき、男性は正の

相関であり、女性は負の相関であった。経済的な要因をいれると

以上の相関は有意ではなくなった。

プロ野球のドラフト会議における、長期的な戦力基盤構築に不

可欠な高校生選手の獲得に着目した。本研究では、高校生選

手の実績をシグナルとして捉え、シグナリングゲームを用いて分析

した。結果はタイプとしては、能力の高いタイプと低いタイプを仮

定し、両タイプの選手とも非名門高校を選択し、球団側は実績の

シグナルに関わらず、一貫して下位指名を選択するという均衡と

なった。

本研究は、企業の粉飾会計と銀行融資の意思決定を、企業・

銀行・監査法人の三者が相互作用するゲーム として分析するも

のである。業績良好時と業績低迷時という場合訳をし、企業の

みが真の業績を知っている。企業は黒字報告・赤字報告を選択

し、監査法人は適正 / 不適正意見を提示し、銀行はその情報を

基に融資判断を行う。均衡を用いて分析した結果、田村（2011）

が示した粉飾が合理的となる均衡だけでなく、業績低迷時でも

「赤字 + 適正意見 + 融資」という 正直な均衡 も制度的条件の

下で成立し得ることを示した。

本研究は、東京都の賃貸住宅市場における「地域ブランド」

が持つ経済的価値を、ヘドニック・アプローチを用いて推定する。

住宅価格は物理的要因だけでなく、街のイメージやステータスと

いった要因に強く依存する。本稿では、行政区と最寄駅という異

なる空間的な属性に着目した。分析の結果、港区では行政区全

体に強いブランド効果が観測されるなど、物理的属性だけでは

説明できない価格プレミアムが明らかとなった。

高 浩楠
「粉飾会計における戦略とその対抗策 : ゲーム理論による
考察」

持木 優輝
「賃貸住宅市場における地域ブランドの分析 : 東京都の行
政区と駅圏域のヘドニック・アプローチによる比較」

石田 充輝
「株式市場におけるインフルエンサーの信頼性の分析」

安部 大介
「出生率に与える要因分析」

緑川 琉人
「高校生のプロ野球ドラフトにおける実績の有無」

小島 遥希
「自動運転車における日本の戦略」
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国内外で高い評価を受け、消費低迷に苦しむ日本酒業界
に新たな希望の光を与えた銘酒「獺祭」。私は2025年の夏、
山口県岩国市周東町にある獺祭本社を訪問しました。朝一番
の飛行機で羽田を発ち、岩国錦帯橋空港に降り立って、そこ
から車で1時間。美しい山 を々渡る風と川のせせらぎの音。「こ
んなところであの銘酒が作られているんだ」と見学前から胸が
弾みます。

きっかけは一昨年。ゼミ活動の一環として「お酒業界」を
テーマにマーケティング戦略の立案に挑み、日本酒・焼酎・ビー
ル・ワインなど多様なお酒の歴史から、卸や小売を含む流通の
仕組みに至るまで幅広く調査を行ったことです。その研究の過
程で、「獺祭」を手がける旭酒造株式会社（当時。2025年6月
に旭酒造株式会社は株式会社獺祭と改称しました）の代表取
締役社長 桜井一宏様に対面でインタビューするという貴重な
機会に恵まれ、さらに昨年冬には、有吉秀樹教授が担当する

「社会を生き抜くセルフブランディングⅡ」にて、桜井様の講演を
拝聴しました。こうしたご縁が重なり、桜井様のご厚意もあっ
て、私たちは机上の調査や講義の枠を超え、現場でしか得ら
れない学びを体感するために、蔵を訪れることになったのです。

到着すると社長だけでなく、アメリカに移住して現地生産の
指揮を執っていらっしゃる会長の桜井博志様も揃って歓迎して
くださいました。酒造りは杜氏の経験と感覚によってなされてき
ましたが、四季を通じた醸造を行っている獺祭では、その圧倒
的な仕込み回数の多さから、経験と感覚を管理してデータ化
することで、より高いレベルでの安定した品質が担保できるよう
に工夫されています。このような職人の感覚と最新技術の融
合は大変興味深く印象的でした。

伝統を守りながらも革新を続け、世界に向けて挑戦し続ける
姿勢に、獺祭のブランド力の原点に触れたような気がしました。
今回の訪問を通じて、獺祭が「日本酒の未来」を本気でつくろ
うとしている企業であることを肌で感じました。今回の機会を実
現するにあたり、ご調整くださった有吉教授はもちろんのこと、
本訪問を快く受け入れてくださった桜井様に、心より御礼申し
上げます。この大きな学びを糧にお酒の世界をより深く探求し
ていきたいです。

経済学科　島田 瑠里香

山奥の蔵 獺祭を訪ねて

株式会社獺祭 代表取締役社長　
桜井一宏様のコメント

「獺祭」という日本酒を作っている酒蔵の蔵元をしてい
ます。以前、私たちの酒蔵に対する有𠮷ゼミ学生よりのイ

ンタビューを受け、また学生向けの講演をさせて頂きまし
た。今回そのご縁で酒蔵を見学していただきました。私
も同様でしたが、学生時代というのはまだ社会について
深く知らず、結果的に社会と乖離していく、もしくは狭い
目線や一方的な見方という事は避けられません。だから
こそ、こういった接点を通じ、社会、ビジネスを知ろうとす
ることには、意味があるのだと感じています。知らない事
や、自分の経験外の事は、大きな学びや刺激を生むもの
です。ぜひこれからも積極的にそういった学びをつかん
でください。

蔵見学を終えて桜井一宏社長（右から4人目）と共に

職人の技と最新技術の融合に一同目を見張る

2024年12月の講演の際には学長とも懇談された
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「日本橋は旦那衆の街、銀座は職人の街」。これは2022年
度に取り組んだ日本橋プロジェクトの際に、日本橋堀留町の呉
服問屋の方がおっしゃった言葉だ。日本橋は商業の一等地と
して江戸時代から400年以上栄えてきた町であった。では銀
座はどうか。和と洋が入り混じり独特な雰囲気を醸し出してい
る銀座はどのような軌跡をたどってきたのか。それを研究する
ため、私たちは銀座を題材に戦略立案を行った。

銀座が開発されたのは、銀座大火が起こった1872年以降
である。明治時代に入り、横浜 - 新橋間が鉄道で結ばれ、外
国の雰囲気が流れてきたことで銀座の大通りを煉瓦街にした
のが始まりだ。そこに店を構えたのが、資生堂を創業した福原
有信であり、SEIKOの基礎を築いた服部金太郎であった。薬
局から化粧品に転じ、芸術や文化資本を軸にブランド力を培っ
ていった資生堂。日本初の国産時計から始まり、クオーツやス
プリングドライブなど技術力を梃子にブランドを築き上げた
SEIKO。2024年6月に総合講座でご講演いただいたセイコー
ウォッチ株式会社 代表取締役　内藤昭男様のお話や、2025
年3月に実施された有信の玄孫にあたる株式会社アスム 代表
取締役　福原和人様へのインタビューの中から、両社のブラ
ンド力の影に銀座という土地の存在の大きさがうかがえた。

また、2025年10月には、創業から150年以上の歴史を持ち、
銀座に店舗を構える百貨店の松屋 代表取締役で創業家ご
出身の古屋毅彦様にお話をうかがった。福原様、古屋様が共
通して強調していたことは、「銀座の土地で生き残るためには、
自社の利益だけでなく、街のために貢献することが大切であ
る」ということだ。江戸時代から職人たちの街として栄え、大
火、関東大震災、東京大空襲など幾度の天災人災に見舞わ
れてもその度に復興してきた銀座。丸の内や日本橋、渋谷な
どと異なり、大資本のデベロッパーによる開発が起こらない珍
しい街。その裏には、街の利益のために共に汗をかく共助の
精神があるとわかった。ご協力してくださった皆様に厚く御礼
申し上げる。

経営学科　塩ノ谷 颯真

銀座の過去から
今後の発展と未来の形を探る

株式会社松屋 代表取締役社長　
古屋毅彦様のコメント

有𠮷先生や学生の皆さんをお迎えし、松屋と銀座につ
いてお話する機会を頂きました。当日は有𠮷先生をはじ
めOBOGの方も含め学生の皆さんの熱意ある眼差しに
緊張しつつも、率直な疑問をストレートに聞いていただき
大変有意義な時間となりました。

激動の世界の中、私の様な「今」の経営者の責任は、

皆さんの様な若者が希望を持てる未来に「今」を繋ぐこと
です。無限の可能性を持つ次世代の皆さんに希望に満ち
たバトンを渡せる様に頑張っていきますし、皆さんも時代
を受け取る準備をお願いします。学生時代は二度と戻ら
ない時間です。高齢化社会の中で若者は極めて貴重な
存在で、そのエネルギーは最強です。次の時代をより良く
するために、意味のある事にもそうでもない事にも、何で
もひたむきに取り組んで貰えればと思います。

松屋の古屋毅彦社長（上段右から2人目）は創業以来の歴史についてご
回答くださった。上段中央はご紹介くださった天野貞祐先生ご曾孫の天
野祐一郎様

資生堂の創業者たちの肖像をバックに福原和人様（中央）と共に

グランドセイコーの輝かしいブランドの歴史を語ってくださったセイコー
ウォッチ株式会社の内藤昭男社長（中央）と共に
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皆さんは獨協大学同窓会に地方支部があることをご存じで
しょうか。創立60周年を迎えた獨協大学はこれまで全国各地
から多くの学生を集めてきました。そんなかつての学生たちの
中には、卒業後地元に帰って各地域に根を張って活躍されて
いる方がたくさんおられます。私たちはこの度、有吉秀樹教授
や同窓会事務局の皆様のご厚意とご協力のもと、同窓会地方
支部の皆様と交流することができました。

夏期休暇期間中には有志で広島に向かいました。広島・岡
山・山口の3県を管轄するのは山陽支部。支部長はファッション
&ビューティー専門学校を中心に90年以上の歴史を誇る小井
手学園の理事長、小井手響一様です。小井手様は私たちを
快く迎えてくださり、やまだ屋宮島本店での広島名物「もみじ
饅頭」手作り体験や、日本酒「龍勢」で知られる藤井酒造株
式会社への表敬訪問を手配してくださいました。夕刻には、山
陽支部との会食の機会もいただき、小井手様をはじめ駆けつ
けてくださった皆様からは、当時の大学でのご経験や、現代の
学生への期待について温かいお言葉を頂戴しました。このよ
うな機会は、世代を超えたつながりの大切さを実感するととも
に、学生にとって大きな励みとなります。

今年創立30周年を迎える富山県支部。11月に開かれた総
会で有吉先生が記念講演をされると聞きつけ、私たち有志も
新しい出会いを求めて北陸新幹線に乗り込みました。一行は
皆、富山の地を踏むのも初めて。しかし、富山県支部の皆様も
大変歓待してくださいました。支部長の田畑裕明様は地元選
出の衆議院議員。北前船の古い港町や配置薬の老舗から、
エコタウンやスタートアップ育成のための職住接近型インキュ
ベーション施設まで新旧の富山の姿をご紹介してくださいまし
た。私たちは以前に議員会館内の事務所でインターンシップを
行った経験があります。しかし、代議士の富山での活動を見る
機会は初めてであり、その意味でも大変勉強になったと思いま
す。支部総会と懇親会に参加された皆様が共通して持ってお
られたのは、「いつになっても褪せることのない獨協愛」でした。

「あの頃のキャンパスは、講義は、駅前の様子は・・・」当時の
思い出が社会人となった現在でも鮮明によみがえるのはそれ
ほど学びが濃く、成長に影響を与えるものだったからなのでは
ないかと思います。現在の学生や未来の後輩に残せるものは
何かを真剣に議論され、学生のことを気にかけてくださる姿勢
がとてもうれしかったです。現在の獨協大学の看板を背負って
いるのは私たちであり、恥じない学生生活を送らなくてはならな
いと改めて認識することができました。

2回の交流は、単なる旅行では得られない地域の歴史や文
化を深く知る良い機会であり、また、大学の繋がりの大切さを
知るきっかけとなりました。快く迎えてくださった皆様に改めて
深く感謝申し上げます。

経済学科　島田 瑠里香　　経営学科　塩ノ谷 颯真

同窓会地方支部との交流

獨協大学同窓会 富山県支部長　
田畑裕明様（衆議院議員）のコメント

1995年3月に経済学部卒業の田畑裕明です。現在、同
窓会富山県支部長を務めています。さる11月29日に、富
山市内で同窓会富山県支部総会を開催したところ、有𠮷
秀樹教授ならびにゼミ生5名がご参加くださいました。有
𠮷教授には、当初から同窓会富山県支部総会にて講演を

お願いしていました。今回の機会を利用して、有𠮷教授
は同窓会地方支部の活動把握や富山県内の事業所等へ
の視察勉強会を企画され、私たち富山県支部会員との交
流会が実現しました。中でもゼミ生有志5名は全員が富山
県に初めて訪問とのことであり、受け入れ側も若者たちに
富山のファンになってもらうべく、おもてなしの精神で対応
し、親睦を深めました。有𠮷教授ご一行は、伝統産業で
ある配置薬やかまぼこ製造の現場視察、チューリップ生
産の歴史を学ぶなど精力的に富山県内を回り、かつゼミ
生は同窓会会員の我 と々の対話も、素直な振る舞いで自
身の進路希望や学生生活で身につけたい学問的関心分
野を語ってくれました。同窓会富山県支部は年一回の開
催であり、例年は会員の近況報告がメインですが、今回
は、有𠮷教授より本学の学生の学ぶ環境変化動向や、ゼ
ミ生からは将来の夢話を伺うことができ、大変盛り上がっ
た総会となりました。有𠮷教授、ゼミ生の皆さん、ありが
とうございました。

広島市内の名店で支部長の小井手響一様（中央）ほか山陽支部の皆様
と共に

富山県支部30周年記念総会に出席し、支部長の田畑裕明様（1列目中
央）ほか支部の皆様と共に

生酛造りにこだわる藤井酒造の
藤井社長（中央）と共に

エコタウンにて富山における環境へ
の最新の取り組みを見学
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伝右川再生会議は2014年度に伝右川再生支援プロジェク
トが大学創立50周年記念事業に採択され、第1回が開催され
て以来、コロナ禍で中止となった2020年度を除いて毎年開催
しています。

6月24日（火）に天野貞祐記念館大講堂で開催された第11
回となる今年は、埼玉県環境部水環境課水環境担当技師の
中村優作氏と浄化槽・豊かな川づくり担当主任の神蔵雄生氏
から「埼玉県の川の保全と共生〜水辺空間の保全から埼玉
を活性化〜」と題する基調講演をいただき、パネルディスカッ
ションではゴミ回収と水質浄化の実効性のある取組について
議論しました。パネリストとして登壇した学生のコメントを紹介し
ます。

環境・国際団体Deco 経済学科3年　浅見 匠彦

草加市で行われている川の清掃ボランティア「サルベージ」に
ついて報告しました。私は、環境・国際団体Decoの一員としてサ
ルベージ協会の皆様と共同で活動の運営に携わってきました。活
動では、川に投棄された自転車や粗大ごみを、地域の方々協力し
ながらロープで引き上げました。特に、泥に覆われた自転車を実際
に引き上げる光景は非常にインパクトがあり、多くの方が足を止め
て活動を見守っていました。こうした「目に見える形」で川の現状
を伝えることが、関心を高めるうえで重要だと実感しました。サル
ベージを通して地域の方 と々のコミュニケーションも深まり、川を身
近な存在として考えるきっかけを作ることができたと感じています。

会議では、埼玉県内の河川に対するさまざまな取り組みを伺
い、一定の改善が進んでいることを知りました。一方で、伝右川
では今年も3台の自転車が見つかり、引き上げられたことから、課
題は依然として残っていると感じました。

今後は、清掃活動にとどまらず、市との連携や地域住民との継
続的なコミュニケーションをさらに深めることで、川を捨て場にしな
い意識づくりと、持続可能な河川環境の再生につなげていきたい
と考えています。

伝右川再生に向けた支援プロジェクト 
国際環境経済学科2年　渡邉 大翔
私は、「伝右川再生に向けた支援プロジェクト」における今年

度の活動について報告しました。今年度は主に、大学前船着き
場周辺での清掃活動、オープンキャンパスでの実演会、生きもの
調査、水質調査を実施しました。

まず、大学前船着き場の清掃活動では、景観保全に努めまし
た。次に、オープンキャンパスでは、来場者の方々に実際に川辺
に集積した生活ごみや漂着ごみを回収しているところを見ていた
だきました。この活動を通じて、身近な生活と河川汚染が密接に
関係していることを知ってもらえたと思います。

また、生きもの調査では、川に生息する水生生物をもんどり網を
利用し調査しました。確認できた生物の種類から水質判定を行
いました。加えて、透視度計を利用した水質調査では、実際に数
値データを測定・整理し、伝右川の水質状況をデータをもとに把
握しました。

今回の伝右川再生会議では、有意義な意見交換・質問だけで
なく、アドバイスをいただくこともでました。今後の活動では、他の
発表者の活動内容やいただいたアドバイスを参考に、レベルを上
げた活動をしていこうと考えております。

伝右川再生に向けた支援プロジェクト 
国際環境経済学科2年　保坂 佳秀
私は、昨年度プロジェクトの先輩方が花栗南小学校で行った

伝右川をテーマにした「ふるさと草加学習」への授業協力につい
て報告しました。まず、伝右川観察会では、川の色やにおい、生
きものを五感で感じることを目的に現地で観察しました。児童から
は「魚がいてびっくりした」「思ったよりにおいがしなかった」など
の声があり、実際に見ることで新しい気づきが生まれました。

次に、出張講義では「伝右川はどんな川なのか」「どんな生きも
のがいるのか」といった内容で授業を行いました。児童は「なぜ
この川ができたのか」「川を汚さないために自分たちにできることは
何か」など積極的に質問し、学びへの興味が「自分でできておも
しろかった」「先生にも見せたい」などの感想がありました。

また、環境にやさしい取り組みとしてアクリルたわしの製作も行
い、「今でも使っている」といった手紙が届くなど、学んだことが生
活に活かされている様子もうかがえました。さらに、NPO法人うる
おい工房と協力して学校の花壇整備も行い、「地域に貢献できた」
という声もあり、地域とのつながりを意識するきっかけとなりました。

コロナ禍で止まっていたビオトープ再生活動も再び進められ、
生きものが戻れる環境づくりを行いました。これらの活動を通じて、
児童たちは環境や地域、自分にできることについて考え、行動す
る力を身につけることができました。

コーディネーター 国際環境経済学科　米山 昌幸

「第11回 伝右川再生会議2025」開催報告

パネルディスカッションの様子

基調講演の様子
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本学は「外国語教育、環境教育を活用した『持続可能なまち
づくり』創造事業」をテーマに、2021〜2025年度の5年間、本学
と田村市をはじめとした福島県の浜通り市町村等との間で継続
的な関係を構築し、「外国語教育」「環境教育」「地域づくり」事
業を展開し、「持続可能なまちづくり」を通してSDGs達成に貢献
できる人材と同地域の復興に貢献する人材を育成してきました。
以下に、2025年度の事業に参加した学生に活動報告をしてもら
いました。

「復興知」事業成果報告会に参加して
経済学部国際環境経済学科3年　広瀬 結菜
9/5（金）、CREVAおおくま（大熊町産業交流施設）で開催さ

れた復興事業成果報告会に参加しました。本事業は最終年度
を迎え、5年間の取り組みと成果について発表が行われ、ポスター
セッションでは、浜通り地域の今後の発展を見据えた研究活動や
実践内容を、他大学の教職員の方々や学生と共有しました。翌
9/6（土）には大熊町連携大学等研究・支援センター内大阪大学
福島拠点にてワークショップに参加し、活動を通して芽生えた福
島への思いや、各大学での取り組みについて他大学生と語り合
いました。

私自身、復興事業に携わる他大学の学生との交流は初めてで
した。2日間の交流を通して同じ目的を持っていても、地域や立場
によって課題の捉え方や取り組み方が異なることを学びました。ま
た、活動の中で生じた悩みや課題を率直に共有し合うことで、自
身の取り組みを
客観的に見つめ
直すことができま
した。プロセスは
違っても復興に
向き合う仲間との
対話を通じて、
継続して関わるこ
との大切さや、多
様な視点を持つ
意義を実感した
貴重な経験となり
ました。

「たむらチャレンジ塾」英語の授業に協力して
国際教養学部言語文化学科3年　堀越 そらみ

「たむらチャレンジ塾」にて、5/31（土）、7/30（水）、10/4（土）
の計3回にわたり小学5・6年生に向けて英語の授業に協力しまし
た。活動では、音声教材を用いた「日本語と英語の発音の違い」
の学習、ネイティブ留学生の映像によるリスニング練習、SVC・
SVOの「文型理解」を中心に指導しました。全体を通して、学校
の外国語学習とは異なるアプローチを意識し、他の自治体で活用
されている教材にも言及しながら授業を構成しました。2回目の活
動では、堀越のお人形様やあぶくま洞、仙台平の展望台の現地
視察も併せて行いました。

本活動を通して、私は小学生に対する英語教育のあり方につ
いて多くを学びました。実際に授業を担当する立場で教育現場

に関わることは初めての
経験だったので、非常に
新鮮でした。学力レベル
や、英語学習に対する
熱意も様 な々児童に対し
て私はどうアプローチす
るべきなのか、全活動を
通して考え、工夫を重
ね、多くの学びを得まし
た。また、参加した本学
の学生の多くは教員志
望であり、実際に授業を行う貴重な機会を得られ、非常に有意義
でした。

田村市立小中学校における環境教育・SDGs教育を実施
して
経済学部国際環境経済学科1年　髙橋 佐季
国際教養学部言語文化学科1年　加藤 帆夏
9/3（水）は船引南小5年生25名に「いのちをマモル!防災教室」

という講義を行い、ワークショップでは「防災かるた」を実施し、自
然災害や身近に潜む危険や対処法について、楽しみながら考え
てもらいました。

9/4（木）の船引小6年生3クラス89名にSDGs全般から地球温
暖化問題に焦点を当てた「SDGsって何?」という講義を行いまし
た。ワークショップでは気候変動適応情報プラットフォームが提供
するすごろく「気候変動適応への道」を使って考えてもらいまし
た。

9/9（火）の大越中では2年生20名と3年生36名に対して、
SDGsの17目標について、それぞれ目的や内容、今の世界や日本
の現状などについて説明した後、気候変動適応策や今後地球
温暖化がさらに進行すると予想されている状況について動画な
どを用いて説明しました。ワークショップでは2年生にはすごろく「気
候変動適応への道」を実施し、その後にいつくかのマスを取り上
げてその行動がなんで環境に良いのか、悪いのかについて解説
しました。3年生には「気候変動適応のミステリー」を行いました。

9/11（木）の船引小4年生4クラス103名に「川を汚しているの
はだれ?」という講義を行いました。ワークショップでは実験感覚
で楽しみながら身近な水環境について考えてもらうために、COD
パックテストを用いて大滝根川の水質を調査したり、生活排水の
汚染を減らす方法を学び、実際に家庭で使ってもらうために、ア
クリルたわしを製
作しました。

都路小5年生
6名 に 対し て、
9/12（金）には理
科「流れる水の
働き」の授業を
行いました。川の
働き、水の循環と
森 の 水源涵養
機能、川の役割

福島イノベーション・コースト構想推進機構
「2021年度大学等の『復興知』を活用した人材育成基盤構築事業」採択事業
「外国語教育、環境教育を活用した『持続可能なまちづくり』創造事業」の活動報告

事業責任者 国際環境経済学科教授  米山 昌幸

成果報告会の獨協大学ブースにて

「たむらチャレンジ塾」にて英語の授業を行
う様子

9/4船引小6年生のワークショップ、すごろく「気候
変動適応への道」の様子
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について説明したのち、水災害と防災について説明しました。ま
た気候変動の影響を回避するために、すごろく「気候変動適応
への道」を行いました。10/20（月）には社会「自然災害を防ぐ」
の授業を行い、ワークショップでは「防災かるた」を行いました。

本活動を通じ、子どもたちの素直な反応や質問にたくさん刺激
を受けました。対象に合わせて内容を分かりやすく再構成する点
に苦労もありましたが、非常に学びの多い経験となりました。日常
的に小中学生と関わる機会が少ない私にとって、今回の参加は
大変有意義なものとなりました。

福島県立船引高等学校「総合的な探究の時間」の地域課
題探究活動に協力して
経済学部国際環境経済学科2年　塩田 賢太郎
福島県立船引高等学校の「総合的な探究の時間」において、

1・2年生の地域課題探究と環境教育に関する授業でファシリテー
ターを務めました。今年度は、1学年69名を対象に、6月に2回、7
月、9月、10月に1回ずつの計5回の授業協力と、2学年80名を対
象に11/7に環境教育を実施しました。

6月と7月では、「田村市の地域課題解決策を考える」をテーマ
に授業協力しました。6/6に田村市役所職員の講話を高校生と
一緒に聴いたうえで、6/20に田村市の課題として「観光」をテー
マに取り上げ、どのようにデータ収集するか、ヒアリングする際の
質問票の作成方法、マインドマップやロジックツリーを活用した課
題整理について、講義を行いました。また、7/4には、各グループ
でロジックツリーを作成するワークショップでファシリテーターを務め
ました。

9/19は、田村市内の施設訪問と体験（田村地域フィールドワー
ク）として、一般社団法人Switch、松や農園、地域おこし協力隊
を訪問する生徒に同行しました。

10/3の1年生を対象とした環境教育では、米山先生が「脱炭
素を目指した持続可能なまちづくり」について講演を行った後、3
つのテーマを設定して、高校生が付箋を使って考えをまとめるグ
ループワークのサポートを実施しました。

11/7の2年生を対象とした環境教育では、グループワークで国
立環境研究所の「気候変動適応のミステリー」を行いました。後
半では、各グループで作成したものをクラス内で発表すると共に
振り返りも実施しました。学生スタッフは気候変動の複雑な要因
やそれらの関係性とSDGsとの関連を重視した上で、複数グルー
プを目配りしながらサポートしつつ、生徒の発表に対しては考える
ことを促すコメント
を心掛けました。

活動を通して、
大学生として外
部の視点を届け
るとともに、高校
生に課題解決の
道筋を示しつつ
も、答えを押し付
けずに主体性を
引き出すことの
難しさを痛感し
ました。毎回悩
みながらも、話し合いを通じた結論を導き出し方など、生徒自身
の気づきが生まれるよう常に改善を重ねました。

農業関連事業者へのヒアリング調査に参加して
経済学部国際環境経済学科3年　領塚 正敏
私たちは福島県田村市において農業とそれに携わる人々の魅

力を伝えるパンフ
レット「Cheers!
阿武隈」を制作
しています。大竹
ゼミの2年生と3
年生の計11名で
8/3（日）〜6（水）
に田村市を訪れ、
nononowa、 自
然農園リリバリ、
よりあい 処華、
新田ファーム、わせがわホップファーム、光農園を訪問し、農業の
6次化や地域コミュニティの活性に取り組むなど様 な々形で地域
に貢献する方 を々取材しました。10/31（金）〜11/2（日）には、桜
農園、K’s Farm、がもう農園、株式会社GREEN for TABLE
を訪問しました。各取材先の担当学生が「イチオシポイント」を紙
面で紹介し、同年代の学生に農業の魅力が伝わるように工夫し
ました。

活動を通じて、人に魅力を伝えることの難しさを実感しました。
パンフレットを制作した経験がないメンバーも多く、当初は単なる
情報の羅列になりがちでした。メンバー同士で話し合いをしなが
ら、田村での暮らしや事業を営むことを選んだ経緯、地域・消費
者への想いを汲み取り、魅力が伝わるような編集に努めました。
2026年2月には「CHEERS!阿武隈」vol.4を発行しました。

地球温暖化対策イベント「断熱ワークショップ」に参加
して
経済学部国際環境経済学科3年　小坂 舞夏
私たちは、生徒からの依頼を受け、8/19（火）に県立船引高校

の1年1組と2組の教室に計12名の生徒たちと一緒に内窓を製作
するワークショップを開催しました。暑い夏に開口部や外壁を通じ
て入ってくる外気を防ぎ、冷房効率を高めることで脱炭素化や地
球温暖化対策を進めるという目的のもと、内窓だけでなくベランダ
にも遮熱タープや断熱ブラインドを設置しました。講師の方 に々ご
教授いただきながら、生徒たちと協力し、実際に室温を下げる効
果も実証することができました。

私自身初めて
の参加でしたが、
イメージしていた
よりも簡単に設
置・組立すること
ができ、日常生活
でも応用すること
ができると感じま
した。近年非常
に厳しい夏が続
き、気候も安定し
ない中、自分で少
し工夫することで暮らしを快適にできることや、誰かと協力しなが
ら作業をする面白さを改めて学ばせていただきました。

地球温暖化対策イベント「キエーロワークショップ」に
参加して
経済学部国際環境経済学科1年　渡邉 藍
9/20（土）に田村市に赴き、中央公民館でキエーロワークショッ

プを開催しました。当日は10組16名の市民が参加し、まず「キエー
ロとはなにか?」「家庭の生ゴミがどのように地球温暖化に影響を
与えるのか」というテーマで学生が講義を行いました。その後、

6/20 船引高校での「情報収集の進め方」につい
て講義する様子

福島県トップクラスのピーマン農家「新田ファーム」
を訪問し、お話を聞く様子

インパクトドライバーで教室に内窓を設置する学生
スタッフ
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参加者1組に学生1人ずつサポートに入り、市民の方 と々一緒に
一から計10基のキエーロを組み立てました。

キエーロとは黒土の中にいるバクテリアを利用して生ゴミを分解
し、消滅させるゴミ処理装置のことです。キエーロを使うことによっ
て水分の多い生ゴミの量を減らすことができるため、ゴミ焼却施
設からでるCO2の発生を抑制できます。

私はこのワークショップに参加して、今までは講義の中でしか聞
いていなかった地球温暖化対策をリアルに目の当たりにしました。
市民の皆さんの講義への前向きな姿勢がとても目立ち、私ももっ
と勉強して市民の方 と々一緒に地球温暖化対策について考えを
深めていきたいと感じました。

手入れの必要
がないとは言え、
スペースや虫の
問題も発生して
いるとの声もあっ
たので、今後とも
参加者の方との
繋がりを大切に
キエーロをより良
く改良していきた
いと思いました。
そして、私が一
緒に製作したキエーロが市民の方の生活の一部となること、そし
てそれが地球温暖化防止の小さな一端を担っていることにとても
やりがいを感じました。市民の方 と々の交流を通じて、私たち学
生からより情報発信やサポートを行い、地球温暖化対策を通じて
もっと地域を活発にしていけたらと思いました。

「たむらのエゴマ油」リーフレットの制作
経済学部国際環境経済学科3年　坂本 千夏
たむらのエゴマ油の魅力を多くの方々に知っていただくため、

多言語化リーフレットのデザインを広告研究会として携わらせてい
ただきました。たむらのエゴマ油を国内外に広めていくことを目的
に、日本語・英語・フランス語・ドイツ語・中国語の5つの言語で異な
るデザインのリーフレットを制作しました。実際に、現地のエゴマ
搾油所に訪れ、製造過程を見せていただき、田村市役所の担当
者からエゴマオイルの魅力や課題についてお伺いしました。田村
市のエゴマ油は、伝統的な製法でこだわりを持って作られている
ことを学び、表現を通して、田村のエゴマ油の魅力を十分にお伝
えしたい。そのような思いで制作に励みました。

このプロジェクトを通して、地域に根付いた伝統や生産者の思
いを正しく理解し、それを他者に伝えることの難しさと重要性を学
びました。素晴らしい土地で、誇りを持って作り続けられてきた製
品であっても、その価値は伝え方次第で大きく変わるということを
感じました。学生という立場でありながら、田村市の伝統的なもの
づくりのPRに関わることができたことは大きな喜びであり、魅力を

「伝える側」としての責任も実感しました。

「地方創生☆政策アイデアコンテスト2025」に取り組
んで
法学部法律学科3年　中尾 妃音美
交流文化学科2年　有泉 心結
本学の「復興知」事業の中心テーマである「脱炭素社会の実

現、再生可能エネルギー100%を目指した持続可能なまちづくり」
に関連して、前年まで4年連続で東北経済産業局長賞を受賞し
た先輩の成果を継承して、「地方創生☆政策アイデアコンテスト
2025」に取り組みました。残念ながら、ファイナリストに残れません

でしたが、獨協大学として田村市を対象地域として5年連続で東
北経済産業局長賞を受賞することができました。
「地方創生☆政策アイデアコンテスト」に参加したことで、環境

問題や地方の活性化を自分事として考える貴重な機会になりまし
た。これまでも関心は持っていたものの、実際に形にし、関係者
の視点や現実的な制約を踏まえて検討する中で、アイデアを実
現に結びつけることの難しさを強く実感しました。

私たちが提案したのは、脱炭素社会の実現を目標に、田村市
と草加市を結ぶ広域の地域循環共生圏の形成を軸とする取り組
みです。しかし、実行段階を想定すると、制度面の制約や人材・
予算の不足、自治体間連携の難しさなど、理論だけでは乗り越え
られない課題が数多く存在することが明らかになりました。理念と
しての意義を保ちながらも、段階的かつ現実的な検討を積み重
ねる必要性を強く感じています。

また、これまで
にも先輩方が脱
炭素に向けた多
様な提案を行っ
てきたものの、ま
だ実現に至って
いません。今年は

「復興知」事業
の最終年度であ
るため、何らかの
形で成果につな
げる必要がある
と感じています。田村市の皆様に貢献できるよう、実現に向けて
取り組んでいきたいと思います。

「ちょこっと、エコライフ〜ライブ〜」に参加して
経済学部国際環境経済学科1年　水野 心愛
5年間の「復興知」事業の最後のイベントとして、12/14（日）に

「ちょこっと、エコライフ〜ライブ〜」を開催しました。今まで『たむ
ら市政だより』の紙面をお借りして連載「ちょこっと、エコライフ」を
2023年9月号から28回にわたって掲載させていただいた感謝を
込めて、実際に田村市で「ちょこっと、エコライフ」をライブでお届
けしました。また、「気候変動適応のミステリー」やポスターセッショ
ンを通して、環境について参加者の皆さんと交流を深め、実際に
記事を読んで実践してくださった方々の声を聞くことで、私たちも
視野を広げられたり学びを深めることができて、とても有意義な時
間を過ごすことができました。

この企画に参
加させていただ
いて、田村市の
皆さんが私たち
が記事にしたこと
を実際に日常で
行ってくださって
いることを直接伺
うことができ、田
村市のエコな暮
らしに貢献できて
いるなと実感しま
した。また、ワーク
ショップで田村市の方 と々交流させていただいた際に、学生とは
また違う考え方、視点が多くあり、自分自身の価値観を新しく再構
築できる貴重な学びの機会になりました。

「キエーロワークショップ」の様子

12/1、仙台の東北経済産業局にてアイデア発表
会でプレゼンする様子

「ちょこっと、エコライフ〜ライブ〜」ポスターセッ
ションの様子
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学生活動
報告

「大学生と集落の協働による地域活性化事業」コーディネーター 国際環境経済学科教授　米山 昌幸

福島県「大学生と集落の協働による
地域活性化事業」の活動報告

2025年度の福島県「大学生と集落の協働による地域活性
化事業」には、「大学生の力を活用した集落復興支援事業」に
2年目の「大竹ゼミ昭和村班」、「地域活性化プロジェクト長外
路チーム」、「地域活性化プロジェクト中谷地区チーム」の3グ
ループと新規の「地域活性化プロジェクト山都町チーム」が採
択されました。

各グループは、2月には県が主催する活動報告会に参加して、
活動内容について発表し、報告書をまとめることになっています。
各グループとも翌年度に向けて活動を継続していくことに意欲を
示しています。すでに委託・補助金事業を卒業している「大竹
ゼミ耻風班」「セガワ応援隊」「ほんそんみらいプロジェクト」「こ
まち『大地の泉』つながるプロジェクト」も現地で活動を続けて
いますので、卒業チームも合わせて以下に各グループの活動報
告を紹介します。

喜多方市高郷町本村地区担当「獨協大学ほんそんみら
いプロジェクト」活動報告
国際環境経済学科2025年卒　丹野 悠太  
国際環境経済学科2年　塩田 賢太郎

「獨協大学ほんそんみらいプロジェクト」は、今年度は塩田賢
太郎（国際環境経済学科2年）、窪谷ちひろ（英語学科卒）、清
野芽生（フランス語学科卒）、飯田佳暖（同卒）、宮本圭（国際環
境経済学科卒）、丹野悠太（同卒）、日野原楓（同卒）の計7名が
現地に入り、活動を行いました。

今年度は6月7日（土）・8日（日）、10月18日（土）・19日（日）の計
2回の現地活動を実施しました。1回目の6月の訪問では、田植
え体験に加え、本村地区の棚田やビオトープに設置する看板の
作成作業に取り組みました。2回目の10月の訪問では、稲刈り体
験を行うとともに、第42回「山都新そばまつり」に参加し、地域
の方 と々の交流を深めまし
た。

今年度の活動では、現地
住民の皆さんや卒業生を中
心に、新たに来村する学生
も加わり、継続的な関係人
口の創出につながりました。
特に、稲刈りの様子は「農
村関係人口の創出に向けた
取り組み」として『福島民友』
にも掲載され、活動の広がり
が注目されています。

来年度は、現役学生との交流機会を増やすとともに、大学内
で収穫したお米の販売などの取り組みを進め、プロジェクトの一
層の活性化を図っていきたいと思います。

田村市船引町瀬川地区担当「獨協大学セガワ応援隊」活
動報告
国際環境経済学科4年　原田 奈穂

セガワ応援隊は2017年度から2023年度まで福島県の大学
生事業として、田村市船引町瀬川地区の地域活性化を目標に
活動してきました。2024年度は瀬川地区の有志の団体「やって
みっ会」が申請する福島県のサポート事業に協力して現地活動
を行いました。今年度は、申請を行わない形で活動をする運び
となりました。

11月16日（日）には毎年開催される「新そば収穫祭&軽トラマ
ルシェ」にてそばの販売を手伝いました。天候にも恵まれ、地元
住民の栽培したキウイ、トマト、お米、ハヤトウリ、さつまいもなど
農作物、陶芸作品が並びました。新そば収穫祭では、やって
みっ会の職人がそばを打ち、新そばを味わうために多くの人に
足を運んでいただきました。

2017年から今日に至るまで、瀬川地区でフィールドワークを行っ
た学生は数多く、地区の魅力や人の温かさに触れる機会になり
ました。私を含む瀬川にかかわった学生が関係人口として、社
会や地域に貢献することを願っています。最後に、やってみっ会
をはじめとする瀬川地区の皆さまに、心より感謝の意を表し、結
びといたします。

田植えの様子

稲刈りの様子ビオトープ看板づくりの様子

新そば収穫祭&軽トラマルシェの様子

Network経済42 Network経済42



学生活動
報告

小野町谷津作行政区担当「獨協大学こまち『大地の泉』つ
ながるプロジェクト」活動報告
代表　法律学科2年　髙野 祥

小野町谷津作行政区を担当する「獨協大学こまち『大地の
泉』つながるプロジェクト」は、現在では事業期間が終了したも
のの、引き続き活動・交流を行っています。今年度は髙野祥（代
表:法律学科2年）、髙岩大輝（経済学科3年）、岩城瑛士（ドイ
ツ語学科2年）、片山泰地（法律学科2年）、園部敬之（同2年）、
中村魁（総合政策学科2年）、三井田雅陽（同2年）、大鹿蒼明

（同1年）の計4学科8名のメンバーで活動しました。
今年度は2度の現地訪問を実施し、地域活性化に向けたア

イデアを1人ひとりが提案しました。1回目の9月6日（土）・7日（日）
の現地訪問では新規メンバーの加入を受けて、活動する上で
中心となる「大地の泉」、地区について理解を深める上で重要
な夏井千本桜や小野町ふるさと文化の館などを視察して、まち
の 雰囲気 や 魅力、
課題を知るとともに、
現地の方との交流
会を行いました。ま
た、地域活性化に
向けたアイデアをメン
バーが提案する準
備として、交流会で
地域についての歴
史や地理、産業等
のお話を伺い、学ば
せていただきました。

2回目の10月11日（土）・12日（日）の現地訪問では昨年に引き
続き、「八雲神社例大祭」（子ども神輿）に参加しました。今年
度はお祭り前日に小学校の運動会が開催される予定であったも
のの、雨天の影響でお祭り当日に開催されることとなり、お祭りの
見通しがたたなくなる事態も発生しましたが、無事に開催できま
した。実際にまちの行事に参加することで、まちの行事の活気

や重要性を体感する貴重な機会になりました。
1年間の活動を振り返ると、私を含めて現地訪問するごとに、

メンバー1人ひとりが自分なりに現地の方 と々交流することを通
して、まちのつながりや様々な魅力、地域が直面する課題、歴

史等の背景知識が
相互に結びつく体系
理解が深まる瞬間を
体感しました。各々
の観点から独自の地
域活性化に向けたア
イデアを共有できたと
ても貴重な体験で
あったと思います。
大変ありがたいことに

「また来年も来てほし
い」との声もいただきました。

昭和村松山集落担当「大竹ゼミ昭和村班」活動報告
代表  経営学科3年　中村 健太

昭和村松山集落を担当する「大竹ゼミ昭和村班」は、中村健
太（代表:経営学科3年）、駒宮新（同3年）、吉中希泉（同2年）、
田口修太郎（同2年）、池田恵太（経済学科3年）、置田真治（同
2年）、清水亮佑（同2年）、坂齊優季那（国際環境経済学科3
年）、小坂舞夏（同3年）、渡貫花音（同2年）、久野優乃（同2年）、
石黒智也（同2年）の計12名からなるチームです。

活動2年目となる今年度は、1年目の調査で明らかになった松
山の現状を踏まえ、考案した地域活性化策の実践に取り組みま
した。1年目の調査を通して、松山には住民の温かさや四季がはっ
きりした自然という魅力がある一方、それらが十分に発信できてい
ないという課題があることがわかりました。このことが、地域の移
住者数が増えないことの要因の1つであり、平均年齢の上昇に繋
がっていると分析しま
した。

2年目の活動では、
松山の魅力を伝える
手段としてオリジナル
マップの作成に取り
組みました。特に住
民の温かさに焦点を
当て、松山の雰囲気
が伝わるマップとなる
ように工夫しました。
その準備として、8月
8日（金）〜11日（月）
に現地活動を実施
し、16軒のお宅を訪
問してインタビュー活
動を行いました。加
えて、昭和村特産物
のカスミソウの剪定
体験や野菜の収穫

インタビュー報告会の様子

カスミソウの剪定体験の様子

「八雲神社例大祭」で神輿を担ぐ様子

交流会の様子

緑とのふれあいの森公園にて記念撮影
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体験、地域料理体験、松山の観察活動を行いました。このような
活動を通して、松山の自然環境や主要な産業についての理解を
深めました。

また、1月30日（金）〜2月1日（日）に予定されている2回目の現
地調査では、地域住民との交流を深めるとともに、オリジナルマッ
プの提案や雪かきなどの体験活動を実施する予定です。来年
度は、オリジナルマップを活用し、松山の魅力発信と地域振興の
実践を目標に活動していきます。

田村市船引町長外路地区を担当する「獨協大学地域活性
化プロジェクト長外路チーム」は、塩田賢太郎（代表:国際環境
経済学科2年）、島田瑠里香（経済学科4年）、妹尾陸矢 （同3
年）、菅野泰輝（経営学科2年）、松田加音（同2年）、髙橋良輔

（同2年）、保坂佳秀（国際環境経済学科2年）、渡邉大翔（同2
年）、宇枝桃花（同1年）、遠藤ゆきね（同1年）、髙橋佐季（同1
年）の3学科11名からなるチームです。今年度は3回に渡って現
地調査を行いました。

第1回現地調査の8月17日（日）・18日（月）には「第74回灯籠流
しと花火大会」に参加し、住民との交流を通して地区の理解を
深めるとともに、地区が抱える課題を共有しました。翌日は、地
区の地域資源である渋柿
を活用した実証活動を行い
ました。

第2回現地調査11月29日
（土）・30日（日）では、地域の
魅力を発信するため、地域
住民の方へインタビューを実
施しました。また、長外路城
跡を管理する中山真波氏
が進めているカブトムシ幼虫
の養殖事業を支えるため、
昆虫飼育に用いる「落ち葉

集め」に協力しました。

第3回現地調査の12月6日（土）・7日（日）には、前回に引き続き
地域住民の方へインタビューを実施しました。また、薪の里なが
とろ園主の佐藤満雄氏が進めているカブトムシ幼虫の養殖事業
を支えるため、昆虫飼育に用いる「木の葉さらい」に協力すると
共に、薪割りの体験も実施しました。

住民の方へインタビューした内容は12月末までに新聞にまと
め、地区の回覧板とSNSに発信しました。今後も長外路地区の
持続可能な発展のために尽力していきます。

石川町中谷地区「地域活性化プロジェクト中谷チーム」活
動報告
代表 英語学科4年　笠原 比佳理

石川町中谷地区を担当する「地域活性化プロジェクト中谷
チーム」は、笠原比佳理（代表:英語学科4年）、櫻井雅文（同4
年）、三浦大（同学科4年）、太田奏海（国際関係法学科4年）、
山下玲奈（英語学科3年）、小川夢叶（総合政策学科2年）、榎
汐莉（交流文化学科1年）、谷津田結生（言語文化学科1年）、
塩谷華怜（経営学科1年）、齋藤史空（英語学科卒）の6学科
10名からなるチームです。

本年度、中谷チームは地域資源を活用した体験型活動と、
地域行事への参画を軸に、3度の現地活動および学内販売等
を実施しました。以下にその概要を報告いたします。

最初の現地活動は8月1日（金）・2日（土）に行いました。1日目
は、中谷地区の藍の苗植えと、箸づくり体験を行い、地域の手
仕事文化への理解を深めました。2日目は、地域の方 と々ともに
夏野菜の収穫を体験し、収穫した野菜を使ったピザづくりを実

田村市船引町長外路地区担当「地域活性化プロジェクト
長外路地区」活動報告
代表  国際環境経済学科2年　塩田 賢太郎

灯籠をデザインしている様子

住民の方へのインタビューの様子

木の葉さらいの様子

松山集落の方々との集合写真
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施しました。また、石川町歴史民俗資料館イシニクルを視察し、
地域の歴史的背景や文化資源の活用方法について学ぶ機会
となりました。

2回目の現地活動は10月25日（土）・26日（日）に実施しました。
1日目あいにくの冷たい雨の中、中谷地区総合文化祭のお手伝
いをした後、翌日販売する藍とさつまいもを使ったパンとお菓子
の製作と、販促用ポップの作成を行いました。使用したさつまい
もは、中谷地区の耕作放棄
地を活用して地域の方々が
育てたものであり、6次化の一
環として、加工し商品化に取
り組んだ点が特徴です。2日
目は文化祭に出店し、地域の
方 と々交流しながら商品販売を行いました。

3回目の現地活動は11月8日（土）・9日（日）に行いました。前日
の7日（金）にはメンバー1名が単独で現地入りし、フェスに向け
た商品の製造準備を行いました。8日は母畑レークサイドで開催
されたキャンプフェスに出店し、10月と同様、藍およびさつまいも
を使った商品の販売を実施しました。9日には福島県および石川
町職員の方々と活動報告と
意見交換会を行い、1・2年目
の活動成果や課題を整理す
るとともに、来年度および再来
年度までの事業計画案を提
案し、行政側からの助言をい
ただきました。

喜多方市山都町地区「地域活性化プロジェクト山都町
チーム」活動報告
代表 経営学科1年　瀧 駿介

「地域活性化プロジェクト山都町チーム」は、今年度は堀越そ
らみ（言語文化学科3年）、藤川慎樹（フランス語学科1年）、市
川玲於（経営学科1年）、瀧駿介（同1年）、髙橋佐季（国際環
境経済学科1年）、野崎こころ（同1年）、渡邊直向（法律学科1

年）、伊藤壮平（同1年）の8名の構成で、福島県喜多方市山都
町に入り、活動を行いました。

新規チームとして初年度となる今年度は、山都町の現状把
握・及び実態調査を中心とし、町民の方 と々の交流・親交を深
め、町の文化や歴史、現在抱えている問題点や将来のビジョン
を学びました。現地での活動は2度行い、1回目は10月18日（土）・
19日（日）、2回目は11月22日（土）・23日（日）に山都町を訪問しま
した。山都町では、「山都そば」が名物です。十割そばを使い、
独特の歯ごたえがあることが特徴です。10月の現地活動では
第42回山都新そばまつり出店の手伝いを行いました。また、乳
牛30頭を飼育する齋藤忠義氏、2020年に移住してきた芳賀智
之氏・中嶋麻弥氏、アスパラを生産し会社化した山口比佐男氏
を訪問してヒアリングを行いました。

11月の現地活動では実際にそば打ち体験をしました。他にも、
郷土食の「こづゆ」や「笹巻」の調理・試食や、山都まちづくり協
議会が行っている資源物回収の手伝いなど、限られた時間の中
で、様々な体験をす
ることができました。

一方で、山都町
の現状説明会では、
町の抱える様 な々問
題を学びました。高
止まりする町の高齢
化率や、町民の方
が安心して暮らせる
ためのコミュニティの
減少、学校の統合
など、問題は多様で
す。また、山都まちづ
くり協議会が行政か
ら受けている補助金
は2028年度に終了
するため、私たちのタイムリミットは決して長くはありません。しか
し、旧耶麻農業高等学校校舎の再活用や、伝統的なそばの歴
史など、地域活性化に向けポテンシャルのある町でもあります。

今後も山都町と連携を深め、より良いまちづくりのため、力にな
りたいと考えています。

収穫をした野菜でピザ作り体験

山都新そばまつりの様子

資源物回収の手伝いの様子

そば打ち体験の様子

母畑レークサイドキャンプフェス
2025に出店の様子

中谷地区総合文化祭出店の様子
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学生活動
報告

“Earth Week Dokkyo 2025”は、国際環境経済学科と環境共
生研究所の共催で6月と12月の2回開催しました。獨協大学として環
境週間「地球を考える1週間」を設定し、持続可能な地球社会の実
現を目指すイベントを実施することで、学生、教員、職員の意識を高
めてキャンパスライフを見直し、持続可能な社会を創ることを目的とし
ています。

このイベントは、国際環境経済学科の1期生が提案し、Earth 
Week Dokkyo実行委員会という企画・運営を手掛ける運営主体を
設けて、2016年12月に初めて開催されました。このイベントも、今年
度で19回となりました。多くが大学内で行われるイベントですが、学
外の方からも多くのご支援をいただき、イベントを盛大に開催すること
ができました。今後も、1人でも多くの学生や教職員、地域の方 と々、
持続可能な社会を創るきっかけを提供するイベントづくりをしたいと考
えています。

“Earth Week Dokkyo 2025〜Summer〜”
6月23日（月）から6月28日（ 土 ）までの1週間、“Earth Week 

Dokkyo 2025〜Summer〜”開催され、16団体により物産展、ワー
クショップ、授業公開、展示など20の企画が行われました。特に印象
的だったイベントを以下に紹介します。

6/24（火）にはEarth Week Dokkyo実行
委員会によるエコキャップ回収が開催されまし
た。私たちは、ペットボトルキャップの回収をより
身近に感じてもらい、SDGsに簡単かつ楽しく
取り組めるよう工夫しました。単にキャップを回
収するのではなく、キャップを転がしてゴールま
での様子を見届けられる装置を制作し、食堂
や中央棟に設置しました。キャップを捨ててく
れた一人ひとりに、回収の方法やアースウィー
クの活動について直接説明しました。「捨てる」
という行為そのものに楽しさを感じてもらえるように工夫しました。その
結果、想定を上回る数のキャップが集まり、工夫次第でSDGsへの関
心を高められることを実感しました。

6/23（月）〜6/27（金）の期間、大竹ゼミ「耻風班」が福島県南会
津町耻風地区物産展を開催し、耻風産のトマトやそばを中心とした
物販を実施しました。期間中は多くのお客様にご来場いただき、特に

トマトジュースは完売となるほどの好評を得ま
した。今年は昨年よりも取り扱う品種を増や
し、新たに加えたキノコ類も高い人気を集め
ました。本企画を通じて、福島について少し
でも知っていただくきっかけを提供できたと感
じています。

6/26（木）には、今年から新たに参加した
学生団体グリーンベースの皆さんが、余った
竹を活用した「竹あかり」の制作を行いまし
た。参加者はそれぞれ自由にデザインを施し、
個性あふれる美しい作品が完成しました。こ

れらの竹あかりは実際にお祭りで使用される予定であり、自分のデザ
インした竹あかりが灯されることを想像すると、自然と期待が高まりま
す。さらに、七夕の時期に合わせて短冊に願い事を書く企画も実施
され、誰もが気軽に参加できる親しみ
やすいイベントとなりました。

6/27（木）に米山ゼミ「伝右川再生
に向けた支援プロジェクト」が伝右川
でカヌー体験を行いました。当日は多
くの学生が来てくださり、伝右川の現
状を知ってもらうことができました。

6/28（金）昼休みに行われた大竹
ゼミによる「草加の野菜を食べよう!〜
ピザ窯で作るピッツァ〜」では、地元

の草加市で収穫した旬の野菜を使った手作りのピッツァが振る舞わ
れました。

ピザの配布場所である中庭には、ピザの焼きあがりを待つ長蛇の
列ができるなど、大盛況となりました。参加者は地産地消の大切さを
実感することができました。

“Earth Week Dokkyo 2025〜Winter〜”
12月1日（月）〜6日（土）まで開催された“Earth Week Dokkyo 

2025〜Winter〜”では、物産展、ワークショップ、授業公開、展示な
ど20の企画が行われました。主なイベントを以下に紹介します。

12/1（月）〜12/5（金）耻風班による福島県南会津町耻風地区物
産展では、そば粉ガレット作りが行われ、来
場者から非常に好評を得ました。会場で
は、ガレットをその場で一枚一枚焼き上げ
る様子を見ることができ、調理の工程その
ものにライブ感があり、訪れたお客さんも出
来上がるまでの過程を興味深そうに楽しん
でいる様子が印象的でした。完成したガ
レットを受け取るだけの物販とは異なり、「作
る過程を共有する」体験が価値となってお
り、出店の新しい形や魅力を発見する機会
にもなりました。

12/1（月）には、施設事業課が米山ゼミ
「地球温暖化防止プロジェクト」と[西棟]
省エネ・創エネ設備見学ツアーを開催しま
した。これは西棟で実施するエコキャンパ
スツアーで、普段は立ち入る機会の少ない
屋上の見学などを通して、獨協大学のこれ
まで知らなかった一面を知ることができまし
た。キャンパス内には、環境負荷の低減や
資源循環を意識した多彩なエコシステム
が随所に取り入れられており、実際に現場
を見ながら説明を受けることで、それぞれ
の設備や仕組みがどのような目的で導入さ
れ、どのような効果を持っているのかを具
体的に理解することができました。

12/2（火）には、魚津の草餅っこによる富
山県魚津市から、里山の恵みたっぷりのおばあちゃん手づくり草餅
の販売が行われました。12/4（木）には石川町中谷地区チームによ
るさつまいも商品販売が行われました。多くの人が訪れ、商品は1日

で完売し、収益は石川町に還元されまし
た。どちらもすぐに売り切れるほどの人気
であり、とても好評でした。

12/2（火）には獨協大学IPJ学生ボラ
ンティアによる「学生が伝える冤罪問題」
が開催されました。参加者が冤罪問題を
身近に感じられるように、質疑応答や映像
を用いて、わかりやすく説明していました。

12/5（金）には、Earth Week Dokkyo
実 行 委 員 会 に よ る「Egg Candle 
Night」が開催され、前日のワークショップ
で制作したエッグキャンドルの点灯式が
行われました。エッグキャンドルは家庭で
出る卵の殻と、学食の廃油を利用して作
りました。エッグキャンドルの暖かな光が
会場全体を包み込み、穏やかな時間を
過ごすことができました。

今年のEarth Week Dokkyoは昨
年より多くの団体が参加してくださり、大
成功となりました。

Earth Week Dokkyo実行委員会　　代表　浅見 匠彦　副代表　駒宮 新・坂齊 優季那

獨協大学環境週間
“Earth Week Dokkyo 2025”の開催報告

制作された竹あかり

ピザ窯の様子

さつまいも販売の様子

エッグキャンドルの様子

そば粉ガレッドを焼く様子

西棟屋上のソーラーパネ
ルの視察

キャップ回収の様子
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　新任教員挨拶　
学生活動
報告

2025年4月に獨協大学経済学部
に経済政策論の担当教員として着
任しましたMortha Aline（モルタ　
アリン）です。どうぞよろしくお願いい
たします。これまでの研究生活を説
明し、自己紹介させて頂きたいと思い
ます。

自己紹介
フランスのアルプス地方で生まれ育ち、2017年にパリ政治

学院と慶應義塾大学のダブルディグリープログラムの一環とし
て来日しました。4年生の時に学術の道を歩むことを決意しま
した。早稲田大学政治経済学部に修士課程を入学し、同時
に研究補助（RA）として研究活動を行いました。同学に博士
課程を入学した際に、日本学術振興会の特別研究員（DC2）
に採用されまして、2025年3月に博士号を取得しました。今年
から獨協大学にてお世話になっております。

研究テーマ① : 国際エネルギー政策の効果分析 （2019
年〜 2024 年）

まず、修士時代の研究テーマについて、説明させていただ
きます。本テーマは、二つの地域の分析におけるエネルギー
政策の分析を行いました。まず、アジア発展途上国における
様々なエネルギー政策の効果を分析しました。例えば、各ア
ジア諸国のエネルギー安全保障レベルを評価し、様々な政策
選択肢を比較しました。また、世界の他の地域と比較したア
ジアのグリーンボンドの特異性についても検証しました。最近
に、OECDと協力しながら、高所得世帯における省エネルギー
行動および低炭素技術の導入決定の背後にある決定要因
を分析しました。本研究の結果は、低炭素技術の導入に関
する決定は、省エネルギーに関する決定に比べて、行動要因
の影響を受けにくいことが示唆されました。代わりに、教育水
準と所得が、こうした決定をより大きな役割を果たしています。

研究テーマ② : 固定価格買取制度の再エネ賦課金の産
業部門への影響 （2020 年〜 2025 年）

次に、博士課程の研究を紹介させていただきたいと思いま
す。本研究の目的は再生可能エネルギー普及のための賦課
金導入による電力価格上昇がもたらすエネルギー集約的製

造業への影響を把握することです。排出量変化の要因を、
燃料・電力代替、燃料切替、エネルギー効率に分解し、電力
を燃料に置き換えることが可能かどうかを検証しました。まず、
電力価格が1%上昇すると、自家発電用の燃料となる化石燃
料の消費量は7%増加することがわかりました。電力と燃料は
代替材であるため、製造部門に対する（賦課金の）電力価格
上昇の効果は、燃料消費量の増加、ひいてはCO2排出量の
増加につながる可能性があります。賦課金の影響を推計し
た結果、自家発電や燃料切替により、工場内の排出量が13%

（紙・パルプ）から52%（鉄鋼）増加させることが明らかになりま
した。

研究テーマ③ : 日本のカーボンプライシングと産業競争
力 （2022 年〜現在）

最後に、最近の研究を紹介したいと思います。下記の研究
のほとんどは、work in progressですので、学びたい点が多
くあると思います。

炭素価格が導入されると、産業関係者の生産費用上昇に
つながることが多く、国際的な競争力低下への懸念を招きま
す。この懸念を対応するために、欧州連合（EU）は国境炭素
調整メカニズム（CBAM）の導入を発表しました。研究では、
2014年の貿易データを用いて、CBAMが厚生、生産、輸出、
排出量に与える影響をシミュレーションしています。その結果、
CBAMは厚生にはほとんど影響を与えないものの、輸出の減
少に寄与することがわかり、-0.29%（金属製品）から-1.49%

（鉄鋼製品）の間で推定されました。一方、輸出減少の影響
で、運送活動による排出も減少する見込みがあります。また、
日本は来年度にEU 排出量取引制度に類似した国内排出
量取引制度（ETS）を導入します。産業競争力への潜在的
影響を把握するため、2011年に埼玉県で導入された類似政
策の事例を分析し、雇用、賃金、生産量、輸出、投資への影
響に焦点を当てます。

これまで、私は主に研究に時間を費やしてきました。今後
は、研究者としてだけでなく教育者としても成長できるよう、最
善を尽くしてまいります。教育と研究のバランスを見つけるた
めに、是非、多くの方と共に学んでいきたいと考えております。
今後ともよろしくお願いいたします。

国際環境経済学科　専任講師　Mortha Aline（モルタ アリン）

気候変動, 産業とエネルギー政策
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　新任教員挨拶　

2025年4月に経済学部国際環境
経済学科の専任講師に着任しました
上原紗綾子（うえはらさやこ）です。経
済学部に所属しておりますが、専門
は言語学で全カリ英語の科目を担当
し、本学の外国語教育研究所（通称 
AMANO研）の研究員も務めていま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

ここ数年は日本とアメリカを行き来
する生活をしていましたが、私の人生の大半はアメリカで過ご
してきました。幼少期も含めると、ハワイ、カリフォルニア（西海
岸）、ニューヨーク（東海岸）、ミシガンやインディアナ（中西部）
と、アメリカのさまざまな地域で生活してきました。おそらく多く
の日本の方が抱くイメージの通り、アメリカは物理的なスケール
が大きい国です。レストランで出される食べ物の量、住宅の広
さ、大学の学費の高さ…。目に見える部分だけでもその「大き
さ」を実感する場面は少なくありません。ニューヨーク大学で
の修士課程の卒業式はニューヨークのシンボルでもあるヤン
キースタジアムで開催されました。このような大規模の卒業式
に参加して、アメリカらしさを改めて実感したことが、今でも印
象に残っています。

しかし、表面的にはわかりにくい文化の側面も存在します。
いわゆる cultural iceberg（文化の氷山モデル、 E.T. Hall, 
1976）が示すように、水面下には価値観、言語使用、アイデン
ティティの捉え方など、外からは見えにくい多様性が存在して
います。長年アメリカで生活し、教育・研究に携わる中で、私は
この「見えにくい多様性」に強い関心を持つようになりました。

中でも私が最も長く過ごしたのはミシガン州です。そちらで
は主に音声学・音韻論を中心に研究を進める一方で、社会言
語学的な視点も取り入れました。着任前はアメリカ中西部の
大学で教鞭を執っており、博士課程をミシガン州立大学で修
了したこともあり、ミシガンを含む「Inland North」と言語学者
の間で呼ばれる五大湖周辺地域の発音について研究を進め
てきました。これはアメリカの主要な工業地帯の一部で話され
ている方言で、「Rust Belt」と呼ばれる地域にあたります。

中西部の発音は、ニュースキャスターが話すようなニュート
ラルで訛りのない（unaccented）英語とみなされることが多い
のですが、実際には Inland Northでは、20世紀前半から中
頃にかけて始まった Northern Cities Vowel Shiftと呼ばれ
る母音推移が進行していることがわかっています。たとえば、
牛乳の “milk” を「ミルク」ではなく “melk”（メルク）と発音し
たり、靴下の “socks” を “sacks”（サックス）と、日本の英語教
科書に載らないようなアクセントが聞かれます。北米五大湖地
域の英語を対象とした最近の音響分析によると、この母音推
移は徐々に衰えつつあることが示されていますが、私の知るミ

シガンダー（Michigander: ミシガンの人々）の中には、会話の
中で誇らしげに“It’s ‘melk!’ Not ‘milk.’”と冗談めかして言う
人もいます。‘melk’か ‘milk’かの論争は中西部に行けば必
ずと言っていいほど話題になります。

他の例として、カリフォルニアのCalifornia Shiftや南部の
Southern Shiftなどが報告されていて、アメリカ英語には地
域、アイデンティティ、ジェンダー、社会経済的地位等によって
さまざまなバリエーションがあります。このように言語は決して
一枚岩ではなく、地域、歴史、社会的背景と密接に結びつい
ています。英語教育においても、「正しさ」や「標準」だけを重
視するのではなく、言語の多様性や変化を理解する視点が重
要だと考えています。

どの英語を教えるかは、私たち英語教育者自身が慎重に考
えるべきことだと重々理解しています。アメリカ英語に限らず、
世界にはさまざまな英語が存在します。イギリス英語やオース
トラリア・ニュージーランド英語だけでなく、インド英語やシンガ
ポール英語、さらには日本やベトナムで話されている英語など
もあります。言語の価値は、経済的・政治的な力に影響され、
「どの英語を学ぶべきか」という判断にも影響を与えます。しか
し、どのバリエーションもそれぞれのコミュニティのアイデンティ
ティと深く結びついており、決して軽視できない重要性を持っ
ています。私は、一 つの英語に限らず、多様なWorld 
Englishesを理解できるような教育に取り組みたいと考えてい
ます。そうしてこそ、グローバルに活躍するための英語スキル
が身につくと考えています。

今後も、研究と教育の両面から、言語を通じて多様性への
理解を深めていきたいと思います。

経済学部国際環境経済学科　専任講師　上原 紗綾子

言語多様性と英語教育

ヤンキースタジアムでのニューヨーク大学卒業式:米連邦最高裁のソ
ニア・ソトマイヨール判事の演説を聞く卒業生
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　新任教員挨拶　

2025年4月に獨協大学経済学部
経済学科に着任いたしました、梅澤
俊浩（うめざわ としひろ）と申します。
私は群馬県で生まれ育ち、大学進
学を機に上京して東京で10年間を
過ごしました。その後、福岡の北九
州市立大学で14年間、京都の龍谷
大学で6年間、教員として研究・教
育活動に携わってきました。これまで地域や大学の特性が
異なるさまざまな環境で学生と向き合ってきましたが、いずれ
の場でも学生の多様性を尊重し、それぞれの学びを伸ばす
ことを最も大切にしてきました。今後は獨協大学においても、
その姿勢を変えることなく、学生の成長を丁寧に支援してい
きたいと考えています。

私の研究領域は、経済学の分析手法を用いて、企業の
会計行動を実証的に理解しようとする「実証会計学」です。
学部時代は、管理会計の伝統的テーマである予算管理論
や資金会計に関心を持っていましたが、大学院に進学後、
指導教員から「ミクロ経済学、ファイナンス、計量経済学、プ
ログラミングをしっかり学んだうえで会計学を研究しなさい」
と助言をいただきました。また、「財務会計、管理会計、会計
監査のいずれも幅広く学ぶように」と指導され、会計学の個
別領域に限定せず、経済学を基礎とした会計学研究に広く
触れる姿勢を重視してきました。そのため、大学院時代は海
外の主要ジャーナルに掲載された論文を中心に、とにかく幅
広い会計研究を読み込み、財務諸表データを統計的に分
析する日々を過ごしました。研究者としての基礎は、この時
期に培われました。

私の主たる研究テーマは、（1） メインバンク関係が一般
事業会社の会計行動に与える影響、（2） 地域銀行の償却・
引当の制度と実証分析、の二つです。2004年度には、早稲
田大学法学研究科・商学研究科合同のCOEプログラムに
研究助手として参加し、企業財務やコーポレート・ガバナンス
の実証研究に触れる機会を得ました。プロジェクトでは、大
規模な実証用データベースの構築に携わり、研究会やワー
クショップを通じて経済学・ファイナンスの最新研究に触れま

した。この経験が、日本の企業社会に特有の商慣行やメイ
ンバンク制度に対する関心を強める契機となりました。

当時の日本の実証会計研究は、米国の主要論文を日本
のデータで追試する研究が主流で、独自の問題設定が十
分でない点が課題とされていました。私は、日本企業を対象
に研究するのであ
れば、日本特有の
制度や慣行を踏ま
えた実証分析こそ
求められると考え、
メインバンク関係が
企業 の 会計行動
に与える影響を研
究テーマとして設
定しました。また、
そ の 延長線上 で
銀行会計にも研究
領域を広げ、地域
銀行の償却・引当
に着目した研究を
進めてきました。この成果は『地域銀行の償却・引当―制度
と実証』として出版され、日本会計研究学会第84回「太田・
黒澤賞」を受賞しました。

教育活動においては、会計学の基本構造を丁寧に解説
し、学生自身が手を動かして理解を深められる授業づくりを
心がけています。ゼミや研究指導では、問題意識を言語化
する力、財務諸表データを使って統計的に分析する力を育
てることを重視しています。会計学を経済学・経営学と接続
し、卒業論文ではプログラミングの基礎から実証研究の初歩
までを一貫してサポートし、学生が自ら考えて調べ、分析し、
まとめる力を身につけられるよう指導しています。

これまでの経験を活かし、獨協大学の学生がそれぞれの
興味や問題意識を大切にしながら、会計学を通じて社会の
仕組みを理解する力を高められるよう、研究・教育の両面か
ら貢献していきたいと考えています。

経済学部経営学科　教授　梅澤 俊浩

実証会計学
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　新任教員挨拶　

経済学部　経営学科　専任講師　宮川 幸子

未来の起業家を生み出す学びへ

1. 自己紹介

　皆さま、はじめまして。2025年4

月より経済学部経営学科に着任いた

しました宮川幸子（みやがわ・さちこ）

と申します。長崎県佐世保市の出身

です。

私は弁理士でもあり、企業の知的

財産戦略やブランド戦略の分野で企業支援に携わっていま

す。弁理士という職業は、あまり馴染みがない方も多いかもし

れませんが、「知的財産」の専門家として発明やデザイン、ブ

ランド、営業秘密といった企業の無形資産をどのように企業の

競争力へとつなげていくかを考える仕事です。

近年は特に、スタートアップ企業の創業期から成長のステー

ジまで伴走し、知財面から事業づくりを支える取り組みに力を

入れてきました。限られた資源の中でも果敢に挑戦し、未来

を切り拓こうとする起業家たちと向き合う中で、知財リテラシー

を備えた次世代の起業家を育てたいという思いが強まり、大

学教育に携わる道を選びました。

2. 私の研究領域

私の研究テーマは一貫して、「経営資源に制約のある企

業が、いかにして競争優位を確立するのか」という問いです。

これまで、中国のシャオミやテンセントなど、創業間もない段階

から急速に成長した企業の事例を分析し、そこに共通する戦

略や組織能力の特徴を探ってきました。

現在は研究領域を広げ、日本茶や折り紙など日本の伝統

文化産業の分野で海外を舞台に活躍するスタートアップ企業

に着目しています。伝統産業の価値を新しい形で捉え直し、

その魅力を生かしてグローバル市場に挑む企業の戦略やブ

ランドづくりのプロセスに注目して研究を進めています。

3. 授業、ゼミの様子

獨協大学では、専門科目として「ベンチャー企業論」を担

当しています。授業では、実際にスタートアップで働く方 を々ゲ

ストとしてお招きし、リアルな声に触れながら、起業や新規事

業に取り組むとはどういうことかを具体的にイメージできるよう

工夫しています。

また、ゼミでは学生のみなさんがビジネスプランを構築し、外

部コンテストに挑戦する実践的な活動を行っています。身近

な課題の発見から始まり、アイデアの検討、試作や実証実験、

企業へのヒアリングまで、一連のプロセスを自らの手で経験し

ます。今年度は、折れた木製バットを再活用するプロダクト案

や、観光地でのごみ持ち帰り用バッグの企画など、学生だか

らこそ生まれる視点や創造性が光るプロジェクトが進みまし

た。計画通りに進まないことも多いのですが、その度に学生

同士が互いの強みを発揮しながら協力し、前向きに乗り越え

ていく姿に、私自身も大きな学びを得ています。

4. 保護者・学生の皆様へ

大学生活は、自分が何者で、どのような将来を描きたいの

かを探求する貴重な時間です。多様な学びや人との出会い

を通じて、自分自身の素晴らしさに気づき、強みとして自信を

持てるようになることが、大学という場の大きな価値だと感じて

います。経営学には「オーバーエクステンション戦略」という

考え方があります。これは、現時点で十分な能力が備わって

いないと認識しつつも、あえて挑戦し、実践の中で能力を高

めていくという“背伸びの戦略”です。まさに成長途上にある

学生の姿と重なる概念だと思います。

私自身、学生一人ひとりが自らの可能性を信じ、限界を超

えて挑戦できる環境をつくりたいと考えています。まだ見ぬ世

界に向かって一歩を踏み出す勇気を持てるよう、これからも

丁寧に寄り添い、成長をサポートしてまいります。
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　退職教員挨拶　

市原 博

1985年に29歳で専任講師として
大学の教員となり、本年70歳で無事
に定年退職の日を迎えました。出身
大学の助手として勤めた1年間を加
えると、42年間の教員生活になりま
す。その間、私は4つの私立大学に
勤めましたが、57歳で本学に赴任す
るまで、2つの大学で定員割れを経験
しましたし、教育と研究に取り組む環
境も良好とはとても言えないものでした。
「このような境遇に置かれているのは、大学教員としての資

質が自分に欠けているからだろう」といつも思っていました。で
も、今思うと、私の研究に深刻な問題が存在していたことも大
きな原因でした。それは、研究の専門分野がどの学問領域
に位置付けられるのかがはっきりしなかったことです。これま
で受けた教員採用人事でいつも問題にされたのが、「あなた
の研究は経済史なのか、経営史なのか、労働研究なのか」と
いうことで、採用された場合でも、審査報告書には、「研究水
準が高いことには審査委員が同意した」というのを枕詞に、

「一方で科目適合性に重大な懸念が表明された」と書かれる
のが普通でした。

このようになってしまったのは、私の研究者としての育ち方
に原因があります。私は一橋大学で経済史研究を専攻し、学
部3年生の時に日本経済史の大家である中村政則先生の教
え子になりました。労働問題への関心から大学院に進学して
労働分野を研究テーマに選びましたが、中村先生は農業史
がご専門だったので、ゼミの先輩も農業史を専攻する方が多
く、労働研究はほとんど独学で学んでいました。当時、労働研
究の中心が従業員のマネジメントへと移行する過程にあり、私
も経営学に関心を持ち、経営史の米川伸一先生に弟子入り
しました。大学院で北海道の炭鉱の労使関係史を研究した
こともあり、最初の勤務先が札幌の大学になりましたが、労務
管理という経営学の科目を担当することになり、自分の専門が
経済史なのか、経営学なのか、労働研究なのかが分からなく
なってしまいました。

その頃、労働経済研究の権威である明治大学の栗田健
先生が北海道大学に集中講義で来られ、大学院生たちに交
じって受講させて頂きました。懇親会で北大の院生たちに、
栗田先生は「学会は一つに絞りなさい、複数の学会に出てい

ると損をする」とアドバイスされました。一つの研究領域に絞っ
て活動し、そこで主流になるのが学会で生きるには良いという
趣旨だと理解しました。

一方で、残念ながら知遇を得られなかったものの、私が大
きな影響を受けた先生に『ハーメルンの笛吹き男』で社会史
研究を日本に普及させた阿部謹也先生がおられます。札幌
で炭鉱労働史研究に没頭していた私は、欧米の労働史研究
で主流になっていた社会史を取り入れようとして、阿部先生の
本を読みふけりました。その中で、阿部先生が、卒論のテー
マ選択の際に一橋大学学長をなさった上原専禄先生からい
われた「それをやらなければ生きてゆけないというテーマを探
すんですね」という言葉も心に重く残りました。結局、経済史
研究に専念したほうが賢いのだろうと思いながらも、自分の問
題関心の中心であった労働研究から離れられず、「自分は労
働史研究者だ」と自己規定するようになりました。

こうした研究姿勢の代償は小さなものではありませんでし
た。1994年に首都圏の大学に戻ってすぐ、札幌で取り組んで
いた炭鉱労働史の研究を著書にまとめ、一橋大学から経済
学の博士号を授与されました。しかし、三つ目の大学へ移動
した際、その著書『炭鉱の労働社会史』は担当科目と適合し
ないという理由で研究業績とは認めていただけませんでした。
その大学に採用していただけたのは、新たに始めた技術者
の歴史研究の成果を評価していただいたからでした。

この技術者研究は、電機産業と造船業を対象に技術者た
ちが企業内でどのような仕事をしてきたのかを、明治期から
戦後まで追跡したものです。2022年にこの研究を著書にまと
めましたが、これができたのは、獨協大学に移籍して研究環
境が劇的に改善されたからでした。この著書に、2023年度の
労働関係図書優秀賞を授与していただきました。この賞は、
読売新聞社の後援を得て、厚生労働省所管の研究所であ
る労働政策研究・研修機構が毎年優れた労働研究の図書
に授与しているものです。出版社の社長さんからは「こんな
大きな賞を取るなんてすごいですね」と言っていただきました
し、同研究所の研究員で私が担当する総合講座に来て下
さっている方には、「歴史研究であの賞をとる人はまずいない
ので、快挙だ」と言っていただきました。私の研究姿勢も少し
ばかりは学会に認めていただけたのかなと思います。

良好な教育・研究環境を与えてくださった本学で過ごした
13年間に深く感謝申し上げます。ありがとうございました。

「それやらなければ生きてゆけないというテーマを探すんですね」
–阿部謹也先生への上原専禄先生の教えに導かれて–
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学外研修報告
US Dollar Dominance: Fundamentals, Nature, and Present Structure

経済学科教授　徳永 潤二

US dollar standard system
Since the Global Financial Crisis （GFC） of 2007-
09, there has been increasing discussion on why 
t h e  U S  d o l l a r  s t a n d a r d  s y s t e m  h a s  b e e n 
maintained since the demise of Bretton Woods 

（BW） system in the early 1970s. Among other 
th ings ,  the  money v iew ,  wh ich  has  become 
increasingly common in heterodox academics, 
provides a systemat ic  ana lys is  o f  the do l lar 
standard that has three distinguishing features. 
First, the dollar standard system can be taken for 
granted ,  in the sense that the contemporary 
internat iona l  monetary system is  inherent ly 
viewed as an international currency hierarchy 
where the dollar has been at the top and all other 
major currencies have been pushed down to 
per iphera l  pos i t i ons .  Second ,  the intu i t iona l 
development in the hierarchical structure of the 
global dollar supply allows the dollar standard to 
have ‘systemic nature’, despite no defined and 
agreed off icial frameworks for stabil izing the 
dollar-centric international monetary system in 
the post-BW system period. And last, evolution of 
the US Federal Reserve （Fed） as an international 
l ender  o f  l a s t  r e sor t  （LLR） s ince  the  GFC 
contributes to the ‘status quo’ dollar standard 
system where the dollar is dominant in the 2010s. 

Our questions 　
However ,  wha t  ha s  emerged  a s  t h e  do l l a r 
standard cannot be regarded as an ‘invincible’ 
system. First, it is incorrect that the US dollar’s 
staying power has always been unrivaled. The 
emergence of the euro was the first time since the 
collapse of the BW system that the US dollar 
standard system faced real currency competition 
in the 2000s. Second, the dollar standard system 
has essentially entailed global financial instability. 
Looking historically at the dollar standard system 
since the 1970s, we can see that unfettered global 
capita l  f lows tr iggered the recurrence of  an 
international currency and monetary crisis that 
climaxed as the GFC of 2007-09, which had its 
v e r y  e p i c e n t e r  i n  t h e  U S .  F i n a l l y ,  t h e 
extraordinary sell-off in the US Treasury markets 

as the largest ,  deepest ,  most l iquid f inancia l 
marke t s  in  the  wor ld ,  a t  the  he ight  o f  the 
COVID-19 financial meltdown in March 2020, led 
to  unprecedented pressure  on g loba l  do l l ar 
funding, which would have destabilized the dollar 
standard system even more than the GFC if it had 
been allowed to develop. Taking these limping 
aspects of the dollar standard into account, an in-
depth analysis of the fundamentals, nature and 
present structure of the contemporary dol lar 
s t a nda rd  s y s t em  s i n c e  t h e  2 0 0 0 s  mus t  b e 
conducted. 
In doing so, we raise three critical questions, which 
are largely unanswered by the money view: First, 
what enabled the US dollar to revive its dominance 
in the 2000s, despite the currency competition with 
the euro? Second ,  what drove the US dol lar 
standard system to bui ld up global  f inancia l 
fragility in the 2000s that climaxed with the GFC 
of 2007-09 being called ‘the most severe financial 
crisis in a century? And last, what caused the 
unprecedented sell-off in US Treasury markets in 
March 2020, precipitating extraordinary strain on 
global dollar funding, though a global financial 
crisis was averted?

Our main arguments 　
Contrary to the main arguments of the money 
view, we make new arguments that the US dollar 
standard system has developed around shadow 
banking in the 2000s that proved ult imate ly 
destructive in the face of the GFC of 2007-09. It 
then explores how the dollar standard system 
underwent a kind of watershed at the height of 
the COVID-19 financial meltdown in March 2020. 

My book 
The  a r t i c l e  i s  d r awn  f r om my  book :  J un j i 
T o k u n a g a  （ 2 0 2 6 ） ,  D o l l a r  D o m i n a n c e : 
Fundamentals , Nature, and Present Structure, 
London; New York: Routledge. Gerald Epstein, 
Professor of Economics and Co-Director Political 
Economy Research Institute （PERI）, University of 
Massachusetts  Amherst ,  USA,  contr ibutes a 
forward to this book. 
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学外研修報告

経済学部経営学科教授　松本 守

2025年4月1日から2026年3月31日までの1年間 , 私は貴重
な学外研修（国内・関西大学）の機会をいただいたことで, 新
しい研究テーマ（「スキルマトリックス情報の経済分析」）に着
手することができました。この期間には, 読みたいなと思って
いても読むことができていなかった論文（先行研究）を大量
に読み込んだり, 研究上の悩みについて（普段なかなかお目
にかかれない）他大学の研究者に直接相談をしたり, 大変有
意義な時間となりました。獨協大学にはこのような機会を与
えていただき感謝いたします。ここでは, 私が学外研修期間
の間に何をしていたのか（どのようなことを考えていたのか）
について, 特に予備知識のない方でも直感的に理解してい
ただけるように,その概要（現在も研究中）を説明してみたい
と思います。

■ 「スキルマトリックス」情報とは?
何らかのスポーツ観戦（サッカー・バスケットボール・バレー

ボール・ボクシング・野球など）が好きな方は, 特定の選手につ
いて,「○○はこの点（技術 ?）が優れている」,や,「◇◇はこ
の点が劣っている」,というように選手の能力を評価したこと
はありませんか? 例えば,メジャーリーガーの大谷翔平さんで
言えば,「走攻守（投 ?）」全てが優れている,といったところで
しょうか（もし大谷翔平さんの能力をレーダーチャートで示せ
ば,その面積は最大の状態になっている,のかもしれません）。
他方で, 数学や英語などの科目の成績 , 体力測定の結果 ,
類似する製品・サービスの比較評価から,（「週刊少年ジャン
プ」や「週刊少年マガジン」などに掲載されているような）バ
トル漫画に登場するキャラクターの能力まで,レーダーチャート
（複数項目の評価のバランスが蜘蛛の巣状に視覚化された
もの）のようなグラフでその能力が視覚的に表現されている
のを目にしたことがある方は多いのではないかと思います。

実は,日本企業はつい最近から, 非財務情報（数値では表
しにくい情報）として, 上場企業の役員（取締役など1人ずつ）
が持っている能力（スキル: 知識や経験）を視覚的に分かり
やすく一覧表にまとめて, 企業のホームページや株主総会招
集通知や統合報告書などで開示するようになりました（ただ
し, 全ての上場企業がその情報開示を行っているわけでは
ないのですが,その経緯は割愛します）。もちろん, 上述した
レーダーチャートのようなものではありませんが, 例えば ,（社

内）取締役のAさんは「事業戦略」と「R&D（研究開発）」
に関するスキルを持っています , 社外取締役のBさんは「財
務・会計」と「サステナビリティ」に関するスキルを持っていま
す ,というように自発的に自社の役員が持つスキルに関する
情報を開示するようになりました。こうした情報は「スキルマト
リックス」と呼ばれています。ちなみに, 昨今のフジテレビの
コーポレート・ガバナンス問題の文脈で, 私が研修期間中に
寄稿した「日本企業における「よりよい取締役会構成」を考
える- 実証研究が示す課題と展望」（『企業会計』,中央経
済社 ,2025年8月号 ,pp.87-94.）の中でも,スキルマトリックス
情報について触れています。

■ 「スキルマトリックス」情報の意味するところは?
上述したように,日本企業におけるスキルマトリックス情報

はつい最近から開示され始めたため,まだこの情報にどれだ
けの意味があるのかについてはほとんど分かっていません（米
国企業の話は割愛しますが,日本企業を対象とした研究はま
だ十分ではありません）。ただし,このスキルマトリックス情報
はあくまでも当該企業が自発的に開示しているものであり, 開
示された情報内容について第三者がお墨付きを与えている,
というものでもありません。こうしたことから、私はスキルマトリッ
クス情報がどのような意味を持っているのか?,もっと言えば

（穿った見方をすれば）,その情報は本当に正しいのか（単な
るポーズとしての情報なのか）?, 能力の高い（≒持っているス
キルの数が多い）役員が多いほど適切な意思決定が行われ
ているのか（多くのスキルを持っている役員が多い企業が“良
い”企業なのか）?,スキルマトリックス情報から観察できる日本
企業の強みや弱みとは何か?,などの疑問に答えるべく,スキ
ルマトリックス情報（データ）と日々にらめっこしています。現在
の私は「ああでもないこうでもない」とスキルマトリックスデー
タの加工・分析を繰り返しながら,まだ真っ白なキャンバスにど
のような絵が描けるのかなと思いを巡らせています。この話
の続き（研究成果）はまたの機会に。

Network経済 53



私 の 研 究

私の専門は「組織（コミュニティ）」を対象とした分野。コ
ミュニティのフィールドで得た知見をもとに研究している。その
成果の一端を取り上げると、たとえば、埼玉県 NPO・大学連
絡会副会長や文科省 GP 採択事業評価委員など、マッチン
グギフト研究を通じて様々なコミュニティ（企業・NPOなど）と
の接点を結んだ。こうした研究成果が授業に反映できたこと
は望外の喜びである。（拙著『新経営組織論の展開』創成
社、2024参照）

1. マッチングギフト（NPO）研究
資金調達（寄付）を研究したもので大臣レクチャーを実施、

2007年度に設置された内閣府（経済社会総合研究所）の
「マッチングギフト調査・研究委員会」委員長としての研究で
ある。（拙著『マッチングギフトとコミュニティの形成』創成社、
2012など参照）

2. 地域活性（創成）の研究
フィールド活動として、共働によるまちづくり支援を実施し

た。その成果は2012年度から10年以上の実績として「埼玉
県ふるさと支援隊」活動として記録に残っている。（拙著「ゼ
ミナールと地域社会②「NPO 活動の企画・運営」」、「地域
総合研究」創刊号、2008。「中山間地域ふるさと事業調査
研究」埼玉県　中山間ふるさと支援隊活動報告集、2011
年5月など参照）

3. 災害復興の研究
事前復興を標榜した東京都の避難訓練研究企画や、10

年以上にわたって実施している「越谷レイクタウン防災訓練」
など、復旧・復興支援のための研究である。現在、ドローン操
作による救援・輸送研究の活動も行う。（拙著「ポストベッドタ
ウンシステムの転換を7「リスク対応型コミュニティ」」「週刊
住宅新聞」12面、2008年9月29日。拙著『市民社会とレジリ
エンス』創成社、2016など参照）

私の専門は経営戦略・経営倫理学です。特に経営戦略
の成功がイノベーションを生み、戦略の失敗が組織不正につ
ながるという視点から、戦略と倫理の一体化が重要な課題
であると考えています。現在の主要な研究テーマは、ダイナ
ミック・ケイパビリティ論の理論的拡張、および組織不正の防
止であり、後者については行動倫理学やカント倫理学をベー
スとした研究を進めております。同時に、金融機関職員から
大学教員に転身した経緯から、実務家出身の教員に関する
キャリアパスの研究しており、現在、日本実務教育学会の監
事も務めております。

本年度は、2つの学会で発表を行いました。6月の日本実
務教育学会第5回研究大会では「実務家教員の視点から
見た、キャリアおよび制度の現状と今後に向けての考察」を
発表し、7月の日本経営倫理学会第33回大会では「日本企

業の組織不正防止における儒教思想の役割―道徳経済合
一、知行合一、徂徠の禮楽の視点から」と題し、組織不正
防止における儒教思想の意義を学説研究として報告いたし
ました。後者は投稿論文も準備中です。

これまで行動倫理学やカント倫理学をもとに学説研究の展
開や組織不正分析をしてまいりましたが、今回の学会発表を
きっかけに、儒教思想をもとにした組織不正防止のための学
説研究も深めたいと考えています。例えば、東洋思想と経営
の融合については渋沢栄一の「論語と算盤」が有名ですが、
ともすると経営者個人の倫理観に注目が集まりがちであるこ
と、また経営倫理学も西洋哲学にウェイトが置かれている現
状を踏まえ、今後は東洋思想と西洋倫理学を融合した実践
的な経営倫理の構築を目指したいと考えております。

経営学科教授　高松 和幸

経営学科　脇 拓也

 効果的組織の研究

経営戦略と倫理の統合研究
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私 の 研 究

私の研究は、地球温暖化の原因である二酸化炭素
（CO2）などの温室効果ガスが、どのように地球規模で循環し
ているかを観測して解明することです。その中でも、日本航空

（JAL）の大型旅客機を利用して、世界の上空のCO2分布
や変動を調査する研究を長年にわたって行っています。この
研究はCONTRAIL（コントレイル）プロジェクトのチームで実
施されており、現在もそのメンバーとして研究に参加していま
す。1990年頃に旅客機に搭載できる観測装置の開発を始
め、世界に先駆けて航空局より正式な搭載認可を受けること
に成功しました。観測はJALの国際便で行い、高度10km
付近の上空だけでなく、世界中の空港の離着陸時における
膨大な観測データが収集されています。この観測から、未知
の領域であった上空を巡るCO2の動きが次第に明らかになっ
てきました。また、世界の気候変動の研究分野でも、観測
データが広く活用されています。観測装置の更新や研究資
金の獲得、さらには後継者の育成などの難しい課題を乗り越
えて、途切れることなく上空の長期観測を続け、科学的記録
として後世に残しておくことも研究の重要な目的となっていま
す。2025年度は最新型のボーイング787型機への新たな観

測装置の搭載が実現し、プロジェクトが大きく飛躍した年にな
りました。旅客機は人や物資あるいは文化を運ぶ輸送手段
ですが、今後は地球環境を監視する航空機として研究にも
利用が広がることを期待しています。プロジェクトの内容や
最新の研究成果については、ホームページ（http://www.
cger.nies.go.jp/contrail/）を是非ご覧ください。

私の研究は、企業を結ぶ「役員兼任」「役員派遣」「株式
保有」といった関係をネットワークとして捉え、どの企業が中
心に位置し、時間とともにどう変化するか、そしてそれが業績
や危機耐性（レジリエンス）にどう影響するかを、実証的に明
らかにすることです。

理論面では、ゲーム理論のナッシュ均衡と、ネットワーク分
析で用いられるボナチッチ・パワー中心性が深く関連する点
に着目しています。ネットワーク生態学研究会（2024年3月・
金沢）での招待講演では、この理論的関係と実証研究への
つなげ方を含め、研究の全体像を整理しました。

他方で、企業ネットワーク分析に不可欠な商用データの整
備には、継続的な資金獲得が必要です。このため、2022年
から2024年度の科研費に続き、科研費（基盤研究（C）、
2025–2027「現代日本企業の役員ネットワークの解明 : 構造、
ダイナミクス、業績への影響」研究代表者）を得ました。さら

に獨協大学の国際共同研究助成も活用し、研究を進展させ
ています。

成果は学会報告を中心に発表しています。2025年6月に
は国際学会 INSNA Sunbelt 2025（パリ）で報告し、2025
年12月には米国から2名の研究者を招いたワークショップ

“Corporate Networks in Comparative Perspective”
（京都）を開催しました。日本企業の中心性とコロナ前後の利
潤変化としてのレジリエンス、ならびに米国企業の非営利組
織との結びつきとレジリエンスについて報告し、意見交換を
重ねました。とりわけ米国のBarnes 先生と共同研究の機会
を得たことは大きな成果でした。

以上の活動で得た、より望ましいつながりや組織について
の知見を、草加高校評議員、草加市建築審査会委員、学
園台自治会会長代行として、地域・行政にフィードバックして
います。

国際環境経済学科　松枝 秀和

国際環境経済学科教授　藤山 英樹

JAL 旅客機による地球温暖化の観測

企業ネットワーク分析

編 集 後 記
21世紀の幕開けと共にスタートした『Network経済』。図らずも3度にわたり編集に携わったが、その辿ってきた道は必ずしも平坦では

なかった。予算繰り、安定しないコンテンツ、不足する書き手。「学生目線」で捉え直し、卒業生も活用し、内容だけでなく配布先も入口や
出口を意識したものに変更していったが、現在の形式になるまでに長い年月を要したと思う。しかし、改めて中村泰將先生と往年を回顧す
る中で、先生の理想とされていた形から大きく外れることなく、かつ時代背景の変化を取り込みながら進化してきたことが確認できた。振り
返ればこの形式になって早10年が過ぎた。原点を思い出しつつも、時代を捉え、更なる飛躍を遂げられるよう今ここに誓いたい。

CONTRAIL仕様に改修されたボーイング787-9型機（JA868J）
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『Network経済』のバックナンバーをご覧になりたい方は
右記ご参照ください。
https://www2.dokkyo.ac.jp/eco/nt/

経済学部所属教員の業績は右記から見ることができます。
https://www.dokkyo.ac.jp/research/faculty/
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